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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　さっち


口絵デザイン　菊地博徳
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　プロローグ　ライバルは恋こいしてる







　絹きぬ川がわ蛍けい子こは相変わらず……なんかでは全ぜん然ぜんなかった。


　お見合いをして、結けつ婚こんをして、名みよう字じも変わって、そして子供も産うんだ。


　おかげで母はすごく安心したらしい。子供を育てることにはあんなにもやる気がなかったはずなのに、孫まごには驚おどろくほど熱心だった。最近では子供より大好きだったはずの仕事もせず、呼よびもしないのに毎日やってきて孫の世話をしている。


　おかげで、以前の通りに絵を描かいていられた。子供の世話をするのは嬉うれしかったが、それでも絵を描くのは止やめられなかった。だから時間が無なくても絵を描くのは続けた。夫おつとはそれをむしろ奨しよう励れいしてくれたし、母も「蛍子は好きなだけ絵を描いていればいいわ」と昔むかしだったら絶ぜつ対たいに言わなかったようなことを言ってくれる。


　そんなわけで順じゆん調ちように作品も溜たまり、それが売れたりするような身分にもなった。いくら高たか値ねで売れたところでやり手の社長と知られる夫の収しゆう入にゆうに比くらべれば微び々びたるものだったが、息むす子こと二人つつましやかに暮くらすくらいのお金にはなっていた。もっとも離り婚こんなんて、母親がまた心配しそうなことなどする必要も無いし、する気もなかったが。


「ま、その辺もあんにゃろうの腕うでか」


　蛍子は自分の作品を売ってくれる錦にしき織おりという人物のことを思い出す。自分の夫もそうだが、錦織は嫌いや味みなくらいに仕事の出来る人間だった。本人に言わせれば「良いものを見る目のある人に見せれば売れるのは当たり前」ということだったが、それにしたってこの段だん取どりの良さは驚きよう異い的てきだった。


　作品を売ることにしたのは子育てが一いち段だん落らくした後のことだ。それからの一年かそこいらで、次の作品を予約したいという人が十数人からいるなんて状じよう況きようにまでなっている。だから売るつもりのなかった昔の作品を見本として錦織に渡わたした。でも、それも三日もしないうちに信じられないほどの高値で売る方向で錦織は話をつけてしまった。


　それを拒こばむことも出来たが、蛍子はどうしても欲ほしいならと、言い値よりもずっと良心的な価格で売ることにした。


　それは以前、コンクールに出しそこなった油あぶら絵えだった。怒いかりに任まかせて捨すてようとして、結局、捨てずにとっておいたものだ。だから嬉しかった。その絵を巡めぐって色々あったが、おかげでその件けんは決着がついた。そう心の底から思えた。


　少なくともその時は──。





　　　　○





　その日が最終日と聞いて、母は行って来なさいよと言ってきた。


　副ふく都と心しんの方で桑くわ畑ばたけ綾あやの大おお掛がかりな作品展てんが開かい催さいされていた。もちろん錦織のプロデュースで、来たければどうぞとチケットを渡されていた。それを無む駄だにするのは勿もつ体たいないし、失礼でしょと母は言う。


　別にタダでもらったものだし、正直、どうでもいいと思っていた。でも例の油絵が売れたおかげか蛍子は少し綾の作品に触ふれてみるのもいいかなと思うようになっていたらしい。


「別にあの女がいるわけじゃないしな」


　蛍子はだから安心して出かけることにした。学校にだってまともに来なかった桑畑綾が、そんな人の多い場所に来るとはとても思えなかった。


　錦織だってきっと来ていない。錦織は段取りだけ整ととのえると、あとは現場の人間に任せて次の仕事にとりかかる。だから、まあ自分はただの招しよう待たい客きやくの一人程てい度どの対応をされて、勝手気ままに作品を見学して帰ってくる。蛍子はそんな自分の未来を想そう像ぞうしていた。


「あ、蛍子ちゃんだー」


　だがあっさり最初からその未来予想図が砕くだかれた。作品展の会場に入ろうとする前に、いきなりそんな風に話しかけられたのだ。


　聞き覚えのある声だった。自分の記き憶おくの中のそれと比くらべると随ずい分ぶんとハイテンションな感じもしたが、だが間ま違ちがえるはずもない。


「……桑畑」


　声の主を振ふり返ると、ニコニコとしている少し背の高い女が立っていた。化け粧しようっ気はあまりなかったが、波打つ黒くろ髪かみの美しい細ほそ身みの女性だ。そして残念ながら実に見み覚おぼえがある。


「来てくれたんだ」


　それは桑畑綾に違いなかった。最後に見かけた時は薄うす汚よごれた白はく衣いを着ていたが、今日きようは輝かがやくような白いドレス姿すがただ。あんまり意識してなかったが、こうやって身なりを整えているとかなりの美人だというのがわかる。


「……しかも乳ちちもデカイときた」


　蛍子は綾の言葉に応こたえず、小さく呪のろいの言葉を吐はく。


「え？」


「いや、こっちの話」


　そう呟つぶやくと蛍子は観かん念ねんしたような気持ちになり、綾に向き直る。


「……なんの話？」


「だから気にするなよ。ただの独ひとり言だ」


「じゃあ気にしないことにする」


「そうしてくれ」


　蛍子がそこまで言うと、綾は蛍子の出方を待つようにじっと見つめてくる。しかし、こっちから話しかけたわけじゃないので、蛍子としても困こまる。


「……錦織は？」


　だから別の人間の話をする。そして心の中では責任者出てこいと叫さけぶ。


「錦織さんはいないよ。私も錦織さんもいたら逃にげるだろうからって言ってたけど」


　綾のそんな返答に蛍子は自分がまんまと罠わなにはめられたと気づく。


「あんにゃろう、今日、私がここに来るってわかってたってわけか？」


「そうみたい」


「で、お前はあいつに乗せられて、私に会いに来たってわけか？」


「って言うか、私が会いたいなーって言ったら、任まかせておけって言ってくれたんだ」


　綾の笑顔に蛍子は本当にどうしてくれようという気持ちになる。


「……お前が今回の件の首しゆ謀ぼう者しやか」


「しゅぼうしゃって何？　消しよう防ぼう車しやなら知ってるけど、きっと関係ないんだよね？」


「お前は消防車と言われて、何か心当たりでもあるのか？」


「えっとね。消防車のデザインをこの間したよ。どこか外国のヤツ」


「……そうか、それはご苦労なことだな」


　綾のスケールの無む駄だな大きさに蛍子はどっと疲つかれるのを感じる。


「でさ、蛍子ちゃん」


　そしてそれを感じ取ったのか綾がなにやら提てい案あんを始める。


「良ければ一いつ緒しよにご飯はん食べない？　美お味いしい店、予約してあるんだけど」


「……割わり勘かんだからな」


　蛍子はどうせもう自分に拒きよ否ひ権けんなどないのだろうと諦あきらめて、せめてもの抵てい抗こうをする。


「割り勘ってなに？」


「私も自分の分は払はらうってことだよ」


　罠わなにはめられて綾に会わされた上に、おごってもらうなんて許ゆるしがたい。蛍子はそんな思いを新たにする。


「お金はもう錦織さんが払ってくれてるんだ。経けい費ひで落とすから気にしなくていいって。足りなかったらお代わりしてもいいって言ってたよ」


　しかし綾の返事はそれすらも許されないことを教える。蛍子は錦織の顔を思い出し、五回呪のろいの言葉を呟つぶやいた。


　あんにゃろう──と。





　錦織が用意していたのは、昼ひる過すぎに入るにしては随ずい分ぶんとオシャレな店だった。


　恐おそらく強く自然光を取り込むことを意識した設せつ計けいで、木もく目めをそのまま活いかした内ない装そうは人工物でありながら森の中にでもいるような気分にさせる。


　そんな店の作りだけでなく、料理の方も実に隙すきがない。フレンチがベースの工く夫ふうを凝こらした創そう作さく料りよう理りが小こ皿ざらで次々に出てくる。


「……あんにゃろう」


　蛍子はそんな状況にどうせこの店も錦織のプロデュースなんだろうなと思う。自分の仕事を自じ慢まんするようなやり口には閉へい口こうするが、良いものを作るのに金を惜おしまず、こうして実じつ際さいに形にしてしまう錦織のことは悔くやしいが認みとめるしかない。


「蛍子ちゃん、なんか言った？」


　向かいではそんな蛍子の複ふく雑ざつな気持ちなど少しもわかってなさそうな綾が次の料理が来るのを待っていた。一緒に食事をするなんて初めてのことだが、同おない年のはずなのに子こ供どものようなテーブルマナーの綾を見てると他ひ人と事ごとながら恥はずかしく感じる。


「お前はもう少し落ち着いて食べられないのか？」


　だからそんな小こ言ごとめいたことを言ってしまう。


「私、あんまり外で食事とかしないから。錦織さんも私は私の食べたいように食べればいいって言ってたし」


「錦織のせいにするな。そもそもお前の問題だし、お偉えらいさんとかと一緒に食事をしたりしないのか？　お前ぐらいの有名人なら向こうから頼たのんできたりするんじゃないのか？」


　蛍子は綾と自分の境きよう遇ぐうを重ねる。結婚してからというもの何度となく夫と仕事先の人間と食事をした。夫は芸術家の妻を披ひ露ろうするべく、食事の席に同席することを求めた。


　それが社長夫人ということだ。良い妻を演えんじることが結婚をするために最初に出された条件だったし、そのことに別に不ふ満まんなどなかった。


　しかし綾はそういうことには本当に関係ないらしい。


「それって接せつ待たいとか言うのかな？　そういうのは錦織さんが全部やってくれてるし」


「……ま、そうだろうな」


「そういうのも必要なのかなあと思って挑ちよう戦せんした時もあったんだけど、十分ぐらいしかもたないんだよね。何か思いつくとそういう状況も忘れちゃうし。だからなのかな、錦織さんも諦あきらめちゃったみたいで、そういうこと言わなくなった」


　綾はそう言って邪じや気きのない笑えみを浮うかべる。あの錦織をして不可能と思わせるという綾の無む軌き道どうぶりを蛍子はある意味、尊そん敬けいしなければならないという気持ちになる。


「じゃあ普ふ段だんはどんなもの食ってるんだ？　その様子じゃ料理も自分で作らないんだよな？」


　それが悔くやしくて話題を変える。


「普段は……食べてないかなあ」


　しかしそれもあっさり綾に折おられる。


「……死ぬぞ」


「うん。だから時々、錦織さんが様子を見に来て差さし入いれを持って来てくれる」


「だったら人を雇やとえよ。金ならいくらでもあるだろが」


「うーん。知らない人がいると落おち着つかないんだよね」


「じゃあ錦織に頼たのめよ。アイツなら本物の家か政せい婦ふとやらを紹しよう介かいしてくれるだろ」


　蛍子は思わずそう突つっ込こむが、綾が不思議そうな顔をする。


「それが出来るんなら錦織さんだって勝手にそうしてるんじゃないかなあと思うんだけど、それって勘かん違ちがい？」


「……む、そうだな」


「あ、ラーメンとか食べるよ。アトリエの近くに朝の六時までやってるお店があってね、そこが美お味いしいんだ」


「世界のアヤ・クワバタケのイチオシがラーメンかよ」


「ダメなの？」


「ダメってわけじゃないけどな」


　もう少し格かつ好こうのつくことをしていて欲ほしいものだとは思う。


「でも、本当美味しいんだよ。夜しかやってないけど、今度、一いつ緒しよに行こうよ」


「……お前と一緒にか？」


　蛍子はいつから自分たちはそんなに仲よくなったんだろうと思ってしまう。自分の一方的な認にん識しきでしかないのかもしれないが、自分と綾はずっと険けん悪あくで、今日だって会わないと思ってたから来たのだ。こうして話してること自体、奇き妙みような気がする。


「ダメかな？」


　でも爽さわやかにそう尋ねられてしまうと断ことわるのも自分が負けてる気持ちになる。


「夫と母さんが良いって言ったらな」


　だからそんなことを言ってみる。


「蛍子ちゃんの旦だん那なさんって、うるさい人なの？」


「別に。普段は勝手にしてればいいって感じだけどな」


「じゃあなんでそんなこと言うの？」


「……ま、子供もいるしな」


「あ、そうなんだよね。見たよ、この間、蛍子ちゃんの子供」


「いつ？」


　思わず尋ね返してしまう。子供とは外を一緒に歩いたりはしてる。だから見る機き会かいが無いとは言いきれないが、それを偶ぐう然ぜん、綾が見かけるなんておよそ考えられない。


「昨日きのうの午後三時頃ごろかな」


「昨日の午後三時は家にいたと思うけどな」


　それで蛍子はなんだか話がおかしいなと思う。


「うん。私、家にいたよ。錦織さんが持ってきてくれたケーキを食べてた」


「……だったら、どうして私の子供を見れるんだよ」


「えっとね、ＤＶＤってヤツ？　テレビに蛍子ちゃんが出た時のを錦織さんが録とっておいてくれてたのを私にくれたの。会う前に見ておいた方がいいんじゃないかって」


「そういうことか」


　それでやっと合が点てんがいった。だったら最初からそう言えと言いたい。でもその前に綾が質問をしてきた。


「けっこう大きい感じだったけど、今、いくつ？」


「この間で三つになった」


「……蛍子ちゃん、今、いくつだっけ？」


「お前と同じ年だったはずだけどな」


「あ、そうか。じゃあ二十一？」


「最低でも二十二だろ。お前、自分の年もわからないのか？」


「そうだったっけ？　一回くらい誕たん生じよう日びを忘れてたのかも。祝いわってくれる人がいないから一いち々いち覚えてないのが敗はい因いんかなあ」


「で、それがなんなんだよ」


「えっと……年の話になったから、蛍子ちゃんのも聞いてみようかなって」


「……そうか」


「でさ、蛍子ちゃんの子供の話なんだけどね」


「さっきからずっとその話だったはずだけどな」


「うん。でね、なんだろ、あの子さ、男の子だよね？」


「まあ、な」


「別に不ふ思し議ぎじゃないかもしれないけど、すごく健けんちゃんに似にてるなって思った」


　綾はニコニコとしたままそんなことを言う。そしてどうやら目の前の自分を無む視しして綾は自分の過去へと飛んでしまったらしい。


　蛍子の子供の話ではなく、蛍子の弟である健一とのことを思い出しているのだろう。


「ま、そりゃそうだろうよ──」


　だから蛍子は驚おどろかしてやろうと思って、綾の注意を引いてからこんなことを言ってみる。


「ありゃ、健一との子供だからな」


「あ、やっぱり、そうなんだっ！」


　なのに綾は少しも驚かず、それを平へい然ぜんと受け止める。むしろすごく嬉しそうな顔。


「……感かん想そうはそれだけか？」


　蛍子は逆に驚かされてしまったのを感じながらツッコミを入れる。


「えっと……よかったね、蛍子ちゃんってのも付け足す感かんじで」


「どこをどうやったら、そんな間ま抜ぬけな感想が出てくるんだ、お前の頭は」


　さらに強い口く調ちようでツッコミを入れるが、やっぱり綾は優やさしく笑うだけだった。


「だって、蛍子ちゃんは健ちゃんのことが好きだったんでしょ？」


「…………」


　そして蛍子は完全に言葉を失った。


　こいつにはかなわない。そう思うしかない。それは昔からずっと綾に対して抱いだいていた想いだったが、それをまた確認することになってしまった。


「お前を驚かそうなんて思ったのがバカだったよ」


　諦あきらめにも似た言葉を呟つぶやくが、やっぱり綾と自分は違う人間のようだ。


「へ？　なんのこと」


「ちなみにさっきのは冗じよう談だんだからな。本気にとって他人に言ったりするなよ」


　だから蛍子はそう言うしかなかった。
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「さっきのって、健ちゃんとの子供ってこと？」


「そうだよ」


「冗談なの？　じゃあ、あの子、健ちゃんの子供じゃないの？」


「……当たり前だろ。私は夫がいるし、普通に考えればそいつとの子供に決まってる」


「普通はそうなんだ」


　綾はそう言ってひどく残念そうな顔をする。


「ま、お前には普通なんて縁えんのないことかもしれないけどな」


　それがなんだか心苦しく蛍子は思わずそんなことを言ってしまうが、綾はさらにそれで落ち込んだようだった。


「……そうみたいだね」


　そして綾はそれっきり黙だまってしまう。さっきまでは放っておいてもしゃべっていたのに、いきなり黙られても困こまる。


「…………」


　蛍子も何を言って良いのかわからなくなり、二人の間に沈ちん黙もくが降りる。そこに次の料理が届くが、綾は興きよう味みが無いのかさっきのがよほどショックだったのか食べようともしない。


「……あの、その、なんだ」


　蛍子はそれでなにか話そうと考えるが、どうにも言葉にならない。どうやら綾の地じ雷らいを踏ふんでしまったのはわかったが、安全な話題が何かなんて知らない。


「有あり馬ま冴さえ子こってどんな娘こだったんだ？」


　だからなのか自分の知ってる一番危き険けんそうな話題を口にしていた。


　自分が家を出てから健一が一緒に暮くらしていたという女の子。おそらくは綾の数少ない知人の一人でもある。


　健一が冴子のことをどう思ってたかは知らないが、綾にとっては恋のライバルであったはずで、こんな状況で口に出すのは明らかに間違った選せん択たく肢しのはずだった。


「冴ちゃん？」


　でも綾は急にまた嬉うれしそうな顔を浮かべる。


「……お前がどう呼んでたかは知らないけど、有馬冴子って娘のことだよ」


「冴ちゃんは……なんて言ったらいいのかなあ」


　そう言いながら綾の意識は過去へと飛んでいるようだった。蛍子はまた自分を見ていないらしい綾の気配を感じる。


「すごく普ふ通つうの娘だった」


　しばらく考えて出した結けつ論ろんがそれだったらしい。


「……他ほかには？」


　実にどうとも受け取りようのない返へん答とうに蛍子は続きを求めてしまう。


「私とも蛍子ちゃんとも違うタイプ。あ、錦織さんとも全然違う」


「そりゃそうだろうな」


　綾の返答にさらに意味がわからなくなる。というかすごく普通な娘とやらが綾や錦織に似ているとはとても思えない。


「あと、健ちゃんとも違った。管理人さんとも違うし……日ひ奈なちゃんとも違った」


「……まあいいや、その辺は」


　このままではどんどん話が逸それていくだけだなと感じて蛍子は一いつ旦たん、そこで止める。


「どんな娘かって聞くからちゃんと考えたのに」


「……悪かったよ。聞き方が間違ってた」


「じゃ、何が聞きたかったの？」


「そのなんだ……その娘はやっぱり健一のことを好きだったんだよな？」


　蛍子は思いきってそんなことを聞いてみる。これなら答えはイエスかノーだ。さすがに綾もまともに返事をしてくれるだろうと思う。それでこの話題は切り上げて、別のことに話題を移うつそう。蛍子はそう考えたが、綾はやっぱり蛍子の思ったとおりには行動してくれない。


「どうなのかな」


「……どうなのかなって、一いつ緒しよに暮らしてたんだろ？」


「一緒に暮らしてはいたし、お互たがいを大事にしてたけど、好きだったかどうかって言われると私にはよくわからないんだよね」


　綾の答えに蛍子は一体何を言ってるのだろうと思ってしまう。それだけ条件が揃そろっていれば普通なら好きだったと結論するんじゃないんだろうか。それがたとえ、その時だけの勘かん違ちがいのような恋だったとしても。


「あ、でもこれって、私が好きってのがどういうことなのかわからないってこと。なんかね、私の好きって言うのは他の人とは違うみたいだから」


　蛍子が困こまってるとでも思ったのか綾がらしくもないそんなことを言うのが聞えた。


「じゃあ、お前の定てい義ぎではどうだったんだ？　冴子って娘は健一のことを『好き』だったのか？」


「『好き』じゃなかったと思うよ。私の好きと冴ちゃんのそれは随ずい分ぶんと違ってたから」


　綾のその返事は結局、より蛍子の頭を混こん乱らんさせるだけだった。綾の言う『好き』というのがどういうことかわからないし、それと違ってたと言われたらさっきと同じ展てん開かいだ。


「それに健ちゃんが言ってた」


「……何を？」


「冴ちゃんに『好きでなんかなかった』って言われたって」


「そうか」


　綾の話がいつのことかは聞かないでもわかるような気がした。そしてその時、健一がどんな気持ちであったかも。


　きっと泣いていたんだろうな。蛍子はそう思う。それでぐっと心が沈しずむ。その頃、自分がどうしてたかと思うと、ひどく無む力りよくな気分になる。


「でもね、冴ちゃんは幸せだったとは思うんだ」


　なのに綾はにこやかにそんなことを告つげる。


「……なんだよ、それは」


「私は冴ちゃんが何を考えてたかなんてわからないけど、これは自信があるんだ」


「だからなんでだよ」


　綾の言うことがわからないなんて今いま更さらだが、今度はかなり本ほん格かく的てきだ。さっきは好きだったかすらわからないと言ってたくせに、幸せだったのには確かく信しんがあると言う。


「だって、理由はどうあれ、冴ちゃんはさ、健ちゃんとずっと一緒にいられたんだよ？」


　でも、その一言で蛍子はすっと心に綾の気持ちが落ちてくるのを感じた。


「お前ってわかりにくいくせに、やけにわかりやすいな」


「これは蛍子ちゃんも納なつ得とくでしょ？」


「まあな。冴子って娘がどんな娘かはわからないけど、そう言われたら納得するしかない」


「羨うらやましいよね。冴ちゃんはずっと健ちゃんに側そばにいてもらってたんだもん」


「そうだな」


　蛍子はそう答えながら、でもそれは本当にそうなのかなと考えてしまう。きっと綾のその考えは正しい。疑ぎ問もんを感じてしまうのは、冴子がどうこうということじゃあなくて、自分がその立場だったら同じ結けつ論ろんに達たつするかどうかだ。


　もしあの日、両親に健一との関係をとがめられるのがわかっていたら、自分はきっと健一に気持ちを打うち明あけたりしなかっただろうなと思う。衝しよう動どう的なものではあったが、最後の最後でブレーキがかかっていたんじゃないかと思う。


　あの日のことを後こう悔かいしているわけじゃないけれど、きっと両親を苦しめることの実じつ感かんが出来ていたなら堪こらえていた。


　でも冴子はそうではなかったのだろう。自分の未来を受け止めていたのだ。


　先のことがわからないから、そうしたわけじゃない。わかった上で、そうすることを選えらんでいたのだ。それを蛍子は眩まぶしいと思う。どれほどの強い気持ちがそれを可能にするのか想像してもわからない。


「羨うらやましいよな、その娘」


　だから蛍子はそう呟つぶやく。その生き方を選んだ有馬冴子という少女が本当に羨ましかった。


「そうだね」


　そんな蛍子の気持ちなどわかってるはずもない綾がそう言って笑う。それからまた子供のようにせっかくの料理を食べ始める。


「……ま、いっか」


　でも蛍子はそんな綾をやっと認みとめられるような気がして、それをとやかく言うのは止やめる。


　結局、わだかまっていたのは自分の方だけなんだなと思う。綾は今も昔もこんな人間でそれに対して自分が勝手に怒おこっていただけなんだ。それをどうして今、この時になって認められるようになったのかはわからない。


　でも、綾を羨ましいとは思っても、嫉ねたむような気持ちはもうなかった。


「ね、蛍子ちゃん」


　そんな蛍子に綾がもう食べ終わったらしく話しかけてくる。


「なんだよ？」


「また、会ってくれる？」


　改あらたまって言うから何かと思えばそんなことだった。


「……ラーメン食べに行くんだろ？」


「あ、そうだよね」


「つうかさ、お前は楽しいのか？　私なんかと会ってて」


「どうかな。楽しいかどうかはわからないけど、蛍子ちゃんと話してると嬉うれしいかな」


「……そうか」


「ずっとね、こうして話せたらいいなって思ってた。幸せそうな蛍子ちゃんがさ、私の話をね、しょうがねえなあって思いながらでも聞いてくれるといいなって」


「……想像するだけなら、もう少しまともな想像をしろ」


「でも、今、それにかなり近いと思うんだけど」


「そうかもな。実じつ際さい、お前の話はしょうがねえって感じだよ」


　自分で認めるしかないほど呆あきれて蛍子はそんなことを呟く。


「でしょ？」


　なのに綾はそれをすごく嬉しそうに受け止める。綾からすれば想像通りなのだから、それでいいのかもしれないが。


「そう言えば、あの絵、蛍子ちゃんのなんだってね」


　そして綾は安心したのか別の話題に移うつったようだった。


「あの絵？」


「私が買った絵」


「お前に私の絵を売った覚えなんかないけどな」


「錦織さんの事じ務む所しよに行ったらさ、すごく素す敵てきな絵があったから売ってもらったんだ」


「……って、それはあれか、私が高三になる前に描いてたヤツか？」


「うん。蛍子ちゃんって本当に天才なんだね」


「……お前に言われると嫌いや味みにしか聞えん。って言うかだな」


「なに？」


「お前が相手だってわかってたら絶対に売らなかった」


「なんで？　錦織さんは売り物じゃないけど、ちゃんと蛍子ちゃんを納なつ得とくさせるからって言ってたけど、納得してなかったの？」


「……あんにゃろ」


　綾の言葉で蛍子は自分が本当に随ずい分ぶん前まえから罠わなにはめられていたことに気づく。


「でもさ、皆、見る目が無いよねえ。蛍子ちゃんの絵と私の〈佇たたずむ竜たつ巻まき〉だったら、蛍子ちゃんのの方が断だん然ぜん良いのにね」


　綾のそんな言葉に、蛍子は色々とわからないでいたことが一つになって片づいた気がした。


　──こいつは普通じゃない


　最初からわかってたはずのことに今いま更さら気づいた自分に笑ってしまう。


　その昔、美術部の顧こ問もんの荒あら幡はたが言っていた。


　桑畑は特別なんだ、と。尊敬する荒幡にそう言われて、自分はずっとそれが優ゆう劣れつのことだと考えていた。でも今ならわかる。


　自分と綾は別の人間なんだ。それだけなんだ。


「ね、蛍子ちゃん」


　そしてきっと機き嫌げんがよくなっていただろう自分に綾が話しかけてくるのがわかった。


「今度はなんだ？」


「今度さ、油絵の描き方教えてよ。私、そっちはそんなに詳くわしくないし」


　そんなことを言われてまた自分が不機嫌になるのを蛍子は感じる。


「そこまで世話する義ぎ理りなんかないだろうが」


「そうなんだけど、そうだったら私が嬉しいなって」


「……とりあえず、私の絵を返せ。そうしたら考えてやる」


　どうも話を聞くかぎり錦織にまんまと騙だまし取られたということらしい。それはとにもかくにも取り戻もどしておかねばならない。


「だったら、自分で勉強するからいいや」


　でも綾はそれをあっさり回かい避ひする。


「おい。教おしえて欲しいんじゃなかったのか？」


「教えては欲しいけど、あの絵が好きだから返すのは絶対、嫌なんだ。だからどっちかと言われたら教えてもらう方を諦あきらめる」


「……じゃあラーメンも一緒に食べにいかないからな」


「え？」


　綾はその言葉には心しん底そこ驚いた様子だった。それから蛍子をじっと見つめて今にも泣きそうな顔をする。ぎゅっと唇くちびるを嚙かんで堪こらえている様子を見せる。


「……泣くなよ、こんなことで」


「もう会ってくれないの？」


　本気で困りだした綾を見ながら、蛍子は本当になんなんだよと思う。そしてさっきの自分の思いを改めて感じる。


　──こいつは普通じゃない


　でも、そんなに嫌な気分ではないなとも思う。


　本当に罠にはめられたとしか言いようがない状況なのに、蛍子はそれをしょうがねえなあなんて思う。それは綾がずっと望んでいたことなのかもしれないなと考えると、もう自分の絵を取り返すのも諦めた方が良い気がしてくる。


「わかったよ、教えてやるよ。絵もくれてやる」


「本当？」


「その代わり、飾かざったりするなよ。お前のアトリエなんかに飾ったら殺すぞ」


　でも、蛍子は最後の最後でやっぱり抵抗の意志を示す。


「……じゃあ、私はもう死んでるかも」


　でも綾は苦にが笑わらいを浮かべて、そう答えた。


　本当、どうしてくれようと蛍子は思いながら、自分も苦笑いを浮かべる。


　情なさけないことに、それくらいしかもうやることがなかった。






　第十話　シーナは興きよう味み津しん々しん（後編）







「すっげーガッカリしてたよなあ、本当」


　帰り道、シーナがそんなことを言った。でも一番ガッカリしているのはきっとシーナ本人だ。露ろ骨こつに肩かたを落として、はふぅと溜ため息いきをつく。その仕し草ぐさは芝しば居いがかっているけれど、それはきっと抗こう議ぎのポーズなんだろうなと健けん一いちは思う。


「だからさっきから悪いって言ってるのに」


　シーナがそこまで落ち込む原げん因いんを作ったのは健一だった。


　シーナ＆バケッツのライブ活動が軌き道どうに乗ってきたというのに、明日は休むと言ったせいだ。もっともそれはもう随ずい分ぶんと前から決まってたことで、千ち夜や子こと夏祭りに行く約やく束そくをした日がやってくるからだ。約束自体はシーナと会う前からのものだし、遠えん慮りよがちな千夜子が望のぞんだことで健一としてもそれをキャンセルする理由もない。


「ま、しょうがないよなあ、先せん約やくなんだからな」


　でもシーナとしては納なつ得とくしかねるようだった。


　まあ、気持ちはわかる。ぶっつけ過すぎたなんて言いつつ、結局、その後もほとんど打ち合わせもせずに連日、ライブ活動をした。


　そのおかげか時間になるとシーナ＆バケッツ目当てに人がやってくるようになった。その数が二十を超こえるとさすがに駅前で集まるのを放ほう置ちできなくなったのか、駅員は近くの公園に行ってくれと言い始めたが、それ以外は本当に順じゆん調ちようそのものだった。


　初日は色々な人々が聞いてくれたが、ステージが公園へと移ると客きやく層そうはほぼ女の子になっていた。健一やシーナと同おない年くらいの娘こもいれば、もう少し上っぽい女性もいた。シーナはそういう人たちのために歌うのが本当に楽しかったらしい。


　だから、わかる。ここに来てライブを休むというのがどんなにガッカリすることなのかは。


「今日は来れなかった娘とかいたらどうするんだよ、本当。明日、休みなのを知らずに来ちゃって、ずっと待ったりしてるかもしれないだろ？」


　シーナの指し摘てきはもっともだ。


「……そこまで言うなら、シーナだけでライブすれば？」


　健一も一いち応おう、ユニットの一いち員いんではあるが正直、後ろでハーモニカを吹ふいているだけだ。ファンの娘の目当てはシーナなのだからそれでもいいんじゃないかと思う。


「それじゃ、ただのシーナだろ」


　でもシーナにはその辺、妙みようなこだわりがあるようだった。


「そういう日があってもいいんじゃないかと」


「俺おれたちはシーナ＆バケッツなんだぞ？　俺と健一がいてこそのユニットなんだ、本当」


「……でも、俺は明日は無む理りだし」


「そうだよな。それはもう何度も聞いた。だから休むしかないんだよ、本当」


　シーナはそれでもまだひどく悔くやしそうな顔をする。理り屈くつではそうにしかならないことを理り解かいしているのだが、それを認みとめたくないということらしい。


「とりあえず中止ってポスターでも作ろうか？」


「……それはまあ必要だな。それは健一に任まかす」


「ま、いいけど」


　シーナが不ふ機き嫌げんなので健一はその辺は譲じよう歩ほする。でも、それくらいではやっぱり許ゆるしてくれないらしい。


「しかしさあ、なんで今いま更さら、彼女を優ゆう先せんするわけ？」


「今更と言われてもなあ。彼女だし、前から約束してたし」


「だって昼間は好きなだけ会ってるんだろ？　もう十分だろ、乳ちち繰くりあうのはさ、本当」


「……乳繰りあってないし」


「まだ乳繰りあってないから、このイベントでどうにかしようってわけか？」


「別にそういうつもりでもない」


「……わっけわかんねえよ、健一のそういうところ、本当」


　そして気づくと話は健一の千夜子への接せつし方に移うつっていたらしい。


「いいだろ、別に彼女とどう付き合おうが」


　健一はそうは言ってみるが、自分でもやっぱり変だよなあとは思っていた。


　綾あやとのことはまあ若わかさの暴ぼう発はつとしても、冴さえ子こに対する自分の接し方からすると千夜子とは未いまだに手を繫つなぐにも緊きん張ちようするというのはアンバランスと言われても仕し方かたがない。


「でもさあ健一の家って基き本ほん的に誰だれもいないんだろ？　だったら連れ込み放ほう題だいだろ、本当」


「……まあ、そうかもしれないけど」


　とは言え、それを実行するかどうかは別の話だし、それに、家でというのは健一的にはけっこうキッツイものがある。


　それはどうしたって姉である蛍けい子ことのことを思い出してしまう。ドロドロに疲つかれるほどに体を重ねて、さらに自分の部屋でという話になった時、親が帰ってきたのだ。そんな場所に千夜子を呼んで、エッチなことをしようなんて気持ちには到とう底ていなれない。


「千夜子ちゃんってのがどんな性格かは俺も知らないけどさあ」


　しかしそんな事じ情じようなどシーナが知るはずもない。


「……何？」


「乳繰りあう気にならないなら別れればいいだろ、本当」


「それだけが目当てで付き合うわけじゃないと思うんだけど」


「ま、それだけってことはないけど、大事なことだろ。若い男と女が付き合えば、当然、興きよう味みはそっちに向かうわけで、本当」


「……まあ、そうなんだろうね」


　でも千夜子とはそういう関係になりたいと思わないのも正直なところだった。その理由が千夜子の性格や行動のせいなのか、自分の方にあるのかはわからないが。


「その辺りは綾さんが満たしてくれてるから必要ないってわけか？」


　シーナはそんな大だい胆たんな仮か説せつを唱となえ始める。


「それはないと思う。綾さんとは……」


　一度きりのことだし──と言いかけて、健一は思わず口をつぐむ。


「なんだよ、綾さんとは？」


「……そういう質問には答えない」


「ふーん。ま、なんか事じ情じようがあるってわけか」


　シーナはそれで何事か考え始めたようだった。健一はそれを見て、自分の事情とやらを考えるが、逆にわからなくなってしまう。


　実際のところ、そんなにも綾の誘ゆう惑わくを断ことわる理由などないような気もする。綾の言葉じゃないが、冴子とはそういうことをしているのに、綾とはしないというのはおかしいのかもしれない。そんな気にもなる。


「……本当、なんでなんだろう」


　自分でもわからず健一は小さく呟つぶやく。


「ん？」


「いや、こっちの話」


「……なんだ、それ」


　シーナは怪け訝げんそうな顔をして、健一を見て、また思い出したように不満を口にする。


「彼女とはセックスする気はないけど、明日は祭まつりに行くってことなんだよな？」


「えっと……する気があれば、いいわけ？」


「まあ、それなら一大イベントだからな。俺も素す直なおに退ひくぜ、本当」


「そうなんだ……」


　なんだか妙な基き準じゆんだなと健一は思う。論ろん点てんはファンの娘たちがガッカリするというところじゃなかったのだろうか？


「でもまあ、とにかく明日、ライブが休みなのは決定事項だし」


「……わかってるよ、本当」


　シーナはそれをうんざりとした顔をして呟く。


「だったら、いっそシーナも祭りに行けば？」


「俺が？　祭りに？」


　シーナは妙に大きな声でその疑ぎ問もんを口にする。


「まあ、さすがに一いつ緒しよに行くって言うのはどうかと思うけど、せっかくの祭りだし」


　健一はそう言いながら、なんだかあんまりよろしくない提てい案あんだったと気づく。


「誰だれと行けって言うんだよ？」


　そう尋たずね返してきたシーナは実に不満そうだった。


　考えてみれば、シーナには一緒に行くような人などいないのかもしれない。なにせ、シーナは普ふ段だんは存在しない謎なぞのアーティストだ。


　詳くわしい事情は知らないが窪くぼ塚づか日ひ奈なの仮かりの姿すがたなのだ。日奈がシーナとしてどれだけの時間を過ごしているのかはわからないが、こういう時に気き軽がるに誘さそえる相手などいないのかもしれない。それを今更のように気づく。


「……シーナ＆バケッツのファンの娘ことか？」


　苦くるし紛まぎれにそんなことを言ってみるが、自分でもあんまり良いアイデアという気がしない。


「そういう話はライブの前にするべきだったよな、本当」


　ムッとした様子でシーナがそんな返事をする。


「でも、ほら、明日、ライブを期待してやってくる娘がいるかもしれないし」


「それから祭りに行った日にはもう終わってるって、本当」


「……そうだね」


「それに俺はそういういかにも和って感じのイベントは好きじゃないんだ、本当」


「そうだっけ？」


「言っておくが、シーナ＆バケッツはロックバンドだぞ？」


　シーナは強くそんなことを主しゆ張ちようするが、健一としてはそうだったかなあという気がしてしまう。シーナが好このんで歌うのは、ちょっと古い感じの日本の曲だった気がする。Ｊポップと言うには少し古い、懐なつメロとかフォークとか言った方がいいような楽がつ曲きよくだ。


　まあ、それをシーナ風にアレンジしているし、そこがロックなのかもしれないが。


「ロックだから夏祭りは行かないわけ？」


「そりゃ、そうだ。盆ぼん踊おどりなんか参加するわけにはいかないだろ、本当」


「……ま、それはなんとなくわかるような」


　実際、二人で一緒に盆踊りをしているところを想像するとかなり間ま抜ぬけな気がする。


「それに俺は浴衣ゆかたとか似に合あわないしな、本当」


　でも本当の理由はそっちなのかもしれないと健一はその言葉で思い直す。


　シーナが浴衣なんか着た日にはそれはただの窪塚日奈になってしまう。まあ、それならそれで窪塚日奈として行けばいいような気もするが、そういうことはきっとこの場で言ってはいけないことなんだろうなと健一は思う。


「……そうだね」


　だから健一はそれだけ言って、ちょっと話を逸そらすことにする。


「だったら思いきって好きな娘を誘ったりすれば？」


　でもそれもさっきよりマシな話題とは言い難がたかったようだった。シーナがさっきより渋しぶい顔をして健一の方を睨にらむ。


「どこをどうしたら、そういう展てん開かいになるんだよ、本当。俺はそもそも祭りに行かないって言ったんだぞ？」


「でもまあ、格かつ好こうはそのままでもいいんだし、その娘は祭りに行きたいけど、相手がいないとか思ってる可か能のう性せいだってあるんじゃないかなあ……とか……無ないかな、やっぱり」


　シーナの不ふ機き嫌げんさを感じて、健一の声は次し第だいに小さくなる。自分でもかなりの失しつ言げんだったなと思う。しかし途と中ちゆうで気づいてももうなんだか引っ込みがつかないという気しかしない。


「ま、可能性はあるよな、可能性はな」


　シーナは怒おこった様子でそう呟つぶやくと、結構真しん剣けんにその可能性というのを検けん討とうし始めたようだった。それを見るとそんなに無む謀ぼうな提てい案あんでもなかったのかなあと健一は思う。


　でもやっぱり良くないよなとすぐに思い直す。ハッキリと本人から聞いたわけではないが、シーナが好きな娘というのは窪塚佳か奈ななのだ。シーナが本人の言うとおり、男でただの謎なぞのアーティストということならまあそれでなんの問題もないが、実じつ際さいにはシーナはその窪塚佳奈の妹の日奈なのだ。ややこしくて何がどういけないのかはわからないが、とにかくあんまりよろしくない提案だったのはわかる。


「……ごめん、茶ちや化かすようなこと言って」


　だから健一は素す直なおに謝あやまることにする。そんなややこしい状じよう況きように立ち向かおうとしているシーナの気持ちはわかっていたはずなのに、実に不用意な提案だったなと思う。


「別に謝るようなことじゃないけどな」


　シーナは健一が想像以上に真剣に謝ったので、逆に自分も真剣になったようだった。


「情けないことに完全な片かた思おもいだからさ、さすがに今日明日で祭りに一緒に行くってのは無理だ。その娘は俺と会ったことだってないんだぜ。そんなヤツからいきなり誘さそわれたら、怖こわいって、マジで」


「……かな」


　健一は曖あい昧まいな返事をしながら、自分の想像が正しいことを感じる。


「ま、そんなわけだから、健一は祭りを楽しんでこいよ。俺は明日はゆったりする」


「……うん」


「なんだよ。彼女と夏なつ祭まつりに行けるのが嬉うれしくないのかよ？」


「いや、まあ嬉しいけど」


「けどじゃねえだろ、本当。お前がそんな態たい度どだからライブする方がいいんじゃないのかって俺が思うんだろ？」


「そうだね」


　健一はシーナの言い分はもっともだなと思う。千夜子との夏祭りを心の底から待ち望んでいれば、さすがにシーナだってライブの話を言ったりしなかっただろう。


　前からの約束だから──とかそんなことを言うのがそもそも間ま違ちがってたのだ。


「うん。たっぷり楽しんでくるよ」


　だから健一はそう言って笑うことにする。


「うわっ！　いきなり勝ち組モード入りやがった……ちくしょう、ムカツクぜ、本当」


　それにシーナはそんなことを言いながら、でも本気ではないらしく笑っていた。


「来年はさ、一緒に行こうよ。俺と千夜子ちゃんと、シーナとシーナの彼女でさ」


「ほほう。俺の彼女はともかく、お前の彼女はけっこう怪あやしい気がするぜ、本当」


「……そうかな」


「だから、そこで退ひくなよ。そっちこそ怪しいもんだぜとか返せっての」


「そっか……でも、この間も言ったけどさ」


「なんだよ、本当？」


「協力するから。シーナが好きな娘と上う手まくいくように」


　そんなことを健一が言うと、またシーナは面めん食くらった様子を見せる。シーナは健一が真剣になると言葉に詰つまることが多いようだ。


「……ま、何か健一に出来ることがあれば言うよ」


「うん。その時を待ってるからさ」


　健一はそうは言いながら、けっこう難むずかしいかもしれないと思う。なにせ自分と窪塚佳奈とはあんまり相あい性しようがいいとは言えない。むしろ悪いと言った方が正しよう直じきだ。


　なにせ冴子とのことで恨うらまれてるし、この間もハーモニカの件けんで険けん悪あくな会話を繰くり広げてしまった。そのことはシーナも知ってるはずだし、健一はそういう意味ではもっとも頼たよりにならない相手と言ってもいいかもしれない。


「健一ってテンションは低いけど、いいヤツだよな」


　でもシーナの評ひよう価かはそこまでは悪くはなかったようだ。


「……微び妙みような評価だなあ」


「でもテンションが低いのは事実だろ？」


「ま、そうかな」


　シーナがテンション高すぎるので反はん論ろんしたいが、まあ妥だ当とうな評価だろう。ライブの時だって自分はそんなにはテンションは上がってない気がする。


「……そう言えば」


　それでふと健一はおかしなことに気づく。


「なんだよ？」


「シーナってライブの時は『本当』って言わなくない？」


　普段は過か剰じようとも言えるほど言ってるのに、ライブの時はまったく言ってる覚おぼえがない。ライブの時は緊きん張ちようしてるので、それに疑ぎ問もんを感じる余よ裕ゆうもなかったが改あらためて考えるとひどく違い和わ感かんがある。


「……そうか？」


　シーナは言われて自分でもその辺あたりは自信が無かったらしい。


「いや、全然、言ってない」


　だが健一は自分の記き憶おくの中に確かにそんな場面がないことを確かく認にんする。


「ライブの時はよそ行きの言葉なんだよ」


　それにシーナがイマイチ歯は切ぎれの悪い調ちよう子しで答える。


「そうなの？」


「そうとしか考えられないだろう、本当」


　意識するとすごく久ひさしぶりに本当と聞いた気がしてくる。


「……なんか急に使い出した感じがするなあ」


「気のせいだろ。俺はさっきから普通に使ってた。というか口くち癖ぐせなんだから、使ってるに決まってる、本当」


「そうかなあ……」


　健一は記憶を辿たどっていくが、どうもあんまり言ってなかった気がしてならない。


「なんだよ、言わないといけないのかよ？」


「いや、言わなくてもいいんだけど……というかあんまり言わない方がいいような気もする」


「ん？」


「正直言うと……少し変かなあと思ってた」


　健一は本当に正直にそう言ってしまう。それにシーナは目を見開いて驚きの表情を浮かべる。


「へ、変なのか？」


「少しだよ、少し」


　そう言いつつも、やっぱりかなり変かもなあとか思ってしまう。


「……お前もあの童どう貞てい野や郎ろうと同じ意見なのか？」


「えっと……誰？」


「自じ称しよう・管かん理り人にんだよ、管理人っ！」


「ああ、八や雲くもさんのことか」


　健一はそれで刻とき也やのことを思い出し、彼なら面と向かってシーナの口く調ちようがおかしいということを言ったんだろうなあと納得してしまう。


「同じ意見かは八雲さんと話してないしわからないけど、変だとは思ってた」


「くっ！　じゃああれか、他ほかの人も思ってたのか？」


「同じ理由かはわからないけど、有あり馬まさんもシーナとは話しづらそうみたいなことを言ってた気がする。俺とシーナの話を横で聞いてただけでそう思ったみたいだった」


「あ、有馬冴子もかよ？　ってことは、綾さんもか？」


「綾さんは……まあ、あんまりそういうこと気にしない人だし」


「じゃあ、あれか、本当ってのは実はすごく不ふ評ひようだったのか？」


「……そうなるかなあ」


　健一は正直にそう言ってしまってから、シーナが想像以上にショックを受けているのに気づく。健一はなんとなくだったが、シーナとしてはかなり致ち命めい的てきなツッコミだったらしい。


「そんな……自分ではいいと思ってたのに……」


　ガックリと肩を落として、なにやら小声でブツブツと呟つぶやき始はじめる。なんだかその口調は普ふ段だんとは別人のようだった。


「そう思ってたなら、なんで言ってくれなかったのかなあ……」


　というか、それがシーナではなく、窪塚日奈の言葉なんだと健一は気づく。どうやらあまりのショックでシーナとしての人格が一時的に崩ほう壊かいしてしまったらしい。


「ま、ほら、その、なんだ……悪い癖くせなら直せばいいんじゃないかなあ」


　健一はなんとかフォローしようと思うが、やっぱり上う手まくない感じがした。


「そ、そうだな……直すぜ。すぐには無理かもしれないけど、直すぜ」


　でもシーナはそれで立ち直ったらしい。突とつ然ぜん、やる気のこもった瞳ひとみで健一の方を見る。


「まあ、その方が有馬さんも喜ぶと思うよ」


「あの童貞野郎の言うことを聞くみたいで気に入らないが、健一がそう言うなら譲じよう歩ほする」


「……ありがと」


　健一はそれで刻也に言われて逆に意地になって使ってたのかなあなんてことを思う。


「って、言うかだな、健一！」


「なに？」


「変だと思ってるなら、早く言えよ。それで恥はじかくのは俺の方なんだからな？」


「でもまあシーナが自分で納得してるなら、それでもいいかなあって」


「健一ってそういうところあるよなあ。他人に言われるとそのまま受け入れちゃうみたいな」


「そうかもね」


　実際、それは正しい指し摘てきだろうなあと思う。自分の意見がないというわけじゃあないが、他人の意見が変だと思っても、そういうもんだろうなあと思うことは多い。


　それはきっと例の自分が恋愛に向いてないという想いに関係がある気がする。そんな妙みようなことをいつも思っている自分を肯こう定ていするために、自分は少々変なことでも受け入れる心こころ構がまえを持ち続けているのかもしれない。


「……ほ、他にも変だと思ってることがあったら今のうちに言えよ？」


　でもシーナの興きよう味みは別のところにあるようだった。


「気づいたら、その時に言うよ」


「頼たのむぜ？」


「今度からは遠えん慮りよせずに言うようにするよ」


　健一はそう答えて、ひどくホッとした様子のシーナを見た。それで健一はシーナが『本当』と言わなくなったんだなあと改あらためて気づいて、もしかして相当に無む理りして言ってたのかなあなんて思ったりした。





　　　　○





　１３０１に帰って来ると綾がいつもの格かつ好こうで焼きそばを食べていた。そう言えば、夕食の時、いなかったっけと思う。


「健ちゃんだ」


　綾が気づいて、食べる手を止める。


「こんばんは、綾さん」


　それを見ながら健一は部屋に入り、どうやら綾が食べ終わるのを待っている冴子の存在に気づく。焼きそばを作ったのもきっと冴子だろう。


「有馬さんが作ってくれたんですか？」


　確認しようと冴子に尋たずねるが、返事をしたのは綾の方だった。


「うん。冴ちゃんがね、私がお腹なか空すいたって言ったら、ありものでちゃっちゃっとね」


「ま、やっぱりそうですよね」


　健一はそれで納得して、綾の向かいに座すわる。ちょっと疲つかれてたのかもしれない。


「シーナ君は一いつ緒しよじゃなかったの？」


　それを見ていた冴子が尋ねてきた。


「シーナはもう帰かえるって言って自分の部屋に」


　健一は事実をそのまま告つげる。


「……そう」


　だが、冴子が何だか怪け訝げんそうな顔をする。
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「どうかしたんですか？」


「そろそろ帰らないといけない時間なのはわかるけど、挨あい拶さつもせずに帰るのかなって」


　冴子に言われて、健一はちょっと考えてしまった。そう言えば、冴子とシーナはあまり話さないし、それが日奈となるともしかすると皆かい無むなんじゃないかと思う。


　自分のことで思い出すに、日奈の時に会ってしまったら日奈は確かに挨拶をしたりはするが、なんだかすごく居い心ごこ地ちが悪そうな様子を見せる。彼女の頭の中でどういう分ぶん類るいをしているのかわからないが、１３０５の住人はシーナであって自分ではないということなのだろう。


　だから日奈は帰る時に１３０１に顔を出したりしない。シーナのまま別わかれを告つげて、あとはこっそり日奈に戻って家いえ路じへとつく。


　だから１３０１にシーナが顔を出さずに帰るということは、今日は挨拶しないと決めたということなのだろう。


「……そう言えば、そうですね」


「やっぱり私が話しづらいって思ってるって感じてるのかな」


　冴子が不安げに小さく呟つぶやく。それで健一は冴子が何を気にしていたのかとやっと理解する。


「あ、いや、そうじゃないと思いますよ」


「え？」


「今日、ちょっと失敗しまして、だからきっと僕のせいです」


「……どういうこと？」


「いや、シーナがよく『本当』って言ってたじゃないですか？　それを前から変だって思ってたって言ったら、すっごくショック受けてて。そこで止めておけば良かったんですけど、きっと僕だけじゃなくて、有馬さんもそうだったんじゃないかなって……言っちゃって」


　健一は素す直なおにシーナにも冴子にも悪いことをしたなあと思うのだが、冴子の方は別のことを感じていたようだった。


「……わかってたの？」


　驚おどろいた様子で冴子が尋ねる。


「え？」


「私もあれはちょっと変だなって思ってたんだけど……」


「いや、そんなに確信はなかったんですけど、八雲さんも変だと思ってたそうですし、僕もってなると有馬さんもそんな感じだったかなってだけです」


「……うん」


　冴子は何かに納得したらしく、それで小さく呟く。


「私も思ってたよ」


　そこに綾の賛さん同どうの声。


「綾さんも思ってたんですか？」


「うん。でもまあ、変ってことなら私もなかなかのもんだし、変なら変でいいかなって」


　綾の話は筋すじが通っているが、それだけに健一は驚いてしまう。


「うわっ」


「なんで驚くの？」


「いや、綾さんにとっても変だったんだなあって思ったら、相当、変だったのかなって」


「ちょっと多すぎだよね、あれは」


「そうですかね、やっぱり」


「『噓うそだぜ、本当』とか何が言いたいのか、さっぱりだったし」


「……ですね」


　健一は物もの悲がなしいものを感じた。シーナ（というか日ひ奈な）はあれをいい感じだと思って使ってたみたいなだけに、ここまで不ふ評ひようだったと知ると切せつない気分にもなる。


「でも私は人と話すの苦手だしね。だから他の人はわかるのかなあって」


　綾はしかしそんなことは少しも気にしてないようだった。まあいつもマイペースだし、そんなものだろう。


「ま、そんなわけで、ちょっと会うのが恥はずかしかったんだと思います」


　健一はこれ以上、日奈を責せめるような言葉を続けさせるのも心苦しく、そう言って綾の話を終わらせる。


「ふむふむ」


　綾はそれで二回小さくうなずく。また食しよく事じに戻ったらしい。


「それならいいんだけど」


　それを見て冴子が小さく呟つぶやくのが聞えた。


「ま、そんなわけで一時的な現げん象しようだと思います。だから、明日はきっと……あ、明日はそもそも来ないのかな」


　言いかけて途と中ちゆうで健一は明日は祭りだったことを思い出す。


「明日は来ないの？」


　その言葉が気になったらしく冴子が尋ねてきた。


「明日は僕が祭りに行くんでライブは中止なんですよ。だからシーナは来ないかもしれません。ライブ以外の用があれば来るんでしょうけど」


「そうね。シーナ君は基本的に絹きぬ川がわ君に会いに来てるようなものだし」


　そんな冴子の言葉でシーナと冴子はあまり仲よくないらしいことを健一は改あらためて感じる。


「綾さんはどうなんですか？」


　なので気になって健一は綾の方に話題を振ふる。


「ふへ？」


「いや、シーナは綾さんと話したりするんですか？」


「うーん。ま、会ったら話はするけど。時間が合わないことも多いし、作業中に遊びに来てくれてるかもしれないけど、部屋で話した覚えはないかなあ」


「なるほど……」


　綾にそう言われると、健一は綾にひどく興こう奮ふんしていたシーナを思い出して、なんとも言えない違い和わ感かんを覚える。それは冷静に考えると当たり前のことの気もするが、シーナは本気で綾の体を狙ねらってたりはしないということらしい。


「管理人さんとは仲良くないみたいだよね」


「そうっぽいですね」


　これはまあ言われるまでもなくわかっていた。奔ほん放ぽうでテンションの高いシーナと堅かた物ぶつと言っても良いほどに真ま面じ目めな刻也とでは相性は悪いだろうとしか思えない。


　そうなると自分で理解してた以上に、シーナは健一と会うために来ていたんだなという気がしてくる。まあ、シーナにはシーナの目的があるのは知っていて、そのためにライブ活動をしているのは理解してたつもりだったが。


「……そうだったのか」


　健一は自分の指し摘てきがシーナにとってどれほどショックだったのかやっとわかった気がした。それこそシーナにとって健一は唯ゆい一いつの理解者という認にん識しきだったのかもしれない。それなのにずっと変だと思ってたのに黙だまってたと知ったとなると……。


「それにシーナ君はシーナ君で祭りに行くんじゃないかしら」


　冴子は健一の沈ちん黙もくを別の意味にとったらしい。


「あ、それはないみたいです。祭りなんて和わ風ふうなものは自分には似合わないって」


　健一はそこまで言って、待まてよと考え直す。それはあくまでシーナとしての意見だ。日奈が祭りに行くので、シーナは行かないというような意味の言葉だったかもしれない。


「確かにシーナ君が浴衣ゆかたとか着て盆ぼん踊おどりとかしてるって変よね」


「ですね」


　冴子はその辺りのことに気づいているのか、特とくにそれ以上の話をしようとはしなかった。それは日奈が姉の佳奈と一緒に行くだろうという可か能のう性せいに気づいていたからかもしれない。


　冴子にとって佳奈とのことは未だ決着のついてない辛つらい過去なのだろう。


「冴ちゃんは行かないの、お祭り？」


　綾がそんな質問で割わって入ってくる。


「私ですか？」


「うん」


「私はあんまりそういうところは好きじゃないですから」


「……そういうところって？」


　綾は反はん射しや的にそんな疑問を口にする。冴子の方はと言えば、自分でもよく考えてなかったらしく首をかしげて少し考えてから、答えを口にする。


「人が多くてごちゃごちゃしているところとか」


「そうなんだ。私もあんまり人が多いところは苦手だな」


「それに私、あんまり祭りっていい思い出が無いんです」


　そして冴子がそんなことを言って、寂さびしそうに笑う。


「そうなの？」


「私のお母さんは夜の仕事をしてたから、一緒に行けなかったんです。兄きよう弟だいもいなかったですし、一人で行くようなものでもないですから、お祭りって聞くと恨うらめしい気持ちになっちゃうんですよね」


　冴子はそうさっきの笑えみの理由を口にする。それは健一にとっては、なんとも悲しい告こく白はくに聞えた。でも、綾はちっとも気にしなかったらしく、普通に自分の話を続ける。


「ふーん。私のお母さんは仕事なんてしてなかったから、一いつ緒しよに行ってくれたんだけどね。でも私が手を放してふらふらどこかに行っちゃうからって、危あぶなっかしいからって連れていってくれなくなっちゃった」


「……それは大変ですね」


「まあ、私もお母さんに心配させたくないし、作品作りに熱中してるといつの間にか終わってたりとかあって、それでまあ、別に行かなくてもいいかなあって思うようになったかな」


「じゃあ、今年も行かないんですか？」


「うん。明日は寝ねてるんじゃないかなあ。新しい作品が上がったから錦にしき織おりさんに送る準じゆん備びをして、その後は一日中寝てる気がする」


　綾は自分の行動パターンをそう分ぶん析せきして、えへへと笑う。かなり無む茶ちやな気もするが、綾の普段の生活からすれば、いつものことという感じだ。


「ま、それはそれで綾さんらしいですよね」


　健一はそう言って綾を見る。でも、そんな風に自分をちゃんと把は握あくしてるのは、少し綾らしくないかなあという気もする。健一が初めて会った頃ころの綾はもっと、その場その場の勢いきおいだけで生きていたようなイメージだった。


「それに健ちゃんは彼女とお祭りに行くんでしょ？」


「ええ、まあ」


「だから、私はいいや。一緒に行きたくて、一緒に行ってくれる人がいないなら行かない」


「……それはつまり、僕が一緒に行かないから行かないということですか？」


「まあ、そうでもあるけど、健ちゃんは彼女と一緒に行くべきだと思うし、私はお祭りにはそんなに行きたくないの。だから、健ちゃんに一緒に行ってって話じゃなくてね」


「まあ、なんとなくはわかりました」


　健一はそう言って綾との話を切り上げ、冴子の方を見た。


　冴子は相変わらず寂しげな笑みを浮かべていた。それで健一は祭りの話を冴子の前でしたのは失敗だったかなと思う。


「でも、よくよく考えてみたら、お母さんは関かん係けいないかもしれない」


　そんな健一の視し線せんに気づいたのか、冴子が口を開く。


「って言いますと？」


「私、そもそもあんまり派は手でなことって好きじゃないし。お母さんがお祭りに連れていってくれたとしても、やっぱり行かないようになってたんじゃないかな」


「そういうものですかね」


　健一はそう言いながら、確かにその通りかもなあと思う。ずっと部屋にいるイメージに引ひっ張ぱられてるだけかもしれないけれど、お祭りだってはしゃぐ冴子という想像はどうにもしっくりこない。


　そこにドアを開けて誰だれかが入ってきた。


「ごきげんよう」


　声に振ふり向くと、それが刻也なのがわかる。なんだか当とう惑わく気ぎ味みの表情だった。


「こんばんは、八雲さん」


　健一はその理由を考えながらも、普通に挨あい拶さつをする。


「こんばんは」


「こんばんはー」


　そして冴子と綾もそれに続く。


「何かあったんですか？」


　刻也の顔に疑ぎ問もんを感じたらしく、冴子が尋たずねる。


「先程、窪塚君に会ったんだが」


　刻也はそこまで言って、どう続けたものかわからなくなったらしく首をかしげる。


「何か問題でも？」


　それで健一は不安になって尋ねるのだが、どうもそういうことではないらしい。


「いや、問題はないのだよ。むしろ、そこに疑問を感じている」


　刻也自身、自分の言葉が変だと感じているらしい。苦にが笑わらいを浮かべ、健一たちが座すわっているテーブルの方へと近づいてくる。


「どういうことですか？」


「普段は私が何か言うと露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をするのだが、今日は妙みように素す直なおに私の意見を聞いていたので、一体、どういうことなのだろうなと考えている」


「ははあ、なるほど……」


　そこまで聞いてやっと健一は状じよう況きようを理解できたような気がした。


「八雲さん、それはつまり窪塚さんに会ったということなんですね？」


「……そう言ったはずだが」


「いえ、その……シーナではなく、窪塚さんにということです」


「その二人は同じ人間ではないのかね？」


「それは……そうとも言えるし、そうじゃないとも言えます」


　健一はそう答えて、改あらためてシーナと窪塚日奈という人間を別人のように考えている自分を感じてしまう。もちろん知ち識しきとしては同一人物であることを知っているのだが。


「別人だと考えた方がいいということかね？」


　刻也は健一や周りの空気からそうするべきなのだろうと考えたようだった。どうやら同一人物だと強く意識しているのは自分だけと感じたらしい。


「なんかその方がわかりやすい気はしてます」


　健一は真しん剣けんに悩なやむ刻也を見ながら、すっと席を立つ。


「それはそうと何か食べに来たんですよね？」


　そして刻也がここに来た本来の理由を確かく認にんする。


「小こ腹ばらが減へっているが、どちらかというと休きゆう息そくの意味合いの方が強いかもしれない」


　しかしそれでも刻也は健一が立ったのを止める様子もなく、代かわりに自分が席につく。


「休息ですか。今日もずっとバイトだったんですか？」


「いや、今日はバイトではない。ずっと勉強をしていた」


「勉強ですか」


　健一は正直、何をそんなに勉強しているのだろうなあと思ってしまう。刻也は学校ではぶっちぎりで成せい績せきがいい。そんな人間が夏休みだというのに、ずっと勉強しているというのがどうにもピンと来なかった。


「もしかして管理人さんって頭悪いの？」


　そこに綾が割って入ってきた。同じように何か違い和わ感かんを覚えたのだろうが……。


「な、何を言い出すんですか、綾さん？」


　健一は綾を止めるためにそんなことを言うが、逆ぎやく効こう果かだったらしい。


「え？　だって管理人さんってすごく成績がいいって聞いてたから頭がいいのかなと思ってたんだけど、夏休みなのに勉強してるんでしょ？」


「だから、なんでそれが頭が悪いってことになるんですか？」


　健一はドキドキしながらチラリと刻也の方を見る。案あんの定じよう、怒おこっているらしくムッとした顔で口をつぐんでいた。


「…………」


　なのに綾はそんな彼の醸かもし出す剣けん呑のんな気配に気づかないのか自分の意見を続ける。


「学校で一番ってのが凄すごいと思うけど、こんだけ勉強してればそんなに不ふ思し議ぎでもないかなあって思うんだけど。逆に言えばそれだけ勉強してやっと一番ってことでしょ？　それって実はそんなに頭良くないってことじゃないのかな？」


「……む」


　健一は綾の言葉に返す言葉を失う。確かに筋すじは通っている。だが、なんか変だなとも思う。


「ちなみに学校の予習、復習をしていたわけではありません。学校の定てい期き試し験けんなら今いま更さら何かするまでもなく十分な点数がとれますから」


　そんな不ふ可か解かいな状況に刻也が答えらしいことを教えてくれる。


「じゃあ、何をしてたの？　受験勉強？」


　綾がさっきよりわからなくなったという顔をして尋ねる。


「試験勉強です」


　刻也はムスッとした顔のまま、短くそう答えた。


「試験勉強ですか？」


　健一はそれで、はてなんの試験勉強だろうと思う。資し格かく試験でも受けるのだろうか？


「司し法ほう試験を受けなければいけないのでね、そのための勉強だ」


「司法試験……って、あの弁べん護ご士しとかになるための試験ですよね？」


　健一は確認っぽくそんなことを尋ねるが、実じつ際さいのところ、それ以上のことはよくわかってなかった。イメージでは大学を出た人が何度も受けてやっと受かるとかそんなすごく難むずかしい試験という感じなのだが、それと高校一年生の刻也とが結びつかない。


「弁護士だけではないがね。司法に関わる仕事をしようとすれば必要になる試験だ」


「ってことは八雲さんは弁護士以外の司法の仕事をするつもりなんですか？」


　話の流れからそうなんだろうなと健一は確認のために尋ねたのだが、刻也はそれを真ま面じ目めな顔をして否定する。


「いや、私は別にそれらの職しよくにつく気はない」


「だったらどうして司法試験なんて受けるんですか？」


「それが子供の義ぎ務むなのだそうだ」


　刻也はそう答えて、健一を含ふくめ全員がなんのことだろうという顔をするのに気づいて口を閉とざした。


「……子供の義務ですか？」


「話すと長くなるので省しよう略りやくするが、とにかく私は八雲の家に生まれた者として、司法試験に受かり、法ほう学がく部ぶを卒業する必要があるのだよ」


「はあ……それはすごく大変そうな家ですね」


　詳くわしいことはわからないが、司法試験に受かれば日本では相当なステータスな気がする。それを義務としてしまうという刻也の家はかなり厳きびしいと思うしかない。そしてその辺りが、刻也がこのマンションの十三階に住んでいる理由なのだろうとも思う。


「親の気持ちを否定しようとするのだから、相そう応おうの対たい価かを払はらうくらいはしなければなるまい」


　だが、刻也はそれを当然のものとして受け止めている様子だった。そして健一はそんな彼の口ぶりから、刻也の親は彼に弁護士になって欲しがっているのだろうなあと感じる。だが、刻也には別の夢があるということなのだろう。


「その辺りはわかったけど、でもそれって高校一年の時から勉強するようなものなの？」


　だが綾はやっぱり別のことが気になってる様子を見せる。


「私は第一次試験を受ける気なのです」


　それに刻也が不ふ可か解かいな返答をするのが聞えた。


「……それってどういう意味なんですか？」


　健一は司法試験の仕組みというのを良く知らなかった。第一次ということは、他にも色々あるということなのだろうが、その辺のことはさっぱりわからなかった。


「司法試験には大きくわけて、第一次試験と第二次試験がある。第一次試験は学士になれば免めん除じよされるものだが、それを待っていると大学生になってしまう。だから私は第一次試験を受けて、その上で第二次試験に臨のぞむ気でいるのだ」


「えっと……でも法学部を出るのも義ぎ務むなんですよね？」


「そうだが」


「だったら、受験勉強と二次試験の勉強でいいんじゃないんですか？」


「わざわざ一次試験を受ける意味がわからない。そう君は言うのかね？」


「まあ、詳くわしいことは知らないからかもしれませんけど……それとも一次試験はそんなに難むずかしくないんでしょうか？」


　そうならまあ急いで合格したいのでというくらいなのかなと思うのだが、どうもそういうわけでもないらしい。


「いや、一次試験の方が難しいくらいかもしれない」


「だったら、どの道、卒業はしないといけないんですし、一次試験は受けないで済すませるならそうした方がいいような気がするんですけど」


　その辺りがわからなくて健一は刻也の顔を見るが、彼は真ま顔がおで妙なことを言い始める。


「君の言う通りだろう」


「……え？　でも一次試験を受けるんですよね？」


「そうだ。私は一次試験を受けるし、合格するつもりでいる」


「でも法学部を出るなら受けなくてもいいんですよね？」


「受けなくてもいい。法学部を出れる人間は二次試験から受けることが出来る」


「だったら、そんなに頑がん張ばって一次試験を受けてもそんなには違ちがわないんじゃないですか？」


　健一は本当に訳わけがわからないなあと思う。いつも必要以上に論ろん理り的てきなはずの刻也がなんとも辻つじ褄つまの合わない話に終始している気がしてくる。


「君の言う通りそんなには違わないのだろう」


　だが、刻也はそこに確かつ固ことした信念を持っているようだった。


「でも厳げん密みつには違うのだ。少なくとも私にとっては随ずい分ぶん違うと言ってもいい。私は一日でも早く義務とやらを果はたしたいのだ。効こう率りつがいいか悪いかと言えば、悪いかもしれないがね」


「で、そのために今日も勉強してたってことなんですね」


　健一はそんな刻也に圧あつ倒とうされる思いだった。自分の将しよう来らいに対してすでにここまでキッチリとイメージして頑張っているという彼がすごく大人のように感じられた。


「綾さんは先さき程ほど、私のことを頭が悪いと言いましたが、それは残念ながら事実でしょう。私はある分ぶん野やの知ち識しきとその運用方法を学んではいますが、頭の出来という意味では綾さんよりずっと劣おとっています」


「……そうかな？」


　綾は自分で言った言葉に、自分で疑問を感じているようだった。まあ、さっき言ったのはあくまで学校の勉強だったらという前ぜん提ていだったわけだが。


「そこまでちゃんと考えてるなら、やっぱり管理人さんは頭がいいと思うよ」


「頭がいいというよりは、きっと小こ賢ざかしいのです。そして意い志しが弱いのです。だから自分にルールを決めてそれを遂すい行こうしようとしないことには、すぐに誘ゆう惑わくに負けてしまう」


　刻也は何か自分を責せめるような物言いをする。


「いや、八雲さんは立りつ派ぱですよ。端はたから見てても、ちゃんと目もく標ひようを持って、それに向かって頑張ってるように見えますから」


　だから健一はそう言わずにはいられなかった。彼が意志の弱いダメ人間だとすれば、自分は一体何なんだろうという気分にもなる。


「それほどでもない。現に私は明日、遊ぶために新しいルールを作ってしまったほどだ。今日、ずっと勉強していたのは、明日の分も今日やるなら、明日、遊んでもいいと自分を許ゆるすためにしたことにすぎない」


　刻也はそのことを恥はじ入った様子で語るが、健一からすればやはり立派なものだと思うしかない。自分ならそんなルールなど作らず、明日も遊ぶだろう。


「やっぱり八雲さんは立派ですよ。普通は『いつも頑張ってるから、今日くらいいいだろう』って思って遊んじゃうと思いますよ」


　冴子がそんなことを言って笑う。


「そうかね」


「先にちゃんと勉強して安心して遊ぶなんて、なかなか出来ることじゃありませんよ。ね？」


　冴子はさらに健一の方に同意を求める。


「ええ。僕もそう思います」


　健一が素直にそう返事をすると、刻也はなんだかひどく居い心ごこ地ちの悪そうな顔をした。


「だとしても、私はそれくらいしなければサボってしまう人間だというだけだよ」


「……そういう感じはしないんですけどねえ」


　健一はなんでそこまで刻也が自分のことを悪く言うのかわからなかった。だが、誉ほめようとすればするほど彼が嫌がっているというのも勘かん違ちがいというわけではなさそうだった。


「そう言えば、さっき、明日は遊ぶって言ってましたけど」


　冴子も同じことに気付いたのか、話を少し巻き戻した。


「なにかね？」


「ということは、八雲さんもお祭りに行くんですか？」


「……それは有あり馬ま君くんも行くということかね？」


　刻也がさっきとは別の意味でちょっと戸と惑まどうのが感じられた。落ち着かない様子で冴子の返事を待っている様子に健一はこんなことが以前にもあったなと思い出す。


「いえ、私じゃなくて、絹きぬ川がわ君が」


　冴子が刻也の疑問に答え、その時、健一は刻也の態たい度どの理由を察さつする。刻也は彼女と一緒に祭りに行くつもりなのだ。


「な、なるほど。ということは大おお海うみ君も一緒ということだろうか？」


　それが間違いないと言わんばかりに、刻也はさっきより目に見えて挙きよ動どうが怪あやしくなる。


「ええ。大海さんが一緒に行きたいというので行くことにしました」


「……そうか」


　それだけ言って刻也は沈ちん黙もくする。でも健一には彼が何を思っているのかわかってしまう。


　刻也も彼女に一緒に行こうと言われたのだ。そして、そのために日につ課かである司法試験の勉強を休むことを決けつ断だんしたわけで、刻也は思いの他、彼女のことを大切にしているらしい。


　でも何な故ぜかわからないが、彼女のことは自分たちには秘密にしたがってるようだ。一緒にでも行かなければ、けっこうな人出だし途と中ちゆうで会うこともまあないだろうが、絶対にないとも言い切れない。その辺りを刻也は気にしているのだろう。


「あと鍵かぎ原はらも来るんじゃないかと思います」


　だから健一はその辺りに気付いてない振ふりをしてそんなことを言ってみる。


「……鍵原君もかね」


　しかし明らかに逆効果だった。激はげしくショックを受けたらしく渋しぶそうな顔をして刻也はフラフラと立ち上がる。


「何か食べるなら作りますけど」


　それを見て冴子が声をかけるが、刻也は食欲を完全に失ってしまったらしく、右手を左右に振ってそんな必要は無ないとジェスチャーする。


「冷たいものをもらって帰ることにするよ」


　そして力なくキッチンの方へ向かうと、冷蔵庫を開けて何かペットボトルを取り出す。それからそれを持って、そのまま彼は１３０１から出ていく。


「では、今日はこの辺で失礼するよ」


　去さり際ぎわ、思い出したように刻也が挨あい拶さつをする。まともに歩けないほど凹へこんでいても挨拶をするのもなんだか彼らしいなと健一は思う。


「あ、お休みなさい」


「おつかれさまです、八雲さん」


「おやすみー」


　それに三者三様の返事をして、それから三人はお互たがいの顔を見る。


「で、なんであんなに弱ってたの？」


　それで綾だけが全く心当たりがなかったらしく、そんな質問をする。それに健一は冴子の顔を一度見てから、彼女が言いにくそうなので代わりに口を開く。


「多分、彼女絡がらみだと思うんですけど」


「管理人さんは健ちゃんの彼女のことがそんなに嫌きらいなの？」


「その辺はよくわからないですけど、多分、八雲さんの彼女の話だったはずです」


「あれ、管理人さんって彼女いるの？」


「いるって言ってたじゃないですか、有馬さんの歓かん迎げいパーティの時に」


「あれはだって……見み栄えってヤツでしょ？」


「いや、本当にいるみたいですよ。一緒にファミレスでバイトもしてるって話ですし」


「そうなの？」


　綾はそう言われても信じられないという顔をしていた。シーナもそうだったが、意地でも刻也には彼女がいないと思い込みたい理由でもあるんだろうかと感じてしまう。


「みたいですよ」


「でも、健ちゃんは会ったこと無いんでしょ？」


「それはそうですけど……でもいることはいそうですよね？」


　それで助けを求めて、冴子の方を見る。


「それはきっと間違いないと思う」


「そうなの？　冴ちゃんもそう言うってことはいるんだよねえ」


　綾はでもやっぱり信じてはいない様子だった。それで健一はふと思いついた根こん拠きよを口にする。


「いないとするとさっきの態度もわからないじゃないですか」


「……それって健ちゃんや彼女さんに、管理人さんは自分の彼女を見せたくないってこと？」


「そんな気がしましたけど。いないんなら、そもそも日につ課かの勉強を切り上げてまで、お祭りに行く理由だってないわけで」


「ふむ。それはそうだよね」


　綾はやっと納なつ得とくいったという態度を見せる。


「八雲さんは好き好んでお祭りに行くような性格じゃなさそうですよね」


　冴子もそれに賛さん同どうするが、となるとやっぱり解げせないのは、あそこまで刻也が凹へこんでいた理由だ。それが刻也の彼女に起き因いんしているのは間違いないが……。


「どんな娘こなんですかねえ、八雲さんの彼女って」


　健一はそれこそが答えに至いたる道だろうと思う。しかしそれがわからないから、さっきから考えているというのも十分にわかっていた。


「うーん。もしかすると女の子じゃないとか？」


　なのに綾がそんなズレた発言をしてくる。


「……なんですか、それは？」


「彼女がいるって言ってたのが噓うそっぽかったんだよね。だから、実は彼女じゃないんじゃないかとか思ったんだけど、どうかな？」


「かなり無む理り無や理りというか、意地でも噓ついていることにしようとしてません？」


「うーん。でも、なんか噓ついてる感じだったから」


「じゃあ、女の子じゃないとしてなんなんですか？」


「女の子じゃないってことは……男の子だよねえ」


「それはつまりアレですか？　八雲さんがホモだとでも？」


「かもしれないよねえ。名前もそんな感じだし」


「……まあ、可能性が無ないとは言い切れないですけど」


　それで健一は刻也が女の子と接している時の態度を思い出そうとするが、そもそもそんな場面を見たことがなかったと気付く。綾とは昔むかしからソリが合わなかったようだし、冴子とはなんだか不自然なほど距きよ離りを置いている。


「あれ、もしかして、八雲さんが仲良くしてるのって俺だけ？」


　そこまで考えると、健一はまた自分が気付いてなかった現実に気付く。


「そうなんじゃない？」


　綾はそんな健一の驚おどろきをあっさり肯こう定ていする。そこにさらに冴子が続く。


「私からもそんな風に見えてるけど」


「……マジですか？」


　改めて考えると否定する材料がないなあという気がしてしまう。このマンションの住人である以上、何か訳わけありと思っていたが……。


「でも彼女を大事にしてるから他の女の子とは距離を置いてるのかも」


　冴子はそんな説を唱となえるが、自分でもそんなに有力とは思っていなそうだった。もしそうならなんであんなにも弱って部屋を出ていったのかがわからない。


「単に照てれてるだけってわけでもなさそうだったよね」


　綾がそこに駄だ目め押おしの一いち撃げきを食らわしてきた。


「……ですよねえ」


　何かどうしても会わせたくない理由でもあるのだろうか？　それを思うと綾の言う、『実は女の子じゃない』という説もそれなりに説得力があるような気がした。


「あ、もしかしたら」


　そこに綾が何か閃ひらめいたらしいことを口にする。


「なんですか？」


「お姉さんとかじゃない？」


「……なんですか、それ？」


「だから管理人さんの彼女はお姉さんなんだよ。健ちゃんと蛍子ちゃんみたいな感じって言えばわかる？」


「……わかるけど、そういう言い方はどうかと」


　健一は明るくそんなことを言ってのける綾にぐったりした気分になる。でも、そういう可能性もあるかもしれないとも思った。


「その場合は八雲さんからすると彼女だけど、彼女と紹しよう介かいしづらいってことですよね？」


　そして冴子も同じことを思ったらしい。でも人から聞かされると違う様な気もしてくる。


「でも、それなら単に『明日は姉と一緒に行く』と言えば良かったんじゃないですか？　別に彼女と行くと言ったわけじゃないですし」


「それもそうよね」


　そして三人は腕うでを組んで考えてしまうが、結局、それらしいアイデアは浮かばない。


「……あ、そうだ忘れてた」


　健一はそれよりもやらないといけないことを思い出した。綾が健一の言葉に反はん応のうする。


「何？」


「明日はストリートライブが中止なので、告こく知ちのポスターを作らないといけないんですよ」


　それは明日の夜までにすればいいことだが、刻也の頑がん張ばりを聞いた後では、寝る前に済すませておいた方がいいかもしれないと考えさせられる。


「ポスターなら私が作ってあげようか？」


　なのに綾はそんなことを提てい案あんする。


「綾さんがですか？」


「うん。健ちゃんが作りたいなら止めないけど、健ちゃんが作ったらきっと何時間もかかるでしょ？」


「まあ、そうでしょねえ」


　言われてみればポスター作りなんてしたことはなかったから道具だって何が必要かすらわかってない。まあ、そんなに大たい層そうなものを作る必要はないのだけれども、それでも一時間くらいはかかるだろう。


「だからさ、私がちゃっちゃっと作るから、それで余あまった時間、健ちゃんが私と話してくれると嬉しいなって思うんだけど」


「でも綾さんはずっと作品作ってて疲つかれてるんですよね？」


「そんなに疲れてないし、健ちゃんが相手をしてくれるなら大丈夫だよ、何時間でも」


　綾はそう言って笑うと、冴子の方を見る。


「冴ちゃんもそれでいいよね？」


「え？　あ、はい。私もそれで」


　冴子はちょっと驚おどろいた様子を見せる。


「……いいのかなあ、それで」


　だが健一はイマイチしっくりこないものを感じる。確かに綾に頼たのんだ方がいいものが出来るだろうし、その方が楽なのだからそうしておけばいいような気もするのだが。


「健ちゃんはもう少し甘あまえ上じよう手ずになった方がいいと思うよ」


　綾はそう言うと残っていた焼きそばを一気にかっ食くらう。食事の時間は終わらせて、作業に入ろうという意い気き込ごみの表われらしい。


「甘え上手ですか」


　そういう問題かなあと健一は思いつつ、綾から冴子の方へと視し線せんを移うつす。冴子はその視線に気づくと困こまったような笑みを浮かべた。


「綾さんがそうしたいって言ってるんだし、そうしてあげるのがいいと思う」


「そうですかね」


　健一は冴子に言われると、そうなのかなあと思うしかなかった。それが自分が多数決に弱いからなのか、冴子が言ったからなのかはよくわからなかったが、この場合、どっちでも一緒かなとも思う。


「というわけで、道具も揃そろってるし、私の部屋に来るってことでいいかな？　冴ちゃんも来るよね？」


　そしてなんとか食べ終わったらしい綾がそんなことを言って席を立つ。


「私はお皿さらを片かたづけたら行きますから。絹川君は先に行ってて」


「……あ、はい」


　健一はなんだか変な分ぶん担たんになってしまったなあと思う。


　綾の食べた皿を冴子が洗あらって、綾が健一のポスターを作って、健一は綾の話し相手になる。改めて考えるとやっぱり自分ばっかり得とくしているような気がしてくる。


　しかしそれで感じる居い心ごこ地ちの悪さこそが、綾がさっき言った甘え上手になれということなのかもしれない。冴子だって嫌いや々いややっているという風には見えない。むしろ自分が出来ることがあって喜よろこんでいるようにすら見える。


「どうしたの、健ちゃん？」


　綾が、そんなことを考えながら部屋を出た健一に話しかけてくる。


「いや、なんだか、変なことになっちゃったなあって」


「変かな？」


「いや、まあ、落ち着くところに落ち着いただけかもしれないんですけど」


　でも健一はすぐに自分が感じている違い和わ感かんが別のところにあるのに気づいた。


　甘えるのが下へ手たなのは冴子の方なのかもしれない。冴子だけがこの分担で得をしてない。そう考えると健一は冴子と自分が何だかひどく似にた人間のように感じる。


「あ、冴ちゃんのこと考えているでしょ？」


　なのに綾は健一が良からぬことを考えていると思ったようだった。


「……ま、考えてはいましたけど、綾さんが想像したようなことじゃないと思いますよ」


「じゃあ、なんなの？」


「有馬さんだけ、得してないなあって思っただけです」


「得してない？」


「僕はポスターを作ってもらって、綾さんはご飯はんを作ってもらって片づけもしてもらってる。でも有馬さんは何もしてもらってないじゃないですか」


「……そうだね。じゃあ、今度、何かしてあげようよ」


　綾は素直にそう答えると、今日はそれでいいじゃないかと結けつ論ろんづけたようだった。健一はそんな綾のシンプルさを快こころよく感じる。


「ですね」


　でも、健一には冴子がして欲ほしいことなどよくわからなかった。どうしても彼女は自分の望のぞみなどないかのように感じてしまう。


　時々こうして、絹川君に優やさしくしてもらえるだけでも罰ばちが当たるかもしれない──冴子は以前、そう言っていた。それが本心からの言葉であるなら、きっと冴子は普ふ段だんのお礼れいにと何かしたところで喜んではくれないだろう。それを思うと健一は、何をすればいいんだろうという絶ぜつ望ぼうにも似た気持ちを感じる。


「また、冴ちゃんのこと考えてるでしょ？」


　でもそんな健一の気持ちを綾はやっぱり誤ご解かいしているようだった。まあ、考えていたのは事実だが、きっと綾の言いたいことは別のことだろうという気がした。





　　　　○





「……来ませんね」


　次の日の夕方、健一と千ち夜や子こはずっと同じ場所に立っていた。


　もう祭りが始まろうという時間で、辺りはすっかり暗くなっているのだが二人は動くわけにはいかない。


　それでも会場である神社の方へと進む人の数は増ふえてきており、ずっとここにいるのは正直、邪じや魔まなんじゃないかと思う。


「そうですね。ツバメ、どうしちゃったんだろ」
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　なんでも二人だけじゃ心配だからとツバメが言ってたらしいのだが、現げん状じようでは心配されているのは彼女の方だった。一番に来るはずのツバメが一いつ向こうに姿すがたを見せない。


「置いてっちゃいましょうか？」


　十分くらい待ったところで、健一は千夜子にそう提てい案あんしてみた。


　待ち合わせ場所を人通りの多いところにしたせいで、さっきから何度となく見知った顔に遭そう遇ぐうしている。クラスメイトの女の子から話しかけられて千夜子は困ったような顔をしていた。


　別に学校でも隠かくしているつもりはなかったが、こういう場所で改めて付き合ってると指し摘てきされるとやっぱり照てれ臭くさい。ここで待っていれば、まだまだ同じようなことが起きるだろうという気がしてしまう。


「でも、来るって言ってましたし」


　しかし千夜子はその辺、義ぎ理り堅がたい性格のようだった。ツバメが来ると言ってた以上は待つということなのか、千夜子は時間を確かく認にんして、言葉を続ける。


「まだ十分くらいありますし、もう少し待ちましょう」


「……はい」


　千夜子のなんだかわからない迫はく力りよくに健一は思わずうなずいてしまう。しかしこういう展てん開かいになって一番困ってるのは千夜子の方なんじゃないかなと健一は思ったりもした。


「そう言えば……八や雲くもさんはどうしてるのかな」


　それで時間が余あまったと感じたせいか健一はそんなことを思い出す。


「八雲さんがどうかしたんですか？」


「いや、八雲さんが今日、彼女と一緒にお祭りに来るみたいだったので」


「だったら、もう少し待ってればここを通るかもしれませんね」


「ですね」


　健一はそう答えながら、それはないかもなあとも思う。少なくとも自分たちの存在に気づいたら別の道から向かうことにしそうだという気はする。


「八雲さんの彼女ってどんな人なんですか？」


　だが千夜子はそんな刻也と健一の事じ情じようよりもそっちの方が気になっていたようだ。


「それがよくわからないんですよ。聞いても教えてくれないですし」


「そうなんですか？」


「一緒にファミレスでバイトをしているらしいんですけど、それ以上はさっぱり」


「ファミレスでバイトですか……なんだか意外ですよね、それって」


「ええ。僕も八雲さんがバイトをしてるって聞いて、家庭教師とかそういうなんて言うんですかね、知ち的てきな感じのものかなあって思ったんですけど」


「ですよね。でも、真面目な顔をしてお皿を洗ってる八雲さんっていうのもなんとなく可か愛わいい気がします」


「……可愛いですか？」


　健一はそれにはピンと来なかったが、それがなんというか女の子的な発はつ想そうなのかもしれないとも思う。女の子の考える可愛いというのは、どうも男の考えるそれとは違うらしい。


「それこそ勝かつ手てなイメージですけど、お皿の汚よごれが全部落ちたのを確認して『うむ』とか一人納なつ得とくしている八雲さんって可愛いと思ったんです」


「『うむ』ですか」


　健一も言われて想像してみるが、あんまり可愛いとは思わなかった。でもあのいかにも真面目な刻也がそういうことに満足している様子というのは面白いかもしれない。


「『うむ』です」


「『よし』じゃダメなんですか？」


「それだとちょっと意い思し表ひよう示じとして強い気がするんですよ」


「……なるほど」


「喜びを胸に秘ひめて、『うむ』と一ひと言こと言いうのが可愛いかなって」


　そんな言葉に健一はやっと千夜子が何を言ってるのかわかってきた気がした。


「可愛いのかはわかりませんけど、いい感じだなあと思えてきました」


「……すみません。馬ば鹿かなことを考えてて」


　でもそれが逆に千夜子を冷静な気持ちにさせたようだった。


「いや、面白いと思いますよ。そういう考え方って。千夜子ちゃんって、よくそういうことを考えるんですか？」


「と、時々ですよ。よくは考えてないです、全然」


　千夜子が慌あわてて否ひ定ていするが、それが返って本当はそうなのかもしれないという気持ちにさせる。


「だったら僕のこととかも考えて、可愛いなあとか思ってるんですか？」


「け、健一さんのことは……格好いいなあと思うだけですよ……」


　千夜子は激はげしく動どう揺ようしてそんなことを口にすると、恥はずかしさから顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。


「……それはどうも」


　それで健一としてはもうこれ以上は追つい及きゆうしないほうが良さそうだなという気持ちになる。軽い気持ちで聞いただけだったのだが、千夜子にとってはけっこう重じゆう大だいな質問だったらしい。


「それにしても全然、来ませんね」


　なので、間まが空あいたこともあって健一はまたツバメのことに話を戻す。


「そ、そうですね」


　千夜子はそれでも話題が逸それて少しホッとした様子だった。


「鍵かぎ原はらってけっこう時間を守れないタイプなんですか？」


「そんなことないですよ。時間よりずっと早く来て待ってるってタイプじゃないですけど、時間にはちゃんと来ますから」


　言われて健一は海に行った時もツバメは最後ではあったが、ちゃんと時間通りに来たなあと思い出す。まあ、最後にという辺りがなんとなく自分や千夜子とは違うタイプであることを感じさせたりはするが。


「僕たちが早く来るタイプってだけですかね？」


「……かもしれませんね」


　実際のところ、ツバメはそんなに時間に遅おくれているというわけでもない。単に健一と千夜子が十五分前に来てしまったから随ずい分ぶんと待っている気がするが、集合時間からは五分くらいしか経たってない。


　そう考えるとここで置いていくのは冷たいが、よくよく考えるとなんでツバメのことを待たなければいけないのだろうという気もしてくる。


「やっぱり置いてきません？」


「え？」


「だって、変ですよ。僕たちは付き合ってるんですから、こういう時は二人だけでいいんじゃないかなって」


「……それはそうですけど」


　千夜子はかなり驚おどろいたような顔をする。それが健一の言葉のどの部分に関してなのかはわからないが、予想してなかったようだったのは間ま違ちがいなかった。


「置いていったら怒ると思うんですけど、その辺は僕が引き受けますから、今日は二人で回りませんか？」


　でも健一は思いきってそんなことを提案してみる。千夜子はしばらく信じられないという顔で健一の顔を見ていて、それからハッと我われに返るとまた真っ赤になって目めを伏ふせた。


「健一さんがそう言うのであれば……私もそうしたいです」


　そして俯うつむいたまま、千夜子がそんなことを言う。


「じゃあ、そうしましょう」


「でも、でもですね」


　だが、何か異い論ろんがあるらしい。


「なんですか？」


「怒おこられるのは私の方ってことにしたいです。それでいいですか？」


「……いや、置いてこうって提案したのはこっちですし、そういうわけには」


「でも、置いてこうって決めたのは私ですから」


　なんだかその辺りにはこだわりがあるらしい。しかしそう言われてしまうと健一としては困こまってしまう。


「えっと……じゃあ一緒に怒られましょう」


　なのでそんな妥だ協きよう案あんを提案してみる。


「そ、そうですね。それがいいと思います」


　納なつ得とくしたらしく千夜子は一度、視線をあげて健一の方を見た。なにか不安だったのだろうか。ちょっとだけ健一の顔を見ると千夜子はまた視線をそらして、それから手を伸のばして、そっと健一の手を握にぎってきた。


「い、行きましょうか？」


「……はい」


　なんだか妙みように照てれ臭くさいなと思いながら健一は歩きだそうとするが、そこに元気な、でも謝しや罪ざいの言葉が聞えてくる。


「ごめん、ごめん。待った？」


　それはツバメの声だった。金魚の描えがかれた紺こん色いろの浴衣ゆかたを着て、ニコニコと笑っている。どうやら健一が千夜子と秘ひ密みつの作戦会かい議ぎをしている間にいつのまにか接せつ近きんして来ていたらしい。


「……いや、あんまり」


　健一はそう答えながら、すっと千夜子から手を離はなす。


「うん。ちょっと遅いかなあって……思ってただけだから」


　千夜子も、ひどく間が悪いのを感じているのかなんだか言葉がぎこちない。


「……もしかして心配してた？」


　二人の様子が変なのをツバメはそう感じたらしい。しかし健一としても、その辺あたりを真ま面じ目めに訂てい正せいする気にはなれない。


「いや、鍵かぎ原はらのことだから寝ね坊ぼうでもしてるんじゃないかなって」


　少し刺とげ々とげしく思ってもいなかったことを言う。


「……私がいつ寝坊で遅ち刻こくなんてしたわけ？」


「なんかこううっかり屋なイメージがあるよな、鍵原って」


「なにそれ？　そんなことないよね、千夜子？」


「うん。ツバメは思い込こみは激はげしいけど、そういうのはないかな」


「……さりげになんか攻こう撃げきされた感じがするんだけど」


　ツバメは千夜子の言葉に何があったのかなあと考えるモードになったらしい。でも本当のことなんかわかってもらいたくはないし、健一はそれを中ちゆう断だんさせる。


「三人揃そろったし、行きますか」


　そして返事を待たず、健一は歩き始める。


「そうですね」


　それを待ってたのか千夜子はすっと続き、ツバメは少し出で遅おくれて健一を追いかける。


「なにそんなに慌あわててるわけ？　まだ開かい始し前まえだし、急がなくてもいいじゃない？」


　ツバメは不満そうにそう告つげるが、まああんまり真面目に聞く気にはなれない。


「ここで待ってるとクラスの娘こたちと会うから、場所変えたいの」


　だから黙だまっていたら、千夜子がそんなフォローを入れてくれた。


「あ、なるほど。って、けっこう会っちゃった？」


「そんなでもないけど」


「でも、冷ひやかされた、と」


「……いいじゃない、別に」


「ま、いいよね。千夜子から見ればこれで公こう認にんって感じになったわけだし」


「べ、別にそういうことじゃないってば」


　そんな女同士の会話を聞きながら健一は神じん社じやの方へと歩く。


　すでに出で店みせは用意を終えて、客からの注文を受けていた。健一はまだお腹なかが空すいてないが、それを見ると何か買った方がいいのかなと思った。


「何か食べます？」


　だからちょっと振り返って千夜子に尋たずねる。


「え？　いや、まだそんなにお腹空いてないですし」


「実は僕もそうなんですけど」


　だったらなんで聞いたんだろうという空気を感じて、健一は苦にが笑わらいを浮かべる。


「でも、甘いものは別べつ腹ばらでしょ、別腹」


　なのにツバメは爽さわやかにそう言うと、何を買おうかなあと辺りを見回し始める。


「……元気だな、鍵原」


「元気じゃ悪いの？」


「まあ、チームワークを乱みだしている気はするけど、元気なのはいいことだ」


「だったら、あんたたちも元気になればいいでしょ？」


　ツバメは健一にそんな反論をすると、何を買うのか決めたようだった。


「ちょっと買ってくるから、待ってて」


　そして二人の返事を待たずに、バッと速はや足あしになる。


「……いってらっしゃい」


　健一はそんなツバメの後ろ姿を見送りながら、今からでも遅くないかもしれないと真しん剣けんに検けん討とうし始めた。


「…………」


　千夜子の方を見ると、どうやら同じことを考えていたらしくハッとしてから、申もうし訳わけなさそうな笑みを浮かべた。


「……すみません。私、今、良からぬことを考えてました」


「実は僕もです」


　健一はでも結局、二人してツバメの帰りを待つしかないんだろうなと思う。こうなってしまったら千夜子はツバメを置いていけたりはしない。


　むしろ問題はツバメが来ると聞いた時にそれを無む視しするように提てい案あんしなかった自分の方なのかもしれないと、今いま更さらのように思った。





「千夜子は何か買わないの？」


　それでもしばらくするとツバメが来てくれたのを感かん謝しやするようになっていた。ツバメの間が悪かったせいというのもあるが、二人きりではどうにも会話が続かない。その沈ちん黙もくをツバメが埋うめてくれるのは、確かに助かる。


「……私、甘いのはちょっと」


「甘いのはって、ダイエットでもしてるの？」


「し、してないよ」


　しかし放ほうっておくと参加しようのない会話になっていくのは困こまったものだった。


「してないなら食べればいいじゃない、ねえ、絹きぬ川がわもそう思うでしょ？」


「別に無理して食べることはないと思うけど」


「つかさあ、絹川も何か食べなよ。二人で一いつ緒しよに何か買えば？　その辺のリンゴ飴あめとか」


　なんでリンゴ飴なのかはわからないが、まあ、それはそれなりにいい提案かもしれない。健一はツバメの言葉を聞いて千夜子の顔を見る。


「鍵原はそう言ってますけど、どうします？」


「じゃあ、あんず飴辺りで」


　千夜子は少しスケールダウンしたものを提案する。その辺りが何かツバメと千夜子の違いかなと思うと面おも白しろい。


「じゃ、あんず飴でいきましょう。どこに売ってるのかな？」


　健一はそれで辺りを見み渡わたして、ちょっと先に出店を発見する。


　チョコバナナ、焼きそば、大阪焼き、その次だ。


「あそこに売ってますね」


　それで健一はそっちへと歩き出す。


「みたいですね」


　それに千夜子が続き、ツバメもそれを追いかけてくる。


「あんず飴を二つください」


　健一は店の前まで行くと、売ってる人にそう話しかける。するとあんまり愛あい想その良くなさそうなオジサンが黙だまって二つ渡してくれた。それを受け取り、健一はお金を払う。


「……で、私の分ぶんは無いわけ？」


　千夜子に渡そうとしたところで、ツバメの抗こう議ぎが聞えた。


「いるの？」


「いるわよ」


「……じゃあ、自分で買ってください」


「ムキー！」


「いや。だって、鍵原は先に何か食べてたし」


「それは私の分を買わなかった理由でしょうがっ！」


「じゃあ、鍵原は俺の彼女じゃないのでおごる筋すじ合あいはないということで」


「……それはそうか」


　ツバメはそう言われて、納得したようだった。実際、この場で健一がツバメにまで気を使う理由なんてなんにもない。


「というわけで、はい」


　それでツバメが納なつ得とくしたのを見み計はからって、健一は千夜子にあんず飴を渡わたす。


「あ、ありがとうございます。いくらでした？」


　そう言いながら千夜子はお店の方を見て値ね段だんを確認しようとする。


「いいですよ、おごりで。そんな高いものじゃないですし」


「……じゃあ、あとで別のものを私がおごります」


「それじゃ、そういうことで」


　健一はなんか本当に義ぎ理り堅がたいなあと思いながら、それで納得することにする。


「何してるの？」


　そこに自分のあんず飴を買ってツバメが戻ってくる。


「別に何も」


「別に何も」


　それに健一と千夜子は同じ言葉で答える。それで思わずお互たがいで見合ってしまう。


「……おやおや、私が思ってる以上に、お二人は随ずい分ぶんと通じ合っちゃってるみたい」


　ツバメはそんな二人の様子に少し呆あきれたという顔をするが、それもすぐに笑顔に変わる。


「でもま、その方がいいか」


「そうじゃないと困る」


　だから健一はそう答えて、少し人通りの少ない方へと移い動どうすることにする。とりあえず三人とも買い物はもういいし、のんびりと食べられる場所の方がいいだろうと思ったのだ。


「……やっと見つけた」


　だが、人が少なくともそこはのんびりできる場所ではなかったらしい。そこで待ち受けていた少女が健一のことをギロリと睨にらんできた。


「窪くぼ塚づかさん？」


　それは窪塚は窪塚でも佳か奈なの方だった。いつぞや公園で見かけた時と同じような服ふく装そうをしているところや、その表情を見るかぎり、お祭り気分という感じではなかった。


「日ひ奈なはどこ？」


「……どこって言われても」


　今日は会ってないし、それになんで佳奈に問とい詰つめられないといけないのかさっぱりわからない。


「どうせ絹川君が誘さそい出したんでしょ？」


「……いや、この状況でどうしてそんな言葉が出るのかさっぱりなんですけど」


　健一は佳奈の勢いきおいを逸そらすために、千夜子やツバメの存在をさりげなく主しゆ張ちようしてみる。


「どういうこと？」


　それで落ち着いたのか佳奈は改めて何を聞いてるのかわからない質問をしてきた。


「いや、僕は今日は彼女とその友達と一緒にお祭りに来ただけなんですけど」


「じゃあ、日奈は？」


「……約束もしてないし、会ってもないですけど」


「そう。なら、いいんだけど」


　佳奈の怒いかりはそれでやっと収おさまったようだった。健一はやっとまともに話せそうだなという気分になる。


「それとも何かあったんですか？」


「べ、別に何もないわよ。私に黙だまって浴衣ゆかたで出かけて行っただけ」


「……はあ」


　それで佳奈は何なに事ごとか心配になってここまでやってきて、いつの間にか健一が悪いというシナリオを書き上げていたということらしい。


　まあ、佳奈に勝手に恨うらまれるというのはいつものことのような気がするが、日奈が浴衣で出かけて行ったのはなんだか奇妙な気がした。日奈が好きなのは佳奈ではなかったのだろうか？　そうなら素直に佳奈と一緒に出かければよかったのにと感じてしまう。


「……で、どういう状じよう況きようなわけ、これは？」


　佳奈が落ち着いたと思ったら、今度はツバメの方に飛とび火ひしたようだった。


「いや、俺もよくわからないんだけど」


　でも健一としてはそう答えるしかない。勝手に恨まれたことまで責任とれない。


「トボけるんじゃないっての！　あんたは有馬冴子の次は窪塚日奈を狙ねらってるわけ？」


「……いや、狙ってないし、狙ったこともない」


　知らぬ間にツバメの頭の中ではそういう設せつ定ていになっていたらしい。


「だから、あんたは千夜子の彼氏だって自じ覚かくが足りないって言ってるのよ」


「それはわかってるし、別に有馬さんも窪塚さんも狙ってないって」


「そんなの当たり前でしょうが、あんたは千夜子の彼氏なんだから」


　そしてツバメはそう言うと健一を睨み、佳奈の方へと視線を向ける。


「で、どういう状況なんですか、これ？」


　ツバメは佳奈に説明を求める気になったようだった。しかし佳奈としても実じつ際さいのところ、ただの勘かん違ちがいだったのだから問われても困るだろう。


「さっき言った通りよ。日奈が一人で出て行ったから、絹川君と祭りに行ったのかなって」


「その辺が良くわからないんだけど。絹川は千夜子の彼氏なの。それがどうしてそんなありえない想像して、いきなり窪塚さんが嚙かみついてくるわけ？」


「か、嚙みつくって何よ？　私はただ事実を確認しただけでしょ？」


　佳奈がキッとツバメを睨み返すが、ツバメはそれに不ふ敵てきな笑みを浮かべる。こういう時はツバメも頼たよりになるなあと健一は思ったりした。


「そういうのを嚙みつくって言うの。で、どうなのよ？　なんでそういう話になるわけ？」


「……日奈が絹川君と仲いいみたいだったから。他に仲いい人なんて知らないし」


　しかし佳奈のその一言で風かざ向むきが変わるのを健一は感じる。ツバメの怒りの矛ほこ先さきが健一の方に向いた。


「ほっほう。実に興きよう味み深ぶかい証しよう言げんどうもありがとうございます、窪塚さん。で、そんなこと言ってますけど、絹川は何か言いたいことはないんですか？」


「別に大した仲じゃないって。ハーモニカをもらっただけだって」


　正直言って、健一は日奈と自分がどういう関係なのかはよくわからなかった。シーナとは連日ライブをしているが、日奈とはちょっと話して、その時、握あく手しゆをしたくらいだ。ハーモニカだってもらったのはシーナからだし、日奈との思い出というと本当にそれくらいだ。


「なにそれ、ハーモニカって？」


「言葉の通り。俺がちょっとハーモニカに興味があるって言ったら、余あまってるのがあるからってくれたの。それ以上でもそれ以下でもないって」


「意味わからないしっ！」


　何か他にあるんだろうとツバメが睨んでくる。まあ、確かにハーモニカだけの関係とか言われてもさっぱりわからないだろうとは思う。しかし本当にそうなんだから仕方がない。


「いいじゃない、それで」


　そこにずっと沈ちん黙もくを守ってた千夜子が口を開いた。


「それでいいって、あのね、千夜子」


　しかしツバメは全く納得がいかないという様子だった。


「健一さんと日奈さんはそれだけの関係なんですよね、窪塚さん？」


　だが千夜子はツバメのその気持ちには立ち向かわず、佳奈の方に話を振ふる。


「当たり前でしょ。それ以上なわけないじゃない」


「だってよ、ツバメ？」


　そして千夜子は佳奈の言葉を受けて、ツバメの方を見る。


「……なんなのよ、千夜子は」


　ツバメとしては千夜子のために怒ってたということなのだろう。千夜子の態たい度どにツバメは怒りのやり場を失ってしまったようだ。


「ツバメが私のために怒ってくれてるってのはわかるけど、私は怒ってないし、怒って欲しいわけでもないの。私は怒るのは嫌きらい。だから、この話はここまで」


　千夜子はハッキリとそう告げると、それで少しわざとらしくニッコリと笑う。ツバメはそれを見て何か諦あきらめたような様子を見せる。


「わかったわよ。千夜子がそう言うなら、もう怒らない」


「ありがと」


　千夜子はそれで今度は自然な笑みを浮かべると、健一の方を見た。


「ということで、健一さんもいいですよね？」


「……はい」


　そもそもなんかただの誤ご解かいだった気がするし、わざわざ確認されても困ってしまうのだが、まあ収まったならそれでいいかなとも思う。


「それはそうと窪塚さんはどこ行ったんですかね？」


　そして安心したせいでそもそもの疑問が口を出る。


「そういえば……そうだった。日奈、どこ行っちゃったんだろ？」


　佳奈もすっかり忘れていたらしい。怒りが収おさまったのと同時に、一番大事なことが頭から抜け落ちていたようだ。


「こ、こんばんは」


　そこに雑ざつ踏とうの中に消えてしまいそうなか細い声が聞えてきた。場所が場所だけに一いつ瞬しゆん、幽ゆう霊れいか何かと思ってしまったが、そんなわけもなく。


「……窪塚さん？」


　最初、それが誰かよくわからなかった。しかし少し考えて、それが日奈とわかった。健一にとって日奈は学校で遠とお目めに見たくらいのイメージだったし、なにより今の彼女は少し小さい感じのする紺こん色いろの浴衣を着ていて、まったく別人のようにも見えた。


「……はい」


　ひどく申し訳なさそうに小さな声で日奈が返事をする。


「日奈？」


　だがそれに反応したのはやはり佳奈だった。どうやら日奈は佳奈から隠かくれるように健一の後ろに立っていたらしい。それが健一が動いたので見えるようになったようだ。


「……佳奈ちゃん」


　しかし隠れていたわけではなく、単たんに見えなかっただけかもしれない。日奈は佳奈の声に少し驚いた様子を見せる。


「何してるの、こんなところで？」


　しかしそんなことは気にせず、佳奈は自分の疑ぎ問もんを口にする。


「何って、お祭りを観みに来ただけだけど」


「一人で？」


「うん。佳奈ちゃんはこういうところ嫌いっぽいから。でも黙だまって来たら心配するよね。ごめんね、佳奈ちゃん」


　日奈の返事に佳奈は眉まゆを寄よせた。どうやら自分の態度が悪かったらしいと気づいたようだった。佳奈はゆっくりと日奈に近づくと、見たこともないような優やさしい笑顔を浮かべた。


「……良かった」


　それがどんな意味なのかは端はたから見ている健一には正確にはわからなかった。でも佳奈の過か激げきとも言える怒りの原因はそんなに悪い感情ではないのかなあと思うには十分だった。


　佳奈は、日奈のことを心配しているのだ。だから公園に捜しに来たのだし、今日だって健一を見つけるや否いなや食ってかかってきたのだ。


「ごめんね。そこまで心配するとは思ってなかったから」


「心配するに決まってるでしょ？　こんな危あぶないところに一人で来たら」


「……佳奈ちゃんだって一人で来てるよ」


「わ、私は大丈夫なの。それに遊びに来てるわけじゃないし」
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　佳奈はそこまで言うと、健一たちの視し線せんに気づいて我われに返ったようだった。


「さっきはごめんなさいね、絹川君」


　そしてなんの前まえ触ぶれもなく、そんなことを言い始めた。


「え？」


「ごめんなさいって言ったのよ。彼女に余よ計けいな心配をさせるようなこと言っちゃって、迷めい惑わくをかけたと思ったから素す直なおに謝ったんでしょ？」


「……いやまあ、余計な心配してたのは鍵原だけって気がするけど」


　そう言いながら横目でツバメを見ると彼女はムッとした様子を見せた。


「つか、やっぱり怪あやしいじゃないのよ！　なんでこの状じよう況きようで窪塚さんがあんたに話しかけるわけ？　やっぱりなんかあるんでしょ？」


　そして怒りを思い出したらしく、また健一にそれをぶつけてくる。


「……佳奈ちゃんが見えなかっただけですから」


　しかし横から小さな声で日奈がそんなことを言う。


「ぬ？」


　それにツバメが反応する。


「私、その……皆みなさんとは別のクラスですし」


「あ、そうか」


「絹川君の彼女とお友達なのはわかってますけど、それ以上のことはあんまり知らないんです」


「そりゃ、そうよね。知ってたらそれはそれで問題だし」


　ツバメはそれで機き嫌げんをよくすると、ニッコリと笑って日奈に握あく手しゆを求める。


「私は鍵かぎ原はらツバメ。絹川の彼女の友達です。絹川の友達じゃあないんで、よろしく」


「……そうなんですか」


　日奈はそれをどう受け取っていいのかわからぬ様子を見せながら、おずおずとツバメの手を握った。それを見て、千夜子が日奈のそばによる。


「私は大海千夜子です。大きな海で『おおうみ』です。一応、絹川君の彼女ってことになってますけど、まだまだなってないのでツバメによく怒られてます」


　千夜子はツバメにならって日奈に握手を求める。


「こ、こちらこそよろしくお願いします。私は窪塚日奈です。日奈でいいです。窪塚だと佳奈ちゃんと区別つかないですから」


「……じゃあ、日奈さんって呼ばせてもらいますね」


　千夜子は少し考えて、その辺りに自分の着ちやく地ち点てんを見つけたようだった。


「で、その辺でいい？」


　それを見ていた佳奈が今度はなんだか怒った様子でそう尋ねる。


「え？」


　なんのことかわからず健一は佳奈の方を見るが、やはり見てもわかるわけもなく。


「……帰るの？」


　だが日奈は佳奈の考えていることがわかったようだった。


「だって、こんなところ危ないもの」


「佳奈ちゃんが嫌なら帰るけど……せっかくだし一緒に回らない？」


　日奈のその質問は端から見てても恐おそる恐るとしたものだった。


「一緒にって、絹川君たちとってことじゃないよね？」


「うん。佳奈ちゃんと私でってこと」


　日奈はそう言ってから、チラリと健一の方を見て、小さく頭を下げた。佳奈の態たい度どを申し訳わけなく思っているらしい。


「せっかくだしそうしていけば？」


　だから健一は怒っていないということを示すために、日奈に助け船を出す。


「……ま、一人で回られるよりはいいかな」


　そして佳奈は少し考えて、でも難むずかしい顔をする。


「ダメ？」


　それに不安を感じて日奈が尋ねるが、論ろん点てんは別のことのようだった。


「ダメじゃないけど……お金持ってこなかった」


「それなら大丈夫。私が貸かしてあげるから」


「……じゃ、いいかな」


　佳奈はそれで納得すると、今度は行動が早かった。ささっと日奈の手を摑つかむと連れ去るような勢いきおいでその場を離はなれる。


「じゃあ、また～」


　それでも日奈は別れの挨あい拶さつを告げて、健一たちの方に手を振る。それで健一たちも慌あわてて、それに手を振り返す。


「じゃあ、また」


　千夜子がそんなことを言うが、もう日奈の姿は人ひと込ごみに紛まぎれて消えていた。健一はそれを見て佳奈を慌ただしい娘だなあと思いつつも、でもこれで良かったんだろうなあと感じる。


「……嵐あらしのような女ね」


　ツバメがそんな感想を漏もらすが正直、ツバメもあんまり人のことは言えない様な気がする。


「じゃ、私たちは私たちで行きましょうか？」


　千夜子は仕し切きり直す意味でそんなことを言ったらしい。


「ですね」


　だから健一もそれに答える。しかし、ツバメはそうじゃなかったらしい。


「ですね──じゃねえ─────！」


「……な、何、大声あげてるんだよ、鍵原？」


「あの娘の態度はおかしかった」


　ツバメは腕を組んで、踏ふんぞり返って自分の考えに確かく信しんを持っていることを示しめす。


「何が……」


「あれは恋こいする女の目だった」


「……そうかなあ」


　また変なことを言い始めたと健一は思い、どうしたものだろうと千夜子の方を見る。


「私はそうは思わなかったけど」


「千夜子は恋れん愛あい経けい験けんが足りないからわからないのよっ！」


「恋する女を端はたから見るという意味では私の方が上だと思うけど」


「うぐっ」


　痛いたいところをつかれたらしくツバメが呻うめいて前のめりになる。


「……そ、それはそれとして」


「それとしちゃうのはどうかなって思うんだけど」


「するのよ！」


　ツバメはまた声を張はり上げると、元気になったのか健一の方を睨にらむ。


「本当に日奈さんとは何にもないんでしょうね？」


「だからハーモニカだけだって」


「というか、それが明らかに変でしょうが！　どんな関係よ、それ？」


「……鍵原もしつこいなあ。だったらどう答えれば納なつ得とくするんだよ」


「ついカッとなって手を出したけど、今は反省している──とか」


「反省してればいいのか……」


　健一はもうあきれ果はててしまって反論する気にもならない。


「だからその件けんはさっき片づいたはずだけど」


　そんな健一の様子を見ていた千夜子がツバメをたしなめるようなことを言う。


「だって、だって、変だったよ。なんか、あの娘、すごく可か愛わいいし……千夜子だって何か危き険けんとか感じたでしょ？」


「感じない」


「感じてよ」


「感じない」


「……ぬぅ、こういう時は頑がん固こよね、千夜子って」


「日奈さんがどうかはわからないけど、健一さんは日奈さんのこと気にしてなかったし」


「甘あまーい、甘いって！　男ってのはね、好きでもない女の子でも自分に好意を持ってるとなったら、ぽーっとしちゃうものなのよ？」


　そしてツバメは何がそんなに憎にくいのか健一の方を睨みつける。


「でしょ？」


「いやあ、どうかなあ」


「あんたねえ、話の流れを読みなさいよ。ここはそうだって言うところでしょ？」


「……それは明らかに間違ってる」


「と、とにかく、千夜子！」


　賛さん同どうを得られないと気づいて、ツバメはやっぱり作戦を変えたようだった。


「絹川はこんなこと言ってても、私が全ぜん裸らで迫せまったら襲おそっちゃうような男なのよ？」


　そしてそんな不ふ穏おん当とうなことを言い始めた。


「……襲わないし」


　だから静かにツッコミを入れる。


「襲いなさいよっ！」


「襲わない」


「私が全裸で迫ってるのよ？」


「だから襲わない」


「ムキ───────！」


「って言うか、何が言いたいわけ、鍵原は。俺が鍵原を襲った方がいいわけ？」


「良くないに決まってるでしょうが！　あんたは千夜子の彼氏なんだから」


「だったら、なんで襲わないことに怒ってるわけ？」


「……く。もっともらしいことを」


「単に普ふ通つうにもっともなだけだと思うけど」


　健一はそれで参ったなあと千夜子の方を見る。


「今回のことはツバメが気にし過すぎだと思う」


「ぬぅ……」


「怒って欲しい時はちゃんと言うから、なんでもかんでも先に怒らなくていいよ」


「……なんでもかんでもじゃないってば」


「かもしれないけど、ツバメは健一さんのことで怒り過ぎ。なんだかツバメの方が彼女みたいで、私、そっちの方が不安になるかな」


　千夜子はそう言って、もう本当に終わらせようと笑う。


「ツバメが心配してくれるのは嬉うれしいけど、心配し過ぎなのは信しん頼らいされてないみたいで悲しいんだけど」


「……ごめんね」


　ツバメはそれでやっとクールダウンしたらしい。どころか今度は激はげしく落ち込み始めてしまったようだった。


「わかってる。ツバメが私のことを大切に思ってくれてるのは、ちゃんとわかってるから」


　それに気づいた千夜子がそんなことを言って笑う。


「……うん」


　それにツバメは小さくうなずくと、今度は健一の方を見る。その目には涙なみだがたまっていたが、他の部分は彼女が怒っていることを告げていた。


「絹川は本当、感謝しなさいよね？　千夜子みたいないい娘こ、他にいるわけないんだからね」


「……わかってるよ」


　別にそんなことをツバメに確かく認にんされるまでもなくわかっていた。


「返事が小さいっ！」


「わかってるよ」


「わかってるなら、ちゃんと仲良くする」


「……だから仲良くしてるし」


　健一はそんなツバメの態度に当とう惑わくしながらも、でもツバメはツバメでいい娘なんだろうなあと思う。健一にとってはどうかと思うことが多いのだが……。


「なあによ、その顔は？」


「いや、鍵原っていい奴やつだなあって思って」


　尋たずねられて健一は素す直なおにそれを口にする。


「……だから、あんたは千夜子のことを考えてればいいって言ってるでしょ？」


　でもやっぱりまた怒られてしまうだけだった。





「ムキ────────！」


　その後は結局、ツバメのご機嫌を取るために過すごす羽は目めになった。


　まあ、健一も千夜子もあんず飴あめを食べてもう満足みたいな状況だったので、ツバメが望むことでもしてないと本当に帰るくらいしかなかったのも事実なのだが。


「もう少し落ち着いた方がいいと思うけど」


　健一は思わず、そんな忠ちゆう告こくをしてしまう。ツバメは金魚すくいを始め、連れん戦せん連れん敗ぱいだった。むしろ連戦全敗。一匹ぴきだってすくえず、いいお客さんと化している。


「そうやって人を見下すのはやめなさいよ。簡かん単たんそうに見えて、けっこう難しいんだから」


　ツバメは苛いら立だちながら、最後のチャレンジに臨のぞむが、そんな状態でうまくいくはずもなく。金魚を追いかけている間に、紙が破やぶけて終わってしまう。


「……あぅ」


「だから、もう少し落ち着いた方がいいって言ったのに」


「そういうあんたの態度が私を落ち着かなくしてるんでしょうが！」


　完全に八つ当たりという感じだが、そう言われるとまあそうかもしれない。健一はそれで少し間を置こうと自分が金魚すくいをすることにする。


「なに？　見本を見せてくれるってわけ？」


「……どうかな。もう長いことやってないし」


　健一はそう言いつつも、じっと金魚の泳ぐ水すい槽そうを見つめる。


　実際のところ、目ぼしい金魚はほとんど取られてしまっているかのようだった。大き目のものしか残ってないので、どうしてもすくいづらい。となるとよほど慎しん重ちように臨まなければ、ツバメの二の舞まいになる。


「となると……」


　健一はすこし考えて、エアーポンプで空気が出ているのとは逆ぎやくの方にいる少し元気のない金魚の一いち群ぐんに目をつけた。元気がない方が抵てい抗こうをうけづらいはずだ。


　それから健一は軽くポイを水につける。乾かわいたままよりは少し濡ぬれている方が水の抵抗をうけづらい──そんな気がした。


　そして群むれの中の一匹に狙ねらいをつけるとしばらくその動きを観かん察さつする。


「……なにじっとしてるのよ？」


　それがじれったいと思ったのかツバメがそんなことを言うのが聞えた。だが健一は気にせず、観察を続け、前まえ触ぶれもなく静かに動いた。


「……と」


　水につける時間は極きよく力りよく短く。そして水の中で動かす距きよ離りも最小に。金魚の動きを見み計はからって反はん転てんする瞬間に健一はそれをすっとすくい上げ、そのままの流れでボウルに泳がせる。


　それは金魚にとっても、見ていた人間にとっても不ふ意い打うちと言ってもいい動きだっただろう。健一が動いたと思ったら、彼の両手は水槽の上に伸のびていて、左手に持っていたボウルに金魚が泳いでいたのだ。


「い、いつのまに？」


　ツバメが状況をやっと理解して声を上げた。


「とりあえず、一匹」


「……こ、今度はもう少しゆっくりやりなさいよね」


　どうやら本当に見えてなかったらしく、ツバメがそんなことを言う。


「ゆっくりだと、すくえないだろ……」


「わかったわよ、ちゃんと見てればいいんでしょ？　見てれば！」


　なんでキレられないといけないのかわからないので、健一はそれを無む視ししてまた金魚の動きに集中する。


　また同じ金魚の一群。中でも小さく動きの遅いのに目をつけて、それを追いかける。上に下にと泳ぐのを見るうちに、その癖くせがなんだかわかるような気がした。


「しっ」


　短く呼こ吸きゆうを吐はいて、また同じように手を動かす。そうすれば結果は同じだった。違ちがうのはボウルの中の金魚が二匹になっているというところだけ。


「おおっ」


　ツバメが感心したように声を上げる。


「……ま、こんな感じ」


　そして健一はもういいやと思ってツバメに金魚とポイを渡す。


「あとは鍵原がやりなよ」


「ふふふ。それで敵てきに塩を送ったつもりかね？　その甘あまさが後こう悔かいの元よ？」


「……意味わからないし」


　でもまあ、ツバメが楽しんでいるようなので、健一は笑ってまた見る側に戻もどる。


「健一さんが金魚すくいが得意なんて知りませんでした」


　それで千夜子が少し興こう奮ふんした様子で話しかけてきた。


「……僕も今の今まで忘わすれてました」


　健一は金魚すくいなんて何年ぶりだったかなと思う。小さな頃、こっちに引ひっ越こしてからはお祭りなんてきたかどうかすらよく覚えていなかった。引っ越したせいで両親は前以上に働くようになり、結果、家族で来るなんてことはなくなったということだったのだろう。


「そういえば、お祭りって久ひさしぶりなんですよね」


「十年ってことはないでしょうけど、けっこう来てなかったかもしれませんね」


　蛍子と二人でなんてこともなかったし、そうなるともう本当にそれくらいかもしれない。


「三つ子の魂たましい百までつうずってやつですね」


　千夜子はそう言って、健一の代わりにまたチャレンジを始めたツバメを一緒に見ようとジェスチャーする。


「って、それってどういう意味でしたっけ？」


　でもその前に、千夜子の言ったことの方が気になってしまう。


「小さな頃に身に付けたものは、ずっと覚おぼえてるって意味……だったと思います」


「ああ。三つ子って、三つ子じゃないんですね」


「三つの子こ供どもってことみたいですね」


　千夜子がそんなことをちょっと自信なげに言った時、またツバメが奇き声せいをあげた。


「ムキ──────！」


　そして振り返って健一の方を睨にらむ。


「……何？」


「あんた、私にこれ渡す前に細さい工くした？」


　そう言ってツバメは立ち上がって破やぶれてしまったポイを健一の方に押し付けるように見せる。


「二匹すくった後だったから弱ってたかもしれない」


　しかしまあそういう問題ではない気もした。単にツバメのやり方がまずいのだ。


「……なるほど」


　でも健一の言葉でツバメは怒りを静しずめたらしい。


「ま、二匹いるし、これでよしとするか」


　そしてなんだか自分ですくったかのようなことを言い始める。


「ツバメが持って帰るの、それ？」


　そこに千夜子が静かにツッコミを入れる。


「……ダメ？」


「だって、それ、健一さんがすくったのでしょ？」


　千夜子に尋ねられ、ツバメは健一の方を見る。


「絹きぬ川がわいるの？」


「いや、別に。鍵原が欲しがってたから代かわりにすくっただけかな」


「じゃ、何も問題なしでしょ」


　そう言ってツバメは店番の人にボウルを渡して、金魚をビニール袋に詰つめ替かえてもらう。その様子はひどく嬉うれしそうだった。まあ、ツバメの性格では金魚すくいでうまくいったことなどないのだろうし、健一の力を借りたとは言え、成せい果かがあったことに喜んでいるのだろう。


「……どうしたんですか？」


　しかし健一は千夜子が不ふ満まんそうな顔をしているのに気づく。


「え？」


「いや、なんか鍵原に怒ってるみたいに見えたんですけど」


「そ、そういうわけじゃないです……」


　千夜子はそれを慌あわてて否ひ定ていして見せるが、どうにもぎこちない。


「千夜子ちゃんも金魚が欲しいんですか？」


　だから、そうなのかなと思って聞いてみる。


「……金魚が欲しいわけじゃないです」


　千夜子は少し俯うつむいて、小さく返事をする。それに健一はだったらなんだったんだろうなとさっきの千夜子の表情を思い出す。


「どしたの？」


　ツバメが戻ってきて、二人の様子が変わっていることに気づいたらしい。


「別になんでもない」


　千夜子がそれに答える。


「……なんでもないってことはないでしょ？」


　ツバメはそう言うと千夜子と健一の顔を何度か見み比くらべて、なにやら勝しよう利りの笑えみを浮かべる。


「私が目をそらした隙すきに、絹川が千夜子の胸むねを触さわったんでしょ？」


「……鍵原の想そう像ぞう力も大したもんだ」


　健一はあきれ果てるが、ツバメはそれを肯こう定ていと受け取ったらしい。


「本当にそんなことするとはね、絹川」


「するかっ！」


「……違うの？」


「違う」


「だったら、何よ？」


「……わからない」


「わからないって、何？」


　ツバメが健一にそう尋ねて、ふと何かに気づいたように千夜子の方を見る。


「また千夜子が何か一人で悩なやんでたってわけね？」


「……悩んでたとかじゃないよ」


「で、それを絹川がわかってあげなかったから気まずい空気が流れてた、と」


　そしてまたツバメは健一の方を見る。見るというよりは睨にらむ。


「詳くわしくはわからないけど、原げん因いんは鍵原っぽいんだけど」


「なにそれ？」


「なんか鍵原に怒おこってるみたいに見えた」


　健一が素す直なおにそう答えると、千夜子が慌あわててそこに割わって入ってきた。


「怒ってないです。ちょっと羨うらやましいなあって思っただけで」


「「羨ましい？」」


　健一とツバメの声が重かさなり、二人で千夜子の方を見る。


「……ちょっと、ちょっとだけですよ？」


　しかし千夜子はそれから逃にげるように目め線せんを下げる。


「えっと……それって、私が絹川のすくった金魚をもらったってこと？」


　千夜子の発言の意い図とに先に気づいたのはツバメの方だった。勘かん違ちがい、思い違いの多い彼女ではあるが、その辺は付き合いが長いだけのことはある。


「……うん」


　千夜子は小さく答えて、それから慌てて、両手を振ふってその言葉を吹ふき飛とばそうとする。


「で、でも、本当にちょっとだけですから。怒ってるとかそんなじゃないですから」


「……でもまあ、そうですよね」


　健一はそんな千夜子の言げん動どうを見ていて、また自分が失敗してしまったんだなと思う。ツバメがいたからこそ起こったことではあるけれど、でもツバメがいてくれなかったら気づかなかったことでもある。


「鍵原がいつも言ってることなのに、また忘れてました」


「……なによ？」


　ツバメは自分への苦く情じようかと思って、不ふ機き嫌げんそうな顔をする。


「だから、僕は千夜子ちゃんの彼かれ氏しなんだから、他の女の子のことは気にするなってこと。鍵原のために金魚すくったりしたのが悪かったんだなって」


「……まあ、そうね」


　ツバメはその言葉に微び妙みような顔つきになる。自分が原因だし、金魚をすくってくれたことには感謝しているので、否定も肯こう定ていもしづらいのだろう。


「というわけで、罪つみ滅ほろぼしに千夜子ちゃんにも金魚をすくうってことでどうでしょ？」


　千夜子はその言葉に、驚おどろいた顔を見せる。


「……いいんですか？」


　そしてなんだかわからない疑ぎ問もんを返してくる。


「何がダメなんですか？」


「よくわかりませんけど、わざわざ私のために金魚すくわなくても」


「千夜子ちゃんがいらないっていうなら、別のものにしますけど。鍵原のためにだってすくったんだから、千夜子ちゃんのためならいくらでもすくいますよ」


「じゃ、お願いします」


　千夜子はそれで視し線せんを落として、慌ててお財さい布ふを取り出す。


「さっきのあんず飴あめはおごってもらいましたから、今度は私が出します」


　そんな千夜子に健一は本当に真ま面じ目めな娘なんだなと思うと、少し笑ってしまった。


「はい。じゃあ、これですくえる限かぎり、すくっちゃいますね」


　健一は千夜子からお金を受け取ると、それを店番の人に渡わたす。


「それじゃ、どうぞ」


　ポイとボウルを渡す店番の人は、心なしか嫌いやそうな顔をしていた。





「なんかムカつくよねえ、絹川って」


　ツバメの抗こう議ぎは本当に理り不ふ尽じんだと思う。


　ある時は千夜子だけを大事にしろと言い、ある時は自分にも気を使えと言う。本人はそう言うつもりじゃないのかもしれないが、健一からすればそうとしか聞えない。


　そして今もまさにそんな状じよう態たいだった。


「だから、俺おれにどうしろって言うんだよ？」


　金魚すくいを終えた健一たちは、さっき窪くぼ塚づか姉し妹まいと会った辺あたりにまた戻ってきていた。さっきよりは少し人が減へっているような気がする。まあ、特にイベントらしいイベントもないのだから、雰ふん囲い気きを味わったら適てき当とうに皆みな、帰っていくのだろう。


「別にいいんじゃない。さっきのは千夜子の彼氏としては大だい活かつ躍やくだったし」


「だったら、なんでそういう言い方するかな」


「だって、結局、私が金魚すくいが下へ手たって話じゃないのよ」


　ツバメの論ろん点てんはそこだったらしい。二匹をすくった後だったから破やぶれた終わったと納得したところで、健一が千夜子のためにと十匹以上すくって見せたのだ。


「……まあ、ねえ」


　しかしそんなことで怒おこられても、ツバメがぶっちぎりで下手だったのは、健一とはなんの関係もないことである。


「でもまあ、いっか。ねえ、千夜子？」


「……え？」


　千夜子は呼びかけられて慌あわてた様子を見せる。どうやらツバメの話を聞いてなかったらしい。自分の名前に反はん応のうしただけだ。


「え？　──じゃなくてさ」


「ごめん、聞いてなかった」


「千夜子は絹川の神かみ業わざにメロメロになってたわけですか」


「……だから、ごめんって言ってるじゃない」


「ま、いいや。私が仲良しカップルに仲いいところ見せられてすねてるってだけだし」


「だから、ごめんて言ってるのに」


　千夜子は自分の話を聞いてくれないツバメに困こまり、健一の方を見る。


「鍵原は何度もチャレンジして一匹もすくえなかったのに、僕ぼくが千夜子ちゃんのために十匹以上すくったからすねてるんですよ」


「そうなんですか？」


　確認されて、健一は小さくうなずく。そんな二人の様子をツバメは恨うらめしそうに見てる。


「……本当のことって、改あらためて言われるとムカつくよね」


「だから鍵原は俺にどうしろっていうわけ？　俺がすくえなかった方がよかったのか？」


「そうは言ってないでしょ？　千夜子のために絹川はすくって見せるべきだったでしょうよ」


「だったら怒るなよ」


「でも加か減げんってもんがあるでしょ？　私は二匹なんだから、三匹とか四匹とかその辺で止めておけばいいのよ。それを調子にのってギャラリーに囲かこまれて、次々に記き録ろく更こう新しんして」


「……ギャラリーに関しては全然、気づいてなかった」


　健一はそれでふと我われに返った瞬しゆん間かんのことを思い出す。店番の人はポイを渡した時より露ろ骨こつに嫌そうな顔をしていて、そして大おお勢ぜいのすくう気もなく健一がすくってるのを見ている人たちに囲まれていたのだ。


「端はたから見てても、すごい集中力でした」


　そんな様子をずっと見ていたらしい千夜子が改めて感心したように話す。


「……どうも」


　それがなんだか照てれ臭くさい。


「つかさあ、何がそんなに違うわけ？　集中して何をしてるわけ？」


　ツバメはそんな様子にさらにイライラしたのか、そんなことを尋たずねてくる。


「動きを見てるのかなあ」


「動き？」


「キャッチボールってあるだろ？」


「……どう関係があるわけ、それ？」


「ま、それは追って話すから、とりあえず、キャッチボールは知ってるだろ？」


「まあ、それくらいはねえ」


「あれでさ、思いっきり投げて来られたら腕うでがジンと来るだろ」


「そりゃ、来るんじゃない？」


「金魚すくいも似にたようなもんでさ、濡ぬれて破れやすくなっているところがジンと来たら穴あなが空あくんだよ」


「……だから？」


「だから勢いきおいがなくなったところを受け止めるんだよ」


「わかったような、わからないような」


「お手玉でもいいけどさ、投げて落おちてきたところを普ふ通つうに取ったらやっぱり重おもいんだよ」


「……そんなに重くないでしょ？」


「ま、そうだけど。でも落ちてくる瞬しゆん間かんは止まってるわけ」


　そう言って健一は右手を上に持ち上げて、頭くらいの高さで止めると、また下ろす。


「ふむ」


「最初、早くて、頂ちよう点てんに近づくにつれて遅おそくなって、で、落ち始めてまた早くなる」


　言いながら、また右手を上下させる。


「だから？」


「だから一番、優やさしく受け止めようと思ったら、頂点で捕つかまえればいいってわけ」


　そして健一は手をあげたところで止めて、それを左手で摑つかんでみせる。


「つまり、金魚も止まってる時にすくえばいいわけ？」


「まあ、イメージだけどね。とにかくできる限かぎり優しく受け止めれば、それだけ多くすくえるってわけだ」


「……ふむぅ」


　ツバメは自分でも手を上下させてみるが、やっぱりしっくり来ないらしい。


「理り屈くつはわかるような気がするけど、実際のところ、何をするわけ？」


「動きのゆっくりした金魚をじっと追いかけて、それで動きの先を読んでそこをすっとすくい取る。イメージ通りに動いてれば、それですくえるはずなんだけど」


「まあ、いいや」


　そして急に力なく、そんなことを言い始める。


「いいやって……」


「だって、聞いてもよくわからないし。できるようになったら、ああ、こういう意味だったのかってわかるのかもしれないけど、今は無む理りだろうからさ。ま、なんか絹川は絹川なりに考えてるみたいだから、もう文もん句く言うのは止やめる」


「そりゃどうも」


　健一はそれで一段落したらしいと知り、千夜子の方を見る。


「次はどうしましょ？　もう少し、ここで休んできます？」


「少しお腹なかが空すいてきたかもしれません」


「じゃあ、何か買って来ましょうか？」


　健一がそれで何にしようかなとちょっと遠とお目めに出店の方を見た時、どうやら自分たちのところに接せつ近きんしてくる二人の少女を発見した。


「……こんばんは」


　それは窪塚日奈と佳奈だった。日奈の方が最初の時よりは大きな声で挨あい拶さつをしてきた。


「こんばんは……というか、また会いましたね」


　健一はなんだか改まってしまう自分を感じる。まあ日奈とはろくに話したことがなかったし、こういうところで改めて見ると、やっぱり学校で評ひよう判ばんの美少女だという感じもした。


「こんばんは、日奈さん」


　千夜子も日奈たちに気づいて最初は日奈に、そして次に佳奈にも挨拶をする。


「こんばんは、えっと……窪塚さんでいいんですか？」


「佳奈でいいわよ。日奈には日奈で、私は窪塚じゃ変だし」


「はい。じゃあ、佳奈さんで」


　千夜子はそう言って笑うと、改めて挨拶をする。


「また会いましたね、佳奈さん」


「……そうね」


　なんだか佳奈は落ち着かない様子でそう答えるとキッと睨にらむように健一を見た。


「こんばんは、絹川君」


「……こんばんは」


　しかしなんで睨まれないといけないんだろうと健一としては思ってしまう。まあ、睨まれるようなことをした記き憶おくが無いわけじゃあないけれど、今日のことは誤ご解かいとわかったはずだし、佳奈はわざわざまた文句を言うために自分たちのところにやってきたのだろうかなんてことを思ってしまう。


「ごめんなさいね、さっきは」


　でも、用件はまったく逆のようだった。


「さっきと言いますと？」


「誤解して怒おこったことと……ろくに挨拶もせずに日奈を連つれて去さったこと」


「……あ、はい」


　しかしまあ別に謝られるようなことかなあという気もする。千夜子に誤解されて話がこじれたわけじゃないし、なんというか佳奈はそういう人間だと納得してた気がする。


「もっとちゃんと謝らないとダメ？」


　健一が戸と惑まどってるのを佳奈は不満と受け取ったようだった。


「いや、別に怒ってたわけじゃないですから、さっきので十じゆう分ぶん過ぎです」


「そう、ならいいんだけど」


　佳奈はそう言ってプイッと日奈の方を見た。日奈は佳奈と健一の顔を見比べて、健一には申もうし訳わけなさそうな顔を見せる。


「すみませんでした。私が勝手なことしたせいで、絹川君に迷めい惑わくかけたみたいで」


「いや、だから迷惑とか思ってないですから」


　健一はそれが自分だけの意見ではないのを確認したくて千夜子の方を見る。


「そうですよ。私も最初から怒ってなかったですから。もう気にしないでください」


「……はい」


　しかし日奈は千夜子の言葉にもただ申し訳なさそうにしているだけだった。当の謝しや罪ざいしたはずの佳奈がまだなんだか怒ったような顔をしているのがその原因かもしれない。


「せっかくだから、一緒に回りませんか？」


　なのに千夜子は佳奈にそんなことを提てい案あんする。


「は？」


　佳奈が驚おどろき、千夜子の方を見る。


「いや、だから、仲なか直なおりしたわけですし、仲良くしたいなと思うんですけど」


　千夜子は佳奈の剣けん幕まくをまったく気にせず、そんなことを言ってのける。そんな態たい度どに健一はいつぞやの屋上での千夜子と冴子とのやりとりを思い出す。


「ダメですか？」


「ダメじゃないけど……歩き回って疲つかれてるし。そっちはさっきまで休んでたんでしょ？」


　佳奈は視線をそらしながら暗あんに断ことわろうとしているようなことを言う。


「それじゃ、ここでもう少しお話ししませんか？」


　でも千夜子はあくまで仲良くする方ほう針しんらしい。


「……いいけど」


　それで折れたのか、最初から嫌いやがっているわけじゃなかったのか佳奈が千夜子の提案を承しよう諾だくする。健一はこういう時の千夜子は本当に強いなあと思ってしまう。


「じゃあ、僕が何か食べるものを買って来ましょうか？」


　それで健一は元はそんな話だったなと思い出し改めて確認する。


「私はイカ焼き食べたい」


　千夜子や佳奈より先にツバメがそんなことを言い出した。


「私もそれでいいです」


　その後、千夜子が少し遠えん慮りよがちにそんなことを。


「……私もそれでいいわ」


　さらに佳奈も。


「じゃ、僕もそれでいいかな」


　健一はあれこれ買うよりはその方が楽らくだろうと思い、それから一人どうするか決めてない日奈の方を見る。


「窪塚さんはどうします？」


「えっと……私はその……一いつ緒しよに買いに行きます」


　日奈は何を言っていいのかわからなくなってるのか、なんだかずれた返事をする。


「いや、いいですよ。ついでですし。さっきの質問はイカ焼きでいいのかってことで」


「ですよね……私もイカ焼きでいいです」


　そう言ってから日奈はやっと自分の間ま違ちがいに気づいたのか顔を真っ赤にする。


「……じゃあ、イカ焼き五人分でいいんですよね？」


　それでどうしたもんだろうと思いつつ、健一が確認するとツバメが歩いてきた。


「私も手伝ってあげる。五人分だと一人で持ちづらいでしょ？」


「大だい丈じよう夫ぶだと思うけどな」


　健一がそう言って断ろうとすると、近づいてきたツバメが肘ひじで健一のわき腹をえぐる。


「ぐほっ」


　そして顔を近づけて耳元で呟つぶやく。


「私はあの人、好きじゃないの」


「……そうですか」


　健一はなるほどと納なつ得とくすると同時に、ツバメと千夜子は仲がいいのに、人の好みは全然違うよなあと思う。まあ、ツバメが好き嫌きらいが激はげしいだけで、千夜子自身は誰も嫌ってないというだけかもしれないけど。


「私も……いいですか？」


　そこにさらに日奈が一緒に行くことを提案してくる。


「いや、俺と鍵原がいれば十分だし」


　健一はそれを断ろうとするが、ツバメがさっと割わって入ってくる。


「いいじゃない、いいじゃない。日奈さんが来たいって言ってるんだから」


「そうなの？」


「……私、日奈さんの方は好きになれそう」


「まあ、いいけど」


　健一はそう言いながら、日奈の方はツバメのことをどう思うんだろうなと考えてしまう。


「じゃ、この三人で行ってきます」


　でもすぐに気持ちを切り替えて、千夜子と佳奈にそう告げると記き憶おくを頼りに人ひと込ごみの中へと歩き出す。


「はい。じゃ、ここで待ってますから」


　千夜子はそう言って健一たちを見送ってくれた。





「……すみません。佳奈ちゃん、あれじゃ全ぜん然ぜん謝あやまってないですよね」


「え？」


　日奈がようやく口を開いたのは、イカ焼きを買って千夜子たちのところに戻ってくる最さい中ちゆうだった。まあ、ツバメともほとんどしゃべってはいなかったが、それでもちょっとは話した方がいいのかなと不安になっていた矢や先さきだった。


「怒おこってますよね、あんな謝り方じゃ」


「いや、別に……そもそも怒ってなかったし。鍵原もそうだろ？」


　健一はどう答えていいのかわからず、ツバメの方へと話を振る。


「ま、私の怒りの矛ほこ先さきは常つねに絹川の方だし」


「……なんだ、それ」


「ま、窪塚さんがちょっと苦手なタイプなのは確かだけど、別にさっきのことでどうこうってことはないよ。うん」


　ツバメはそう言って、押し黙ってしまった日奈に笑いかける。


「それって、その、普ふ段だんから嫌いってことですか？」


「嫌いっていうか、苦手なの。それだけだって」


「それだけっていわれても……」


　ツバメの爽さわやかとも言える好き嫌いっぷりを日奈は理解しかねているようだった。健一にしてもツバメの言げん動どうは理解できないことも多いが、今回はなんとなくわかるような気もした。


「ま、気にしなくていいですよ。謝って欲しいって思ってたわけじゃないですし」


　今はそれよりずっと日奈の言動が理解できない。シーナとは本当に別人としか言い様がないほどに歯は切ぎれの悪い会話をしている気がする。


「……だったら余よ計けいなことでした？」


「うーん。余計なことってこともないですけど」


　健一はそれからどう言ったものかと考えてしまう。なんか話せば話すほどこじれてしまいそうな不安がしてくる。


「基本的に僕は何かに怒ったりしないんですよ。だから気にしないでください」


　なのでそんなことを言ってみたが、なんだか言い訳っぽいかもなあと思ったりもする。


「……佳奈ちゃんはあんな態度だったですけど、ちゃんと悪いと思ってますから」


　だからなのだろう、日奈はずれたようなことを言い始める。


「それはわかってるつもりです」


「でなければ、謝ったりしませんから。だからその……悪く思わないで欲しいんです」


　日奈は必ひつ死しにそう訴うつたえる。だが健一としてはそもそも悪くなんて思ってないのだし、どうしたらいいんだろうという気持ちになる。


「……えっと」


　それで健一はあの謝ってた時の佳奈のことを思い出す。


「なんて言うか、僕の感じたところではですね」


　そしてそれを元に感想を述のべてみることにする。


「は、はい」


「窪塚さん……って佳奈さんの方はですね。嫌いや々いやで謝っていたというよりかですね、単に照てれてたんじゃないかなあって……思ったんですけど」


　言いながら健一も自分で何を言ってるんだろうという気持ちになった。だが日奈はその答えに感かん激げきした様子を見せる。


「そ、そうなんですよっ！　佳奈ちゃんは実はすごい照れ屋やなんです」


　そして興こう奮ふんしたような声。


「……ですよね」


　それに気け圧おされた形で健一は小さく賛さん同どうの言葉を返す。


「私はそう思えなかったけどな」


　だからなのか横からツバメが呟つぶやく。


「鍵原って一人っ娘こだろ？」


　それに健一はそう尋たずねて、自分が佳か奈なに対して照れ屋だろうと思った理由がわかった気がした。どうやら自分は佳奈に蛍けい子このことを重ねていたらしい。


「だから？」


「だから、身近にああいう人間がいないのでわからないんだろ」


「そう言われたら、ま、反はん論ろんはできないけどさ」


　ツバメはそれでも佳奈の態たい度どが照れ屋という言葉で説明できるものか納なつ得とくしがたい様子で何かを思い出しては渋しぶい顔をする。


「……絹川君は身近にそういう人がいるんですか？」


　その隙すきをついて日奈がそんなことを尋ねてきた。


「姉が一人」


　健一はそれに短くそれだけ答える。


「そうだったんですか。お姉さんのことは初めて聞きました」


「……まあ、あんまり話すようなことじゃないですし」


　そう言ってから、本当に話すようなことじゃないということを健一は思い出した。


「でもさ、これがすっげー奇き麗れいな人なんだよ。蛍子さんって言うんだけどさ」


　なのにツバメは自分の姉のことでもないのに話に加わってくる。


「そうなんですか？」


「ま、絹川もけっこう美形だけど、お姉さんはもっと上だった。背は絹川と同じくらいで、髪かみが長くてさ、ちょっと冷たい感じなんだけど、これが格かつ好こういいんだよねー」


「格好いい人なんですね」


「うん。蛍子さんが男の人だったら、私、絶対、アタックしちゃうね」


　そしてツバメはそんなことを言い出し始める。それに健一も日奈も身を硬かたくする。


「なに？　その態度？」


　それを変に思ったのかツバメは健一に訝いぶかしげな表情で迫せまる。


「……いや、なんていうか、鍵原って本当に惚ほれっぽいなあって」


　健一はそれに苦笑いを浮かべてそう答えるしかなかった。でもさっき自分が反応してしまったのは本当はもっと別の理由だろうということはわかっていた。


　自分と蛍子とのこと。それだけでなく、きっと日奈のことだ。日奈が好きなのが佳奈であろうと思っているせいで、さっきのツバメの発言にひっかかってしまったのだ。


「悪かったわね。つうかさ、あんたのお姉さんを褒ほめてるんだから感謝するとかないわけ？」


「そりゃ、どうも」


「まったく絹川ってテンション低いんだから」


「……鍵原基き準じゆんで言われたら、そうだろうなあ」


　まあ、テンションが高い方と言う気もないがツバメに言われると反論したくもなる。


「なによ。窪塚さんだって、そう思うでしょ？」


　それでツバメは今度は日奈に賛さん同どうを求めようとする。


「……鍵原さんはすごく元気ですよね」


　でも日奈は弱よわ々よわしい声でそんな返事。


「むぅ。窪塚さんも絹川の味方ってわけ？」


　ツバメはそれで顔をしかめるが、すぐに怒おこっててもしょうがないかなと思い直したらしい。呆あきれた様子ではあったが笑って見せる。


「ま、窪塚さんから見れば、絹川も元気っぽく見えるんだろうしね」


「……すみません」


「いいの、いいの。私って、可か愛わいい娘と組むとそういう位置取りなんだ」


「そうなんですか？」


「男は可愛い娘と話したいけど話わ題だいがないから、私が盛もり上あげ係がかりみたいな」


　ツバメは短く自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべる。でも日奈はそれに真しん剣けんそのものの顔をする。


「私は盛り上げ係の方になりたいです」


「……ま、そういうのは望んでなるようなものでもないのかなあとか思ったり」


「そうなんですか？」


「相手次し第だいってのもあるけどね」


　それからツバメはチラッと健一の方を見る。


「なんだよ？」


「いや、千夜子も勇気あるなあって思って」


「俺みたいなヤツと付き合うのは無む謀ぼうだって言うわけかよ」


「いやいや。私が千夜子なら絶対に窪塚さんたちには近づかないだろうなってこと」


「意味わからないし」


「千夜子って普通からすれば、ずっと可愛いでしょ？」


「……まあね」


「でも窪塚さんは、もっと可愛いわけ。佳奈さんの方はともかく、日奈さんとか見てるともう絶ぜつ望ぼう的に可愛いって感じじゃない」


「絶望的に可愛いってのも良くわからないんだけど」


「私が自分と比ひ較かくして絶望するって意味よ」


「……なるほど」


「で、ま、私と千夜子なら、千夜子は文もん句くなく可愛い娘こってことになるじゃない」


「鍵原の場合は、また別の理り由ゆうの気もするけどなあ」


「うっさいわね。いちいち話の腰こしを折らないっ！」


「……はい。で、窪塚さんと千夜子ちゃんだと、窪塚さんの方が可愛いってわけ？」


「ま、好みの問題もあるけど、客きやつ観かん的に見ればそうなるでしょ？」


　ツバメはそう言ってジッと日奈の方を見る。日奈はそれで脅おびえた表情を浮かべる。


「そんなことないと思いますけど」


「ま、日奈さんはそう言うでしょうけど、実じつ際さいのとこ、厳きびしい勝負だって。ねえ、絹川だってそう思うでしょ？」


「いや、別に」


「……はいはい。あんたは千夜子大好きだから気にならないっていうんでしょ」


「だから、なんでそれを悪いことみたいに言うんだよ。いつもは千夜子ちゃんのこと以外、気にするなって言ってるくせに」


「時と場合によりけりなのよ」


「でも、佳奈さんの方が可愛いって言ったら、それはそれで嫌な顔するんだろ？」


「そりゃ、そうよ」


　そんなツバメの返事に、健一は結局は何が言いたかったんだろうなと思う。


「……お二人は仲よくていいですね」


　なのに日奈からするとそう見えたらしい。


「は？」


　健一は驚おどろき、ツバメはそれを否ひ定ていする。


「いや、全然、仲よくないって。もういつもケンカしてるくらいだし」


「って言うか、一方的に怒おこられてる」


「本当の話、千夜子の彼氏じゃなかったら、こんなヤツと話したりしてなかったと思うな」


　ツバメは賛さん同どうを求めて健一を見て、それから日奈の方を見る。


「……そうですか？　絹川君は格好いいし優やさしいし、いい人だと思いますけど」


　だが日奈はそれには異い論ろんがあるようだった。それを聞いてツバメが驚いた顔で、健一の方へと視し線せんを戻す。そして顔を近づけて、小声で語りかける。


「ど、どういうことよ、これ？」


「どういうことって言われてもなあ」


「つか、なんでああいう評ひよう価かになっちゃうわけ？」


「っていうか、鍵原は真に受けすぎだって」


「なによ、それ？」


「日奈さんの性格考えたら、さっきのは本気じゃないと思うんだけど」


「……ん？」


　言われてツバメは、少し考え始める。


「普通のことだって恥はずかしくてまともに言えないような娘なんだから、あんなハッキリと褒ほめるなんて逆におかしいだろ」


「ああ、そうか。そうよね。お世せ辞じだからすっと言えただけか」


　ツバメがやっと納得したという様子を見せて、健一から離はなれる。日奈はそんな二人を心配そうに見ていたようだった。


「……私、何か、まずいこと言いました？」


「ま、とにかく、私と絹川が仲がいいなんて事実はないですから。こいつは私の友達の彼かれ氏しで、私はこいつの彼女の友達。それだけです」


「そうは思えないんですけど」


「でも、そうなんです」


「……はい」


　結局、日奈はツバメに押しきられる感じで、承しよう諾だくするしかなくなったようだった。


「ついでに言うと、絹川は本当、嫌なヤツだから」


「そうなんですか？」


「今日だって私が金魚すくいでちっともすくえないでいたら、絹川がやってきてさ、一つのポイで十匹以上すくってみせやがるのよ？」


「……それって、格好いいと思いますけど」


「そりゃまあ他ひ人と事ごとならそうも思うでしょうけど、私が一匹もすくえない横でそんなことすることないって思わない？」


「ですね」


　そう言いながら、日奈はどう返事していいのかわからないで困こまってる様子だった。しかしそんな表情が急に明るくなるのが見えた。


「…………」


　そんな日奈の視線の先に健一は佳奈の姿を見つける。健一はそれでやっぱりそうなんだなと思う。日奈が好きな相手というのは、姉の佳奈なのだ。


　でも、それならなんで──と健一は考えてしまう。せっかく佳奈と一緒にお祭りを回っていたのに健一たちと合流するようなことにしたのだろう？　そして今もこうして佳奈と離はなれて健一たちと行動を共にしているのだろう？


「……やっぱり思い違いなのかな」


　そう呟つぶやいてみるが、どうもそうとも思えない。


　そして健一はシーナのことを思い出す。目の前の日奈と同一人物のはずのストリートミュージシャンのことも謎なぞだらけだったが、日奈も日奈で本当にわけがわからなかった。


「何か言いました？」


　日奈が健一の方を振り返って、心配そうな顔をするのが見えた。


「いや、別に」


　だけど健一は本当のことを言う気にはなれず、苦にが笑わらいを浮うかべて誤ご魔ま化かした。きっと聞いたところで、すぐにわかるようなことじゃない。それは聞かなくてもわかっていた。


　でもそう思ったところで疑ぎ問もんが消えるわけではなかった。ただ健一はそれを日奈に聞く気にはなれない。それはツバメが側そばにいたからというわけではなく、きっと日奈とシーナが同一人物だとは思えなかったからだという気がした。


「待ちわびてるみたいですから、急ぎましょうか」


　そして健一はこっちを見つけたらしい佳奈の視し線せんに気づくと、日奈にそう提てい案あんする。日奈はそれに嬉うれしそうにうなずくと、健一より先に足あし早ばやに歩き始めた。





　　　　○





　それからまた公園でのライブの日々が続いた。


　でも健一にとって日奈は変わらず謎の人物だった。なにせ全く会わなかった。学校はまだ夏休みだったし、そもそも別のクラスだから話す機き会かいなんてない。


　それにシーナに日奈のことを尋たずねるのもなんだか悪い気がしてできない。そうなると本当に日奈との接せつ点てんなど無いのだ。


「……とは言え、なんとかしないとなあ」


　健一はそう思いながら、幽ゆう霊れいマンションへ戻ってきた。


　シーナとのライブ活動は楽しかったが、本来の目的はあくまで日奈と思おもい人びととの仲を取り持つことである。その相手というのが佳奈らしいことはわかっているが、その辺りの事じ情じようを理解しないことには協力のしようもない。


　まあ、それを話さないということは、今の通り、ライブ活動を続けてればそれでいいという目もく算さんがあるのかもしれないが……シーナを見てるとその辺りには不安が残る。


「あなた、ここに住んでる人？」


　そんな健一にエレベーターから出てきた人が話しかけてきた。


「え？　あ、いや、まあ、そんなようなものですが」


　何事かと思って健一はその声の主ぬしを観かん察さつする。


　女性だった。年はけっこう上だろう。二十代半ばかもう少し上くらい。


　グレーのタイトスカートのスーツという服ふく装そうからするとＯＬという感じだったが、それにしては随ずい分ぶんと堂々とした印いん象しようをうけた。


　それは健一の知っている人間ではなかった。あまり顔を合わすわけではないので確かく信しんもなかったが、ここの住人というわけではなさそうだった。なにか纏まとっている空気からして、この場に似につかわしくない。


「じゃあ聞きたいんだけど、ここに十三階ってのはあるのかしら？」


　その女性はそう言いながら、エレベーターの横のパネルを指差す。当たり前のことだ、そこには十三階なんて表ひよう示じはない。十二階の上は屋おく上じようだ。


「……ないですけど」


　だから健一としてはそう答えるしかない。自分はそこに向かってる最さい中ちゆうだが、それを言ったところで意味がないことも知っている。


「無いわよねえ。ここは十二階建だてだものねえ」


　女性はと言えば自分で聞いておいて、健一の返答にあっさり納得したようだった。だから思わず、健一は尋ねてしまう。


「十三階に何か用でもあったんですか？」


「十三階って言うよりは、十三階に住んでるらしい人なんだけどね」


　そう言いながらその女性は手に持っていた携けい帯たい端たん末まつで何かを確かく認にんする。


「ここで合ってるはずなんだけど。運び出しの時もここってことで問題なく動いてたからって確認を怠おこたったのがまずかったかしらね」


　そして一人でなにやら反はん省せいを始める。


「まあ、会うためにやってきたわけじゃないし、今日のところは退たい散さんしますか」


　さらに今度は一人で納なつ得とくしてしまったようだった。


「あのぉ、住所はわからなくても電話をすればいいんじゃないでしょうか？」


　なので、ちょっと不安になってそんなことを尋ねてしまう。


「電話は向こうからはかかってくるんだけど、こっちからはかけられないのよね、これが」


「それじゃしょうがないですね」


「ま、そんなわけで、急に呼び止めちゃってごめんなさいね」


　そしてその女性はそれだけ言うとさっさとその場から去ろうとする。健一は本当に何だったんだろうと思うが、それでふとこの女性が捜しているのが誰だれなのかわかった気がした。


「綾さん……ですか？」


　その言葉に女性の足が止まる。


「ん？」


「えっと、桑くわ畑ばたけ綾あやさんに会いに来たんですよね？」


「そうよ？　なんでわかったの？」


　女性はそう尋ねながら、答えようとする健一を止めるように右手を突きだす。


「ちょっと待って。自分で考えるから」


「……はあ」
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　なんか変な人だなあと健一は思うが、その女性の次の言葉はさらに予よ想そうを超こえていた。


「あなたが健ちゃんってわけね？」


　それは間違ってはいなかったが、さっきの疑問の答えというには無む理りがある気もした。


「そうですけど」


「よしっ！　冴さえてるじゃない、私」


　そしてその女性はポケットから名めい刺し入れを取り出した。その仕し草ぐさは無む駄だが無く堂どう々どうとしていた。外から入り込んでくる日差しでこの女性が日本人離れした美び貌ぼうの持ち主だというのに健一は気づく。


　金色の長い波打つ髪かみとクッキリとした目鼻。そしてその瞳ひとみは青く輝かがやいている。それでも日本人らしい柔やわらかさも兼かねそなえていて、どうやらハーフなのだろうと健一は思う。


「私は錦にしき織おりエリ。聞いてるかもしれないけど、桑畑綾のプロデュースを担当してる者よ」


　健一は名刺を受け取りながら、想像していた人と全然違うなあと感じる。綾の作品を世界相手に売っているというからもっと年のいった人のような気がしていた。


「ど、どうも」


「その顔だと聞いてたのは名前だけって感じね」


　エリはそう言いながら驚いている健一が面おも白しろくてしょうがないという顔をしていた。


「……名前どころか、名みよう字じだけでした」


「ま、綾だったらそんなものか」


　それからエリは満足そうに笑い、また何なに事ごとか考え始める仕草を見せる。


「ははあ。なるほど、そうか。十三階だものねえ」


「……なんなんですか？」


「いや、こっちの話。どうして今まで気づかなかったのかなと自分の察さつしの悪さに感心したってだけだから」


「はあ」


　なんだかわからないが、まあさっきからずっとそんな感じだった気もする。


「で、健ちゃん」


　そこで急に興きよう味みが完全に健一の方へと向いたらしい。


「はい」


「一時間くらい時間ある？」


「……まあ、あるような無いような」


「じゃ、ちょっと付き合ってくれるかな？」


　そしてエリは返事を待たず、健一の手首を摑つかむと外へと向かって歩き始める。


「ちょ、ちょっと、綾さんに会いに来たんじゃないんですか？」


「私、無駄なことはしない主義なのよね。ま、あなたに連れてきてもらってもいいんだけど、今日は綾に会うより大事な用件が見つかったから、またの機き会かいでいいってわけ」


　本当に説明になっていない。エリは随ずい分ぶんと頭がいいようだが、人がそれについてこれないという事実にはあまり興味が無いらしい。


「……えっと、それってどういう意味なんでしょ？」


「今は綾よりも健ちゃんに興味があるってことよ」


　そしてエリはまるで待っていたかのようにやってきたタクシーを呼び止めると、健一を連れてそれに乗り込んだ。


「ここまで行ってくれる？」


　そして健一に見せたのと同じ名刺を運転手に見せて、ニッコリと笑った。





　エリのオフィスは一いちヶが谷やにあった。一ヶ谷は東京の真ん中というか、山手線の描えがく円の真ん中にあって、エリ曰いわく、どこにでも同じくらいの時間で行けるから便べん利りとのことだった。


「立りつ派ぱなオフィスですね……」


　エリのオフィスはなんだか美び術じゆつ館かんのようだった。そしてショールームのようでもあった。


　三階までは吹き抜けになっていて、その外がい壁へきに張はり付くように配はい置ちされている階段を上りながらも無数の陳ちん列れつ物ぶつが目に入る。


「ハッタリよ、ハッタリ。こういう仕事をしているとね、見み栄え張ってないとナメられるから」


「……でも、なんか全部高そうなものばっかりですよ」


「全部、借かり物なのよ。私がプロデュースしている人たちのサンプルってことでね、安く借りて飾かざらせてもらってるってわけ」


「そういうことですか」


　健一はそれに納得すると同時に、さっきから感じている不ふ思し議ぎな感かん触しよくの理由を探さぐる。なんだかスパイの秘ひ密みつ基き地ちのような初めて来たこの場所になぜか懐なつかしさを覚おぼえている。


「なに？」


　そんなことを考えている健一に違い和わ感かんを覚えたのかエリが話しかけてきた。それで健一は素す直なおに答えようとするが、また最初に会った時のように手を出してエリが制せい止ししてくる。


「ちょっと待って。自分で考えるから」


「……いいですけど」


　どうもそれがエリという人の癖くせなのだろうかと思う。


「ここに来たことがあったかなあと思ってた？」


「……かなり近いですね」


「えっと、じゃあ、ここに来たことがあるような気がするけど、なんでだろ？」


「そんな感じです」


　健一はそう答えて、エリにはその心当たりがあるのかなと思う。


「同じ人が作ったものなのよ、ここ」


「え？」


「有あり馬ま第三ビルとこのビルは同じ人がデザインしたものなのよ。私も今日、自分の目で見るまでは知らなかったけど、有馬さんってなかなかどうして素す敵てきなセンスの持ち主よね」


　健一は納得する間もなく、次の疑ぎ問もんに捕とらわれる。


「有馬さんって、あのビルのオーナーの人ですよね？」


「ええ。有馬十じゆう三ぞうさんね。あの辺にいくつもビルを持っているお金持ちで、何度か一いつ緒しよに仕事をしたことがあるわ。お金持ちだけど嫌いや味みが無くて、素す敵てきなオジサンって感じね。仕事もできるけど、ちゃんと遊べる余よ裕ゆうのある人よ」


「……そうなんですか」


　それが冴子の父親と呼ばれる人物なのかと健一は思う。そう考えるとエリが褒ほめているその言葉も少し受け入れづらい感じもしてしまう。


「ちなみにここのデザインをしたのは私の兄。いい宣せん伝でんにもなるだろうって格かく安やすで作ってもらったのよ。案あん外がいセコイでしょ、私って」


　エリはそう言って笑う。それもさっき言った見栄を張るという一いつ環かんなのだろう。


「ってことは……」


　そして健一はオフィスに入る前に置いてあった目を引くオブジェのことを思い出す。


「ちょっと待って。自分で考えるから」


　しかしそれをまたエリが制止した。


「……いいですけど」


「外にあったオブジェが綾あやのものだったかなあと思ってた。でしょ？」


　そしてそれから間をおかず、エリがかなりの確信を持ってそう尋ねてきた。


「正解です。よくわかりましたね」


　健一は素直に感心してしまうが、エリはそれを特に凄すごいこととは思ってない様子だった。


「よし。波は長ちようが合ってきたみたいね」


「波長？」


「ん？　いや、君の考えていることが読めるようになってきたってこと」


「……そんなに簡かん単たんにわかるものなんですか？」


　エリと話したのはほとんどタクシーの中でだけだった。それにしたって十分かそこいらの時間だし、その程てい度どで人の考えがここまで細かくわかるものだろうかと思ってしまう。


「人によるかな。君の場合は、けっこう親したしくしてた人に似にてるんで、そこから類るい推すい」


「なるほど」


　健一はエリの答えそのものよりも、自分に似てる人というのに興きよう味みを覚えた。自分が特別な人間なんて言う気はないが、似ている人間というのがどんな人間のことか気になる。


「ちなみに元カレとかじゃないわよ」


「……え？」


「あなた、その似てる人ってのがどんな人なんだろうって思ったでしょ？」


「あ、はい」


「なんて言ったらいいのかわからないけど、綾と健ちゃんみたいな関係よ」


「……余よ計けいわからなくなりました」


「そう？　うーん、そうかなあ」


　エリは失敗したのを誤ご魔ま化かすように笑う。それから階段を上り終えてドアの前で止まる。そこがどうやらエリの仕し事ごと部べ屋やということらしい。


　でもそこに入る前にエリは健一の方を振ふり向く。


「そう言えば、けっこう肝かん心じんなことを聞くのを忘わすれてたんだけど」


「はい？」


「君、名前は？」


　そして驚くべき観かん察さつ力りよくで人の考えを見抜く人間とは思えない間の抜けた質しつ問もんをしてきた。


「絹川健一ですけど」


「で、健ちゃんってわけね。私は君のことをなんて呼んだらいいかな？」


「呼びやすければ特に」


「そ。じゃ、私は健一くんって呼ぶわね」


　エリはそう言うと自信あり気な笑みを浮かべるとドアを開いて健一を自分の部屋に招まねいた。


「どうぞ？」


「どうも」


　部屋の中は意外にというべきか、いかにも社長室という感じの作りだった。手前に応おう接せつ用ようのソファが向かいあわせになって置かれており、奥おくには横よこ幅はばの広い木もく目め調ちようの机つくえがある。その奥には明るく光を取り込むガラス戸があって、今はブラインドで少し光こう量りようを抑おさえてあるようだ。


「ま、その辺に座すわってて」


「……はい」


　健一は言われた通りにソファに座ってはみるものの、よくよく考えるとなんでこんなところに来ているのだろうという気持ちにもなる。そもそもエリは綾に会いに来たのではなかったのだろうか？


「…………」


　それで気になってエリを目で追いかけると、彼女は荷に物もつを机の上において、そのまま健一の向かいに座る。


「それでね、健一くん」


「……はい」


「あなた、学校やめて、私の元で働く気はない？」


「は？」


　突とつ然ぜんの提てい案あんは健一の理解を超こえていた。


「より正確には私の元というよりは、綾の元だけど」


　しかしエリはそんなことを気にせず、自分の考えを述のべていく。


「ちょ、ちょっと待ってください」


「何？」


　それでエリは動きを止め、また何ごとか考え始める。


「そもそも学校に行ってない？　健一くんは高校生じゃないの？」


「高校生は高校生ですけど」


「なんでやめろというのかわからない？」


「わかる人がいるとも思えないんですけど」


「でも、ほら、今時、学がく歴れきなんて意味ないでしょ？　職しよく業ぎよう訓くん練れん校こうとかに行ってるならともかく、高校なんて出ても出なくても一緒よ」


「いや、そうだとしても、なんでやめるって話になるんですか？」


「だから、働かないかと言っているんだけど」


「……えっと」


　まあ筋すじは通ってるんだろうが、どうも理り屈くつが次の次くらいまで飛んでいるような感じだ。綾もいい加か減げん、マイペースというか自分の理屈で生きている感じだが、この錦織という人物もなかなかのものだなと思う。


「ま、とりあえず、学校をやめるかどうかは置いておくとして」


「……はい」


「私が健一くんにやって欲しいのは綾の世話なのよ」


「綾さんの世話ですか？」


「そそ。あの娘、才さい能のうはあるんだけど癖くせが強くて、なかなか適てき当とうな人材が見つからなくて困こまってたってわけ」


「で、僕なんですか？」


「そそ。綾もあなたに懐なついてるし、あなたはそういうの苦くにならないみたいじゃない」


「そうなんですかね」


　まあ、言われてみるとそうなんだろうなあと思う。綾の話では綾の母親さえ彼女の世話をしきれなくなって参ってしまったという。綾が気を許ゆるして、かつ綾の世話ができる人間となるとなかなか見つからないというのは本当のことだろう。


「他ほかにもいるなら、私も学校をやめろなんて言わないけど、どうかしら？」


「どうかしらと言われても……」


　そんな理由で学校をやめるなんて親に相談したら、そうでなくても崩ほう壊かい寸すん前ぜんの家庭が木こっ端ぱみじんに砕くだけてしまうんじゃないかと思う。


「お金はね。とりあえず年ねん収しゆう一千万で、五年契けい約やくで五千万。何かの都つ合ごうで綾があなたをクビにしてもその分はお金を払はらうわ」


「……えっと」


　とんでもない条じよう件けんを出されたなということだけはなんとか理解できたが、それ以上のことはついていけない。


「急いでお金が必要じゃないってことなら、もう少し長期で分ぶん割かつして払うってことでも良いわよ？　月に五十万で、年間六百万……だと多いか、月に三十万で年間四百万程てい度どに抑おさえて。あ、経けい費ひはこっちで持つから、綾が何か欲ほしがったら買ってくれていいわよ？」


「いや、その……」


　なんかもうすでに自分が学校をやめることが前ぜん提ていで話が進んでいるようで不安になる。


「ダメかしら？」


「……ダメというか、ちょっと展てん開かいが早すぎてついていけないんですけど」


「でもまあ、悪い話じゃないと思うんだけど」


「というか、なんで僕なんかにそんなに大金を出そうって言うんですか？」


　その辺りがそもそもわからない。


「だから、綾の世話をできるのがあなたくらいしかいないからでしょ？　そして綾の世話をするためならその程度のお金は払ってもお釣つりがくると私は考えている」


　エリのその言葉を信じるなら、綾は世話をする人間に一千万円払っても問題ないくらいお金を稼かせいでいるということになる。しかしあのお金に無む頓とん着ちやくな綾のことを思うに、エリが彼女の作品を信じられないほどの大金に換かえているということなのだろう。


「僕はその……芸術のことは良く知らないですけど、それとお金を結びつけるのはあんまり良くないことじゃないかなあと思うんですけど」


　だからそんなエリのやってることに健一は抵てい抗こうを感じてしまう。まあ、綾を騙だましているというわけではないだろうが、なんだか綾を利用してお金を儲もうけているみたいな気がしてそれが快こころよく思えなかった。


「それは、そうね。私も同感」


　なのにエリは自分への抗こう議ぎのはずの健一の意見をあっさり肯こう定ていする。


「……え？」


「私も芸術とお金は本来関係のないものであるべきだと思うわ」


「えっと……」


　そして健一はまた別の意味でよくわからないことになったと思う。


「でもお金は必要なのよ。暮くらすためにも、作品を作るためにもね。だから、私はお金を稼ぐのに必死になっている。それはもうみっともない程ほどにね」


「……そうなんですか？」


「そして健一くんが、私が綾を利用してるみたいだと感じているとすれば、それも正しいわ。私は綾を利用している。でもそれは、これはもう信じてもらうしかないことだけど、自分の懐ふところを暖かくするためではないの。現代美術は本当にお金にならない。一部の人間しか食っていけない。そういう寒い業界なの」


「……その辺はなんとなく」


「そういうところには才能は集まらないし、集まっても続かない。だから私は綾を使って芸術の値ね段だんを釣つり上げている。そうすることで他の人間の作品の価か値ちも上がるし、そういうところならと人が集まってくるのよ。私は綾のプロデュースのようにすぐにお金になることもしているけど、この先、十年はろくなお金にならないこともしている。ま、そっちは誰だれも知らないから私はお金になることばかりしているように見えるんでしょうけど」


　エリはそう言ってわざとらしくお手上げというポーズをしてみせる。それはエリのハーフっぽい外見にしっくり来る仕草だった。


「ま、そんなわけで私は業界的にはお金の亡もう者じやなんて呼よばれてるみたい。でも、それでいいのよ。私の仕事は、芸術家のためにお金を稼ぐことなの。だから綾には今まで以上に頑がん張ばって欲しいのよ。彼女はトップランナーなの。馬ば鹿かな素人しろうとにだって露ろ骨こつにわかる凄すごさを持った天才の中の天才よ。彼女の作品のためにお金を払う人が増ふえて、芸術に興きよう味みを持ってくれる人が増えてる。結果、他の人も綾ほどじゃなくても十分と言えるお金を手に入れられるようになる。そうすればその人たちも作品のことだけ考えて暮くらしていけるようになる。私はそのために仕事をしているし、だからそれを揶や揄ゆされようが戦う」


　エリはそれで興こう奮ふんした様子で健一の方をじっと見つめる。


「だから五千万くらい払ってもいいってことなんですか？」


「そういうこと。もっと欲しいって言うなら払ってもいいわよ？」


「……いや、別にお金のために綾さんの世話をしているわけじゃあないですし」


「でも、お金があれば色々なことができるわ」


「それはそうですけど」


　健一はエリの強ごう引いんさに戸と惑まどいながらも、それでも彼女の行こう動どう理り念ねんのようなものはわかるような気がした。エリは本当に綾の才能を認みとめており、それを世界中にも認めさせようとしているのだ。そこに大金が動くというのも事じ実じつだが、エリの目的はそっちにはないのだろう。ただ、彼女は自分がいいと思ったものをもっと世に認めさせたいのだ。


「ま、いいわ。とりあえず、その辺りは考えておいてくれれば、それで」


　健一が納なつ得とくしたのに気づいたのか、エリは少しクールダウンした様子を見せる。まあ、いくらなんでも高校生にいきなりこの場で本気で学校をやめるのを迫せまるわけもないだろう。


「……一応、考えておきます」


　だから健一もそんなエリの想おもいに報むくいたいなあとも考えるが、実じつ際さいには色々と問題があるなとも思う。それに綾が以前、言ってたことが気になった。


　このマンションからはいつか大人になって出て行かないといけないんだよ──綾のその言葉。そして別れの予感。その大人になって出て行くというのがいつのことかわからない。でもそれはそう遠くない未来なのだろうとは思う。エリは五年契けい約やくと言っていたが、それだけの時間が残されているのかどうかも怪あやしいものだった。


「そう言えば、健一くん？」


　しかしエリはそのことには触ふれず、別の話題を振ふって来た。


「なんでしょ？」


「君って絹川健一って名前だったわよね？」


「そうですけど」


「で、住所はあの辺よね？　高校は比ひ良ら井い？」


「はい」


　それが綾と同じだと言うのかなと健一は思うが、エリは別の名前を口にする。


「ってことは、絹川蛍子って健一くんのお姉さんってことかしら」


「知ってるんですか？」


「まあ、目をつけてる一人ってところかしら。まだ大学生だし、仕事にする気があるのかまではわからないけど、ちょっと気に入ってるかな」


　エリはそう言って小さく笑う。


「世間って狭せまいですねえ」


「私の見けん聞ぶんが広いって見方もあるけど、正直言うと綾の母校を見に行った時に発見しただけだから、ま、そんな大たい層そうなことじゃあないけど。でもその弟さんと綾が知り合いってのは、ちょっとした縁えんを感じるわよね」


「そうですね」


　実際、何か不ふ思し議ぎな引力のようなものがあって健一と綾は出会ったという気はしていた。あのあるはずのない十三階という存そん在ざい自体もそうだが、そこにはなにかきっと理り屈くつではない何か理由があるのだろうと思う。


「それで、その、錦織さん？」


　しかし健一はそれとは別のことが気になって思いきって聞いてみることにする。


「エリでいいわよ」


　でもなんだかそう言われてくじかれたような気分に。


「エリさんですか……なんか言いづらいんですけど」


「じゃあ、錦織でいいわ。で、聞きたいのはお姉さんのこと？」


「あ、はい。ホタルは……姉は才能あるんですか？」


　その質問をするのにはかなりの勇気が必要だった。健一は蛍子の絵を好きだったが、それがエリのようなプロのお眼め鏡がねに適かなうかは別のことだろうと思うし、それにエリがダメと言うようなら本当にダメと思うしかないだろうと感じていた。


「健一くんはどう思うの？」


　でもエリは答えらしい答えを言ってはくれなかった。


「才能とかはよくわからないですけど、ホタルの絵は暖あたたかい感じがして好きです」


「私も同感ね。まだまだ若いし未み熟じゆくなところはあるけど、ポテンシャルは秘ひめてる。そういう意味では才能があると言ってもいいと思うわ」


　エリはそう言うとすっと立ち上がって、健一にもついてくるようにと手で合図を送る。


「ちょっと見て欲ほしいものがあるんだけど」


　そしてエリは部屋の奥おくにある扉とびらの方へと向かう。健一は何か蛍子に関かんするものかなと思い、それに従したがう。


「……で、なんなんですか、見て欲しいものって？」


　そして言われるまま、その部屋の奥まで入ってみるが、エリは扉のところに立ったままで何のことか教えてはくれない。


「ま、見て欲しいというよりは、見せて欲しいと言った方が正しかったかな」


　そんな健一にエリは奇き妙みようなことを言い始める。


「は？」


　そして健一は改めてその部屋を見渡す。そこはさっきまでいた部屋とは対たい照しよう的てきに、仕事のための部屋という雰ふん囲い気きは全く無かった。エリの私室。より正確にはエリの寝しん室しつという感じの、ひどくプライベートなものだった。


「でもお互たがい様ではあるから、間ま違ちがいというわけでもない」


　そう言ってエリはドアを閉しめ、ニッと少し人を不安にさせる笑みを浮かべる。


「えっと……」


　その段に至いたって、健一はやっと身の危き険けんを感じた。いつものことだが、こういう時に妙みように察さつしの悪い自分に改めて気づかされる。


「あなた、凄すごいんですってね」


　そしてすでに手て遅おくれであることも、近づくエリの言葉から理解してしまった。


「な、なんのことでしょうか？」


「初めてなのに五回もしたって聞いたわよ」


「……それってその、綾さんから聞いたってことですよね？」


　そしてそれはつまり、この後の自分に振ふりかかる運命の確かく認にんでもあった。


「お風ふ呂ろとベッドとどっちがいいって聞いた方が良いかしら？」


　しかしエリは答えず、さらなる質問をする。それは間違いなく、綾と関係を持ってしまった時に、彼女から聞かされた問いだった。


「えっと……」


　それでも健一は後ずさり逃げようとはしてみた。だが、出口はエリの背はい後ごの一か所だけ。逃げたところで風呂場に閉じこもるのがやっとだろう。


「ちなみに私、マーシャルアーツの達たつ人じんだから暴あばれても逃げられないわよ」


　そしてそれを察した健一にエリはさらなるトドメの一いち撃げきを放ってきた。


「ぐぐ……」


「でも、健一くんはか弱い女性に暴ぼう力りよくを振るわせたりしないわよね？」


　そう尋ねるエリの笑みに健一は意識が遠ざかるのを感じる。実じつ際さいに殴なぐられたのかどうかはわからないが、それぐらいの衝しよう撃げきが頭を襲おそったのは間違いなかった。





「……うぅ」


　一時間くらい後のこと、健一はベッドの上で、そんな押し殺した泣き声を上げていた。


「もう、泣かない、泣かない」


　一方、エリはと言えばシャワーを浴あび終えて、ご満まん悦えつという様子で戻ってくる。


「……泣きますよ、普通」


「それもそうかな」


　しかしエリはやっぱり悪びれる様子もない。


「ま、いいじゃない。悪いのは全面的に私なんだし」


「……そういう問題でもないと思うんですが」


　健一はそうは言いつつもそういう問題なのかもしれないとも思う。そして綾と同じようなことになった時のことを思い出す。


　その時も全く同じように自分は泣いていた。千夜子が真しん剣けんに告白してくれたというのに、綾とそういうことになって、自分が情けないと思って。しかし今回はそれとは少し状じよう況きようが違うのかもしれない。


「ちなみに本当に私が悪いのよ。この部屋はおろか、オフィスに連れて来るところからして、このための布ふ石せきだったんだから」


　だが、どう違うのか考える前にエリはとんでもないことを言い始める。


「え？」


「だって仕事の説明をするだけなら、その辺の喫きつ茶さ店てんでも良いわけでしょ？　ま、仕事を頼むという以上、こっちがどの程度の規き模ぼで仕事をしているか見せる必要があったと解かい釈しやくしてくれてもいいけど」


「……いや、普通は後者の方を考えますけど」


「でも私は、あなたが綾の言う健ちゃんというのに気づいたときから、こうなることを企たくらんでいたわけ。まあ、話しているうちに興味が無くなるかもしれないとも思ってはいたけど」


　そしてエリは不ふ敵てきに笑みを浮かべる。


「もしかして、けっこう確かく信しん犯はんな方ですか？」


「うん。かなりね。久ひさ々びさに燃もえたわよねえ。下では皆が真ま面じ目めに仕事してるのに、私ったら何をしてるのかと思いつつ、若い男の子を連れ込んで楽しんでるなんて、私ったらなんて悪い女なんでしょ？」


「わかってるなら、なんでこんなことを？」


「わかってるから、したんじゃない？」


　エリは笑みを浮かべ、それから少し真剣な顔つきになる。


「でも、あなたはそれでも自分が悪いのかなって悩なやんでしまうわけね」


「……みたいですね」


「ま、同じ理由かはわからないけど、わかる気もするわ」


　エリはそう言ってベッドの上に座すわる。


「私もあなたぐらいの年の頃ころは苦労してたしね。良い意味でも悪い意味でも私は浮いてて、馴な染じもうと頑がん張ばってた。だから何か良くない結果が出るとね、それが全部、自分のせいだって感じてたわ」


「そうなんですか？」


　健一はエリの話に最初は驚おどろいたが、次し第だいに理解できるような気もしてきた。


「人に合わせようとしても出来なくてね。ボロが出るたびに、なんか人とギスギスしてね。次第に自分は人に嫌きらわれるために生まれてきたんじゃないかなって思うようになったものよ」


「それでどうなったんですか？」


「どうにも。ある日、それが限げん界かいに達たつして、思うだけじゃなくて確信するようになった」


「……えっと」


「でも、それで開き直れたのも事実。何しても嫌われるなら、もう好きなことしてやれって思って、後はもう人と合わせるなんてこと諦あきらめたわけ」


「それはそれで豪ごう快かいな展てん開かいですね」


「そうしたら、目に見えて敵も増えたけど、味方も少しは出来てね。だから私はそうして生きていこうと思ったの。自分が好かれるのは諦めて、自分を大事にしてくれる人と自分が大事にしたい人を幸せにしていこうって」


「それで今みたいな仕事をしてるんですね」


「そういうこと。だからまあ、私はこういうヤツだってことで諦めて欲しいかな」


　そう言って笑うエリはどことなく綾に似ている気がした。


「でも……」


「さっきのことは私が私のためにしたこと。あなたはただの被ひ害がい者しやでしょ」


「それはそうですけど」


「でも自分が許せないというなら、それはそれでいいんじゃない？」


　エリはそれをなんだか他人事のように告げる。


「……いいんですか？」


「うん。誰が責せめるでもないのに、君が君を責めるというなら、それが君ということなんだし。そう言うことなら、私も私で君が君を許さないように私を許さないことにするわ」


「それって……どういう意味でしょ？」


「私は今日の罪つみ滅ほろぼしをするわ。いつか君が困こまった時、それはきっと誰か別の人のために無力を感じた時のことだと思うけど、その時、私はできる限りではなく、他のことを投げ打ってでも君の力になる」


「……いいですよ、そんなこと」


　健一はエリの迷まよいない言葉に気け圧おされるのを感じた。そしてこのエリという女性が決して冗じよう談だんやその場しのぎでこんなことを言ってるのではないというのを感じた。まだ会って一時間やそこいらの相手だったが、それでも彼女が信じるに足る人間だと理解していた。


「悪いけど、そこに君の意志は関係ないの。君が君を許せないように、私はそうしない私を許さない。それだけの話だし、それが私にとって決して無む視しできない誓ちかいでもあるの」


　エリはそう言ってから、ちょっと力の抜けたような表情を浮かべる。


「あ、でも一つだけ例外を設定してもいいかしら？」


「……いいですけど」


「綾のためにならないことに関しては、その限りではない──ということで」


「それって僕が綾さんを困らせるようなことを言い出すってことですか？」


「ま、単に私にとって一番大事なのは綾ってだけのことって思っていてくれればいいわ」


　エリはそう言って笑うと、だからもう元気出しなさいと健一の背中を叩たたいた。


「……はい」


　そして健一はなんだかはぐらかされてしまったなあと思いつつ、エリに言われるままにシャワーを浴びることにした。





「そう言えば、健一くん」


　健一が体を洗い終えて出てくると、エリはもう完全に身み支じ度たくを整ととのえ、仕事にもどっているかのようだった。そのギャップに健一は場ば違ちがいな気分にさせられる。


「……なんですか？」


「比良井の辺りで最近、何か話題になってることがあったでしょ？」


「話題ですか？」


　なんだろうと健一は思うが、エリがそもそもどういう話題を気にしているのかわからない。


「うちで働いてる女の子が、これは注目かもしれませんよって話してたんだけど」


「……それだけじゃなんとも」


　エリは自分でも思い出せないのが不ふ思し議ぎという態たい度どであれこれと考え、そして急に明るい表情を浮かべると、その答えを口にした。


「シーナ＆バケッツ──ってバンドが人気らしいんだけど聞いたことある？」


「……聞いたことがあるもなにもないんですけど」


　健一としては苦笑いを浮かべるしかない。


「どういうこと？」


「僕はそのシーナ＆バケッツのバケッツの方なんです」


「へえ」


　エリは小さく呟つぶやいて笑い、それから納得がいった様子で三回ほどうなずく。


「面おも白しろい子ね、本当」


「……それって僕のことですか？」


「そりゃそうよ。綾のお気に入りで、絹川蛍子の弟おとうとで、そしてシーナ＆バケッツのバケッツと来たら、それはもう面白いと言うしかないじゃない」


「そうなんですかねえ」


　健一としてはまあ色々な偶ぐう然ぜんが重なったということなのかなあと思うが、どうもエリにとってはそれだけというわけではなさそうだった。


「やっぱり君と仕事をしたいわ。学校出てからでもいいし、大学出てからでも、どこか他のところに就しゆう職しよくしてからでもいいわ。それでも私のことを覚えていて、一いつ緒しよに仕事をする気になったら連れん絡らくをちょうだいな」


「……は、はい」


「ま、その時に頼たのむのは綾の世話かどうかはわからないけど、あなたには私の好きなタイプの人間を引き寄せる何かがあるみたいだし、側そばにいてくれると嬉うれしいわ」


　エリはそう言ってニッコリと笑うと握あく手しゆを求める。健一はまだ服を着ておらず、腰こしにタオルを巻いた姿すがたという間ま抜ぬけさに気づきながらも、そんな彼女の手を握にぎり返す。


「自分ではそんな大たい層そうな人間とは思ってないんですけどね」


「そうねえ。あなた自身が大層な人間かどうかは私にはまだ判はん断だんつきかねるかな」


　エリはそう言いながら、健一のことをジッと見つめる。


「……ですよね」


「でもまあ、エッチに関してはかなり自信を持ってもいいかもしれないわよ」


「そういうことなんですか？」


「ま、そういう話じゃなかったわよね」


　エリはそれで真剣な顔になって、何事か考え始める。それを健一がじっと見守っているとエリは不ふ思し議ぎな質問をしてきた。


「健一くん、シーナは本物だと思う？」


　それはさっきまでとは違って健一自身の話ではなかった。だから健一は一いつ瞬しゆん、虚きよをつかれてしまう。でも、その問いの答えはすぐにわかった。


「思います」


　健一はそう答え、それにエリはニッと笑う。


「じゃあ信じるわ。もしシーナ君がその気になったら、私のところに連絡してきて。音楽は私の専せん門もんじゃないけど、責任持って相応ふさわしい人間に紹しよう介かいしてあげるから」


　それはシーナをプロの歌手にするという意味なのだろうと健一は理解する。しかもエリがそう言う以上、一応・歌手とかそんな生ぬるいことを考えているわけでもなさそうだった。


「それってその……」


「ええ。シーナ君を日本を代表する歌手にしてみせるってことよ」


　だがエリの答えは健一の予想の遥はるか上をいっているようだった。さすがは世界のクワバタケをプロデュースしている女性だなと健一は思うしかない。


「じゃ、今日はそういうことでいいかな。これ、帰りのタクシー代ね。お釣つりは拘こう束そく料りようということでとっておいていいから」


　そしてエリはにこやかに封ふう筒とうを渡した。


「ど、どうも」


　健一はそんな奇き妙みようなエリの段取りの良さに素す直なおに受け取るしかなかった。





　　　　○





　タクシー代をもらったものの、やっぱりなんだか勿もつ体たいない気がして電車に乗った。おかげで少し時間がかかったが、そのせいかやっとエリの言っていたことに実じつ感かんが持てるようになったらしい。


「すごい、すごいことになったぞ」


　そして比良井の駅の改かい札さつを抜ける頃には、逆に興こう奮ふんを抑おさえられないようになっていた。


　エリがどれほどの人間か正確なところはよくわからない。でも、自分の言葉にちゃんと責任を持つ人なのだろうと感じていた。


「シーナ君を日本を代表する歌手にしてみせるってことよ──か」


　だから、その言葉はきっと本気なのだろう。エリがそう言う以上、きっとそうしてくれる。


　まあ、自分にはそんな野や心しんはないし、シーナの目標は歌手になるってことでもない。単にシーナは好きな娘に振り向いて欲しくて地元でストリートライブを始めただけだ。


　でも、やっぱりエリのような人間がシーナを認みとめてくれたことは嬉うれしかった。その気になれば世界を相手に出来る。そんな可能性を思うだけで健一は飛んでいるかのようなウキウキした気持ちになる。


「シーナ、いる？」


　だから十三階分の階段を上るのもまったく苦にならなかった。軽々と駆かけ上がり、健一は１３０１へと辿たどり着く。


「……さっき、来たみたいだったけど」


　しかしそこにいたのは冴さえ子こだけだった。健一のテンションの高さに驚おどろいた様よう子すで、ちょっと不安そうな顔をしている。


「じゃ、部屋に行ってみるよ」


　待ってても良かったが、どうもそんな気分ではなかった。とにかく今すぐ、今日のことをシーナに教えてあげよう。そんな気持ちが健一を１３０５へと運ぶ。


「シーナ、今日ね……」


　ドアを開けるや否いなや、健一は話を始めようとしたが、すぐに言葉を失うしなった。


「…………」


　少し考えればわかることだった──なんて思ってみても、遅おそかった。


　部屋にいたのはシーナとも日奈とも言えなかった。それが何な故ぜかと考えてみて、健一は日奈が服を着替えているところだと理解した。


　しかもかなり決定的な瞬しゆん間かんな気がする。


「…………えっと」


　意外に大きかった。それが何かって言われると、胸むね。目立たないようにサラシを巻まこうとしているところだったらしく、思いっきり見てしまった。


「……ご、ごめん」


　何秒くらいじっと見入っていたのかわからない。日奈の方も何も言わず、何も動かずだったからほんの数瞬のことだったのかもしれない。


　とにかく健一は自分の時間が動き出すのを感じると慌あわてて目を閉じ、後ろに跳とぶようにしてドアを閉しめた。


「……ど、どうしよう」


　そしてうなだれながら健一はドアのノブに相談するように呟つぶやく。


　今日の今日まで頭のどこかで否ひ定ていしたことが、やっぱり事実だと知ってしまった。それに、なんというか随ずい分ぶんなことをしてしまったような気もする。


　着替えを覗のぞいてしまったのだ。日奈が何を考えているのかわかりかねてはいたが、さすがに蛍子の様に見たければ見ろなんて言うとも思えない。


「……まいったぞ」


　混乱してきた。大事なことはシーナにエリに言われたことを話すことだったはずなのに、気づくと、さっきのことをどう詫わびたらいいのか考えている。


　いや、それは当然のことというかそうしないとマズイ。でも本当、悪わる気ぎはなかったわけでというかむしろ浮うき足あし立だってただけで……って、全然、言い訳になってないし。


　というかやっぱりシーナは女の子だったんだなと安心してるような気もするんだけど、それを確かく認にんした方法にはかなり問題もあって、というか女の子なのはやっぱり不ふ都つ合ごうがあるんじゃあないかななんて思ったりもする。


「うわ、なにしてるんだ、俺おれ……」


　頭がグルグル回って、時間だけが過すぎていく中、健一の焦あせりはどんどんと加か速そくしていく。


「入れよ」


　でも目の前のドアは健一の意志とは無関係に開き、その向こうにシーナの顔が現あらわれた。


「……いいの？」


　健一の混乱に対して、シーナはひどく冷れい静せいに見えた。


「いいよ」


「じゃあ、失礼しますー」


　健一はオズオズと部屋に入り、やっぱりさっきの幻げん覚かくだったのかなあなんて思った。このヤクザの事じ務む所しよのような部屋で、学校でも評ひよう判ばんの美少女が着き替がえをしていたなんて、やっぱり……残念ながら本当だ。誤ご魔ま化かそうとしても無理がある。


「いやー驚いた、本当。シーナってば、けっこう胸が大きいんだね。あはは」


　健一は引きつった笑いを浮かべながら、それを全すべて笑って流そうと試こころみるが、それは出で来きない相そう談だんだった。シーナはそれに笑み一つ浮かべず、じっと健一を見る。


「まあ、体は女だからな」


　ひどく不ふ機き嫌げんそうに呟く声が聞えた。健一はさらにまた悪い方向へと進んでしまったのを感じて、何を言って良いのかわからなくなる。


「忘れろよな」


　そんな健一にシーナがそう告げる。


「え？」


「忘れろと言ったんだ。さっき見たことは忘れろ、いいな？」


「……あ、うん。シーナがそう言うならそうする」


「俺が言わなくてもそうしろ」


「は、はい」


　健一は有う無むを言わさないシーナの言葉に何度もうなずくと、言われた通りに忘れることにした。シーナにとっても自分にとってもそうした方がいいのだろうと思う。


「……でも、ごめん。いきなりドアを開けたりして、不注意だった」


「だから、無かったことに謝あやまる必要はないって言ってるんだよ」


「そうだね」


　どうやら謝るのもダメらしい。本当にもう無かったことになったようだ。


「で、何の用だったんだ？」


　そしてシーナの質問でやっと健一はここに来るまでのことを思い出す。


「そうそう。シーナに言おうと思ってたことがあって」


　それを言いかけただけで、健一はさっきまでの混こん乱らんや日奈への謝しや罪ざいの気持ちが一気に塗ぬり替かえられるのを感じた。


「何だよ？」


「今日、錦織さんに会ったんだ」


「……錦織さんって誰だよ？」


「綾さんのプロデューサーなんだけどさ、その人がシーナの噂うわさを聞いて興きよう味みを持ってたらしいんだよ。で、俺に『シーナは本物だと思う？』って聞いて来たんだ」


　健一は興奮にまた捕とらえられているのを感じる。


「で、健一はなんて答えたわけ？」


「そりゃもちろん『思います』って答えたよ。そうしたらさ、錦織さんが興味があるんだったらシーナを売り出してくれるって言ってくれたんだ」


　健一はその時のことを思い出し、一気にその思いを口にする。


「……へえ」


　しかしどうもシーナはあんまり喜んでいないようだった。


「嬉うれしくないの？」


「うーん。正直、凄すごすぎてよくわからない」


「……そりゃ、そうかな」


「あと、そんな知らない人に言われても、やっぱりピンと来ないなあ。綾さんをプロデュースしてる人って言っても、それだけじゃどんな人かわからないし」


「そうだな……俺もよくわからなかったけど、凄い人なんだなってのは感じた。頭が良くて、本当に仕事が出来る人って感じだった。しかもそれだけじゃなくて、すごくいい人だった。お金にはうるさい人っぽかったけど、それも責せき任にん感かんの現われって言うのかな」


　健一はもっと的てき確かくにエリのことを伝えたいと思うのだが、それが上う手まく言葉にならない。そのせいでなんだかシーナが理解してくれてないのが、逆に寂さびしく感じる。


「うん。でも、そんな凄い人のことはとりあえずいい」


「……そうなの？」


「俺はそんな凄い人の前で、俺を本物だって健一が言ってくれたってことの方が嬉しいよ」


「そんなの、当たり前じゃないか」


　健一はまた自分は言葉にするのが苦にが手てだなと思ってしまった。


　シーナが本物だってことを疑うたがう必要なんて健一にはない。初めてのライブの時、大人から子供までただ声を上げるだけで惹ひきつけた。それだけで健一には十分だった。拍はく手しゆの波に呑のまれてしまいそうになりながら、シーナを誇ほこらしく思ったことだってそうだ。シーナと一緒に過ごした時間が健一にシーナが間違いなく本物だと教えてくれた。


「当たり前って言われるほど、当たり前じゃないだろ」


「そんなことないよ。皆、知ってるよ。ライブに来たことがある人なら、全員が全員、そうだって答えるよ」


　健一はもっと自分の気持ちを伝えたいと思うが、それは出来なかった。上手く言葉に出来ず、気持ちだけが体の中でグルグル回っているようだった。


「ありがとな」


　なのにシーナはそう言って、照てれ臭くさそうに笑った。


「……あ、うん」


「ライブの時、俺が本物だって感じたのなら、俺を本物にしてくれたのは健一だよ」


　シーナはそして頰ほおを指でかきながら、恥はずかしそうに続ける。


「シーナだけじゃ本物にはなれなかった。シーナ＆バケッツだから本物になれたんだ」


「そんなことないよ」


　でも健一は知っていた。一人屋おく上じようで歌っていたシーナの声に足を止めた時にはもうシーナは本物だったのだ。自分はただ、それに付き合わされ、一緒の場ば所しよにいただけだ。


「いや、でもそうなんだ」


　しかしシーナは断だん固こ、それを主しゆ張ちようする。


「健一がいてくれたから、俺は皆みなの前で歌う気になったんだ」


「……うん」


　健一は理由もわからず、シーナの言葉にうなずいていた。自分がそんなにも大事なポジションにいたとは思わない。でもシーナの言葉はきっと本当なのだろうと感じた。


「まあ、そのなんだ……お前がどう思ってるかは知らないけどさ」


　そしてそんな健一の納得いってない様子に、シーナはたどたどしく話を続ける。


「うん？」


「俺は健一のことを親しん友ゆうだって思ってるぜ」


「ありがと」


　健一は素直にそう答えていた。シーナが本当は日奈で、日奈のことがよくわからないということはもう気にならなかった。


　シーナはシーナで、そのシーナは心からそう言ってくれたのだ。健一にはそれ以上はもう望めないし、望む必要もない。


「俺もシーナのこと、親友だって思ってる」


「……ま、当然だな」


　シーナはそれでも不安そうな顔をしていたように思う。でもそれもすぐに笑顔に変わって消えてしまったようだった。


　だから健一も笑った。色々と片かたづけないといけない問題もあったはずだったが、シーナといるとそれを忘れることが出来た。


　それがいつまで続くかなんて考えたくもなかった。だから笑えるうちは笑っておこう。そう心に決めた。





　　　　○





　シーナ＆バケッツの活動が当たり前になった頃、以前の日にち常じようが少し戻もどってきた。


　でも、それは戻ってきて欲ほしいと望んでいた絹きぬ川がわ家けの日常ではなく、夏休みが終わって学校へ行く時じ期きになったというだけだった。


　しかしだからと言って本当に前のままというわけもなく、健けん一いちにとってもそうであったように夏休みの間にクラスメイトたちにも色々な変化が訪おとずれているようだった。


「おはよー、お二人さん」


　そして、とりあえず鍵原ツバメに関しては、どうも祭まつりのあった後からまた何かあったらしい気け配はいを感じる。教室に現われた健一と千ち夜や子こに機き嫌げんよく挨あい拶さつをしてくる。


「おはよう、鍵原」


　ツバメは朝から妙みようにテンションが高い。これは何か面白いものを見つけたか、新しい好きな人を見つけたパターンだなと健一は当たりをつける。


「おはよー、ツバメ。なんかあったの？」


　千夜子も同じようなことを感じているようだった。まあ、ツバメとの付き合いはずっと長いのだからわからないというはずもない。


「昨日きのう、ちょっと良いものを見つけたんだよね」


　ツバメはそうは言いながらも出し惜おしんでいる気配を見せる。


「良いもの？」


「うん」


　ツバメはそう言って、挨拶以外はしない健一の方を見る。


「……俺にも聞けって？」


「そそ。知りたいでしょ？」


「いや、別に」


「……知りたがりなさいよ。私が見つけたとっておきの情報なんだから」


「鍵原とはあんまり趣しゆ味みが合わないしなあ」


　健一はそう言いながら、自分たちが邪じや魔まをしているらしいと気づいて、千夜子と共に少しその場から移い動どうする。それで人の流れに邪魔されるのが不ふ快かいなのか、ツバメは二人の方に机つくえの脇わきを移動してやって来る。


「興味あるでしょ？」


　さっきまでの話はどこかに消えてしまったらしい。


「……はいはい。で、そのとっておきの情報って何？」


　ツバメはイマイチ健一の態度が気に入らなかったようだが、自じ信しん満まん々まんに口を開く。


「シーナ＆バケッツって知ってる？」


「……えっと」


　健一はどう答えたものだろうと思ってしまう。というか、いつのまにかツバメがライブを観みに来ていたとは知らなかった。


　しかしそんな健一の悩なやみもよそに、千夜子がツバメに尋たずねる声が聞える。


「昔むかし、そんなバンドがあった気がするけど、それ？」


「違ちがう、違う。最近、比ひ良ら井い駅えき前の公園で活動しているバンド」


「へえ、そんなのがあるんだ」


　そしてわざわざ興味があるか確認したはずなのに、健一とは無関係に二人の会話は続く。


「男の子二人のユニットで、シーナ君がボーカル、バケッツ君がハーモニカ担当なのよ」


「ボーカルとハーモニカって変わった分ぶん担たんだね」


　なんだか千夜子の反応のしどころも変な気がしたが、やっぱり健一は参加できない。


「そうなんだけどさ、これがかなりいいの。シーナ君のボーカルはもう、ちょっと言葉では言い表あらわせないし、バケッツ君のハーモニカもこうジンとくるって言うのかな」


「……で、それがなんなの？」


「なんなのって……こういう展てん開かいからすれば、一いつ緒しよに観に行かないってことでしょ？」


「……でも、私、そういうの興味無ないし」


「なんて友達甲が斐いの無い娘でしょ、千夜子は」


　ツバメはガックリとうなだれ、でもすぐに復ふつ活かつすると健一の方を睨にらむ。


「絹川はそんなこと言わないよねえ？」


「うーん。ていうか、無理」


　しかし睨まれようが恨うらまれようがそういうわけにはいかない。なにせ自分はその話題の主の片方であるバケッツ君なのだから。ライブに参加することは出来るが、ツバメと一緒に観に行くなんて選せん択たく肢しは最初からありえない。


「なによ、無理って！」


「……話すと長くなるんだけど」


「千夜子が行かないから、行かないってこと？」


「いや、そういうわけでもなく」


「まあ、無理なら無理で良いわよ。私は千夜子と二人で行くから」


　しかしツバメはせっかちにそう結けつ論ろんする。


「……いつの間にか、私は行くことになってるわけ？」


　でも千夜子にそれもあっさり否定される。


「うぐ。って言うか、私がこんなに押してるのに、なんで二人してそんなにテンション低いのよ？　よくわからなくても、一度くらい行ってみようかなあとか思ってもいいでしょ？」


「……でもよくわからないし。お金とかかかるの？」


「かからないって。公園でストリートライブなんだから。まあ、お捻ひねりくらい持っていっても罰ばちは当たらないだろうけど」


「夜遅くだったりする？」


「九時から一時間くらいだから、そんなにでもない」


「……ちょっと遅いかなあ」


　千夜子はそれで困こまったという顔をして健一の方を見る。


「健一さんは行かないんですよね？」


「え、いや、行かないというのとはちょっと違うかなあ」


　健一はこんなことならさっさと説明してしまえばよかったなと改めて思う。


「だから、なんなのよ、さっきから。千夜子は絹きぬ川がわが行くなら行くし、行かないなら行かないってことなんでしょ？　だったら絹川がどうするかじゃない？」


　そう大きな声でツバメは言いながら、その目で「もちろん来るわよね？」と何かエネルギーを発はつ射しやしてくる。


「……いや、その、バケッツなんだよ」


　しかしツバメの期待には残念ながら応こたえるわけにはいかない。だから健一は正直に、そのことを話すことにする。


「は？」


「だから、バケッツなの、俺が」


「バケッツって、シーナ＆バケッツのバケッツ？」


「そそ。シーナ＆バケッツのバケッツ」


「つまりその……絹川がバケッツってこと？」


「だから、そう言ってるだろ？」


「それはバケッツが絹川ってことよね？」


　なんかさっきから同じことしか言ってないような気がするが、ツバメも混こん乱らんしているんだろうなあと思う。


「だから、まあ、そのライブを鍵原と一いつ緒しよに観に行くのは無理」


「……そりゃ、無理よねえ」


　ツバメは状じよう況きようを飲み込みかねている様子をありありと感じさせながら、口では理解している振ふりをしようとしているようだった。


「えっと……どういうことなんですか？」


　そしてそれに不安を感じたのか、千夜子が健一の方に尋ねる。


「うーんと夏休みにシーナと出会って、それでなんかいつの間にか一緒にライブをすることになって、それで……まあ、今日に至いたるという感じで」


　もっと詳くわしく説明した方がいいかなと思いながら、健一はとりあえずそんな説明をする。


「じゃあ、健一さんはバンドマンだったんですか？」


「バ、バンドマン？」


　なんか改めて言われるとひどく違い和わ感かんのある響ひびきだなあという気がする。というか微び妙みように古くさい言葉かもしれない。


「違うんですか？」


「いや、どうかなあ。僕は単にシーナの後ろでハーモニカ吹いてるだけだし」


「ああ、だからハーモニカだったんですね」


　千夜子はそこで何かひどく納なつ得とくした様子を見せる。


「あ、祭りの時というか窪くぼ塚づかさんの話ですね」


「そうです。あの時はなんでハーモニカがいるのかなあって思ってたんですけど」


「まあ、その辺もその時の勢いきおいって感じでしたけど」


　実際、改めて考えるとなんだか無理のある展てん開かいだった気がする。


「シ、シーナに会わせてっ！」


　そんな健一に隣となりでブルブルと奮ふるえていたツバメが急に大声をあげた。


「……なんだよ、いきなり」


「絹川がシーナ＆バケッツのバケッツってことは、つまりシーナとマブってことよね？」


「マブ？」


「親しん友ゆうってことよ」


「ああ、そういうことならそうかな」


「だったら、私と会ってくれるように話してくれるわよね？」


「……えっと」


　それはつまり新しい彼氏としてシーナをロックオンしたということなのだろうかと不安を覚おぼえるしかない。それになんだかツバメは確か、健一との関係を友達の彼氏で、直接の友達じゃあないみたいなことを言ってなかっただろうか……。


「それとも噓うそなの？」


「いや、噓じゃないけど」


「だったら何よ？」


「シーナは鍵原みたいのはタイプなのかなあと思って」


「べ、別に彼氏になってくれなんて大それたこと言うわけじゃないわよ！」


「そうなの？」


「単にファンとして少しお近づきになれたらなあってだけ」


「……だったら、話しておくよ」


　まあ、それくらいならいいだろうと健一は思って承しよう諾だくする。


「ぜ、絶ぜつ対たいだからね！」


　しかしツバメの方は本気そのもののようだ。約束を違たがえた日には健一の死体が東とう京きよう湾わんに浮かびかねない勢いきおいだ。


「でもまあ、会うかどうかはシーナの都合だから」


「そこをなんとかするのが、絹川の力量でしょうが」


「……そうなの？」


　健一はなんか厄やつ介かいなことになってしまったなあと思いつつ、千夜子の方を見る。


「だったら、私も行きますね」


　そして千夜子は助けてくれるというわけではなさそうだった。純じゆん粋すいに楽しみにしているらしい様子で、健一の方に笑いかける。


「……じゃあ、頑がん張ばらないとですね」


　そして健一は苦にが笑わらいを浮かべ、なんでバケッツなんて呼ばれているか説明しないといけないのかなあと考えてしまった。





　　　　○





　ライブが終わった後はあんまりその場に長なが居いしないようにしていた。適てき当とうに切り上げて、幽ゆう霊れいマンションに戻る。でも今日は、途と中ちゆうで瓶かめ井い戸ど中央公園で千夜子とツバメが来るのを待っていた。場所は例の綾のオブジェ〈時の番人〉の前だ。


「今日も格かつ好こう良よかったですっ！」


　少しお近づきになれたらなあなんて殊しゆ勝しようなことを言っていたが、少し近づいただけでツバメはもう目をキラキラ輝かがやかせていた。


「……そりゃ、どうも」


　シーナは乙おと女め心ごころの放ほう射しやを受けて、ちょっとたじろいでいるようだった。


　まあ、無理もないなと健一も思う。端はたから見ててもそのすさまじいエネルギーを感じる。それを受ける側に回ったらと思うと……想像するだけで疲つかれてしまいそうだった。


　そんなツバメの行動力はある意味、自分に一番欠けている部分かなあとも思うが、やっぱりあんな風になった自分というのを想像するのは難むずかしい。


「危き険けんな展てん開かいかもしれないですね」


　しかし隣となりで千夜子が小さく呟く声が聞えて、健一は我に返る。


「え？」


「いや、ツバメはけっこう本気かも……なんて思っちゃったりしたんですけど」


「うーん。千夜子ちゃんがそう言うなら、そうなんでしょうねえ」


　しかしそうだとするとシーナには悪いことをしたなあと思うしかない。ちょっと会って話せればいいかな程度だったはずだが、どうも目の前で起こっているやりとりはそうとは思えない。


「あ、握あく手しゆしてくれますか？」


　普ふ段だんの五倍増しくらいの可か愛わいい声でツバメがそんなことを尋ねる。シーナとツバメは今日が初対面みたいなものだが、考えてみればあの祭りの日、けっこうな時間、日奈とツバメは一緒にいたわけで……ツバメがネコをかぶっていることなどバレバレのはずだ。


「いいぜ」


　でもシーナはあくまで紳しん士し的てきな対たい応おうをしていた。それが火に油を注そそぐ結果になっているような気もするので、本当に安心していいことなのかどうかは微び妙みようだが……。


「きゃ───────！」




[image: ]


　そして自分から握にぎっておきながら悲鳴のような声をツバメが上げる。感動のあまりに出た言葉なのだろうが、夜の公園でそんなことをされると誤ご解かいされかねないので止やめて欲ほしい。


「……ん？」


　そんなことを思っていると健一の手を千夜子がそっと握ってきた。それに気づいて千夜子の方を見ると、彼女は恥はずかしそうに笑みを浮かべる。


「手、握ってもいいですよね？」


「それはもちろん」


　そんな風にちょっとおどけて見せたものの、なんだかひどくドキドキした。ライブの後の感動を引きずってるせいなのか、それともこんな時間に千夜子と会っているせいなのかはわからないが、ただ手を握ることだけでも落ち着かなくなるのを感じる。


「シーナさんには申し訳ないけど、なんだか嬉しいです」


　それは千夜子も一緒のようだった。自分の取った行動が思いのほか、大だい胆たんな行動だと思ったのか千夜子はそわそわとした態度を見せ始める。


「ですね。いつもなら、こんなことしたら、鍵原がなんか言って来ますし」


「……ですよね。本当、ツバメも仲良くして欲しいんだか、欲しくないんだかですよね」


「ま、寂さびしいんでしょうね」


「え？」


「僕とあんまり仲良くされると千夜子ちゃんと一いつ緒しよにいる時間が減へるから」


「……そうですね」


　千夜子はそれから、ちょっと握っている手に力を入れたらしい。ぎゅっと思いが伝わってくるような気になる。


「どっちか取れと言われたら、私、健けん一いちさんを取りますから」


　そして千夜子はそんなことを言い始める。


「……それは嬉うれしいですけど、なんか俺が鍵原に刺さされそうですね」


　健一は予想外の直ちよつ球きゆうの告こく白はくに戸と惑まどい、気き恥はずかしさを感じてしまう。


「そ、その時は私が盾たてになりますから大丈夫ですっ！」


「それだと千夜子ちゃんが死んじゃうので大問題なんですけど」


「……そうですよね」


　千夜子はなんだか自分が空回りしているみたいだと気づいて顔を伏ふせた。それに気づいて健一は慌あわてて謝あやまる。


「ごめん。なんか茶ちや化かしちゃったみたいで」


「いえ、なんか自分でも場ば違ちがいな感じがしましたから」


　千夜子は少し震ふるえる声でそう告げる。そして震えは手からも伝わってくる。それで健一は改あらためて申し訳ないことをしたなあと思う。


「でも嬉しかったのは本当ですから」


「……というか私たち、ツバメを気にし過ぎですよね」


「まあ……それはそうですよね」


　健一はしかしそれはやっぱり問題だよなあと思う。しかし当のツバメの方はと言えば、さらに問題を起こしていたようだった。


「きゃ──────！」


　ツバメの声にそっちを見ると、いつの間にかツバメはシーナと腕うでを組んでいた。


「お、おい」


　どうやらそれはシーナにとっても不ふ意い打うちだったらしいが、ツバメはもうそれどころじゃないほど、興こう奮ふんし、そして自分の世界に浸ひたっているようだった。


「ふふふ。手をつなぐのもやっとのお前らにはわかるまい、この感かん触しよくは」


　そして熱にうなされたような笑顔を浮かべて、そんなことを言い始める。


「……というか、鍵原、調子に乗りすぎ」


　なのでとりあえず、健一はそれに突つっ込こむ。


「む？」


「お前がちょっとだけでもいいからって言うから会わせてあげたのに」


「だって、だってこんなチャンス二度と無いじゃない」


「……だからって加か減げんってのがあるだろ、シーナだって困ってるだろ？」


　健一はツバメにハッキリとそう抗こう議ぎするが、そこにシーナが入ってきた。


「ま、ちょっと驚おどろきはしたけど、悪くはないよな」


「……シーナ？」


　健一はなんだか少し嬉しそうなシーナを見て、動きが止まる。


「シーナさんって格かつ好こういいだけじゃなくて、優やさしいんですねー」


　それでさらにツバメが調子に乗ってしまったようだった。


「ま、可愛い子には優しくもするぜ」


　でもシーナもそれに輪わをかける。


「きゃ─────────────────────────────！」


　そしてまたツバメの悲鳴のような喜びの声が聞えた。


「……マジですか？」


　健一はそんなやりとりに力が激はげしく抜けるのを感じる。


「マジっぽいですね」


　そして千夜子が力なくそう呟つぶやくのが聞えた。





「じゃ、また明日な」


　それから十分もするとシーナはそろそろ家に帰らないとと言い出し、お開きになった。


「また、明日も来ますね。今日、すっごく楽しかったです」


　ツバメは最初はひどく残念そうではあったが、別わかれを告つげる声は元気そのものだった。明日また会えるのだから駄だ々だをこねて心しん証しようを害することもないと気づいたのだろう。


「……じゃ、私は帰るけど、絹きぬ川がわはちゃんと千夜子を送っていくのよ？」


　そしてシーナが幽ゆう霊れいマンションの方に向かって、姿が見えなくなるとツバメはいつもとあんまり変わらないテンションで健一に釘くぎを刺す。


「わかってるって。鍵原こそ、気をつけろよ」


「私は大丈夫よ。すぐ、そこだし。シーナさんとは逆方向だけど」


「それは関係ないし」


　健一はそう言いながらもまあ、ツバメは大丈夫なんだろうなあと思う。彼女の家がどこにあるかなんて知らないが、本当に心配なら千夜子が何か言うだろう。


「じゃね。今日は楽しかった。一応、絹川のおかげだから感謝しておくかな」


「……一応ってけっこう貢こう献けんしたと思うけど」


「ありがと。絹川もシーナさんほどじゃあないけど、格好良かったよ」


「……ありがと」


「じゃあね」


　そしてツバメはそのまま手を振って別れる。


「じゃあね、ツバメ」


　それに千夜子が応こたえて、健一も続く。


「また、明日な」


　そしてツバメの後ろ姿を少し見送って、健一は千夜子の方を見る。


「じゃ、帰りましょうか」


「はい」


　千夜子は何だか元気そうな声を上げて、歩き始めた。さっきまでより元気そうに見えるのはなぜかはわからないが、楽しそうで何よりだなと健一は思う。


「あの……」


　そして公園を出た辺りで、千夜子が申し訳なさそうに話しかけてきた。


「なんですか？」


「その嫌いやだったらいいですけど……腕うでを組くんでもいいですか？」


　そう言われて、健一はまた自分が失敗してしまったと気づく。ツバメがシーナと腕を組んでるのを見て、千夜子はずっと考えていたらしい。


「そりゃもう喜よろこんで」


　健一はそう言って立ち止まると、でもどうするんだろうと考えてしまう。そして初めて手をつないだ時のことを思い出してしまう。あの時もやはり、千夜子の方からの提てい案あんだった気がする。そう思うと本当に自分は進しん歩ぽが無いなあと思うしかない。


「えっと……こんな感じですかね？」


　千夜子は健一の腕におそるおそる触さわりながら、歩きやすそうな高さに調ちよう整せいする。


「うーん。シーナと鍵原は背が同じくらいだったから、僕らがやるとちょっとイメージ違いますよね」


　健一はそう言いながら、とりあえず歩き出した。置おいてかれそうになった千夜子がギュッと腕を握ってきて、それで千夜子の胸が健一の腕に触ふれる。


「…………」


　その予想外の柔やわらかさに健一は言こと葉ばを失うしなってしまった。そして海に行った時にツバメから聞いたことを思い出してしまう。


　──千夜子っていえば、あれでけっこう胸むねがあるのよぉ。そういうイメージはないかもしれないけどさあ


　しかも急に最近、大きくなったとかなんとか聞いた気もする。


「やっぱり、ちょっと恥ずかしいですね」


　なのに千夜子はそれに気づいてないのか、あんまり普段と変わらぬ調子だった。


「はは、そうですね」


　なので健一としては冷静を装よそおうしかない。かなり自分でも変な気がしたが。


「それにしても全然知らなかったです。健一さんがあんなことしてるなんて」


　そしてそのおかげか千夜子は普通の話題を始めてくれた。


「……ま、シーナはともかく僕の方はあんまり格好つかないし」


　なにせ、バケッツである。バケツ男をやってるなんて、今でも正直、恥ずかしい。


「そんなことないですよ。すっごく格かつ好こう良よかったです」


　でも千夜子はまったく逆の意い見けんを持っているようだった。


「シーナさんの歌は確かに凄すごかったですけど……凄いのって私、苦にが手てかもなあって思いました。自分が自分でなくなるみたいで、ちょっと不安になります」


「そういうものですか」


　変わったことを言うなあと思いながら、健一はそれはそれで千夜子っぽいかなと思う。


「圧あつ倒とう的てきって言うんですか？　なんかすごい量のエネルギーを受け取って別の人になったみたいな気持ちにはなれますけど、私はそういうのより、自分をもっと自分らしくしてくれる方が好きです」


「……なるほど」


「だから健一さんのハーモニカはいいなあって。何かを押し付けるわけでもなく、私に元気をくれて、それで私を楽しくさせてくれるんです。それはきっと今までに無いようなそんな新しい楽しさじゃないんですけど、懐なつかしくて、そして心ここ地ちよい感覚でした」


「…………」


　健一は千夜子の感想に完全に言葉を失ってしまった。今まで自分のハーモニカをそんな風に言ってくれる人はいなかった。でも、それこそがきっと自分の音を的てき確かくに表現した言葉なんだと直ちよつ感かんが告げている。


「……すみません。意味わからないですよね」


　沈ちん黙もくを悪く取ったらしく、千夜子がそんなことを言う。でも健一はそれを急いで否ひ定ていする。


「いや、むしろ、すごくわかっちゃいました。なるほど、そういうことなんですね」


「音楽のことはよくわからないので、思ったことをそのまま言っただけなんですけど」


「……いや、それでいいです。って言うか、それがいいです」


　健一は自分でもわからないくらい、千夜子の言葉に感動しているようだった。


「僕、千夜子ちゃんのそういう言葉が好きみたいです。その、思ったことをそのまま言っただけってヤツです」


「……でも、なんだか子こ供どもみたいで自分としては苦手なんです、けど」


　千夜子は少し申し訳なさそうにそう言って、健一の顔を見る。


「そうですか……それは残念です」


「あ、でも、健一さんが聞きたいなら、私、頑がん張ばりますから」


「いや、頑張らなくていいですよ。普ふ通つうに思ってることを言って欲しいんです」


「そ、そうですよね」


　千夜子はそれでどうしたらいいのかなと考えてしまったようだった。


「えっとですね……普通に言えるように頑張ります」


　そして真ま面じ目めな顔でそんな結けつ論ろんを口にする。


「じゃ、それでお願いします」


　健一はそれでなんとなく笑ってしまった。千夜子はそれにちょっと不ふ思し議ぎそうな顔をしたが、でも不ふ快かいな印象は受けなかった。


「もう三か月なのに、僕らっていつもこんな感じですよね」


　健一はそして、そのことを改めて感じた。思えば、六月の頭のことだった。その時から色々あったはずなのに健一と千夜子の関係はそんなには変わってない気もする。


「……そ、そうですね」


　千夜子がビクッとして体を硬かたくするのが腕ごしに伝わってきた。それがあまりに大げさだったので健一はまた変なことを言ってしまったのかと不安になる。


「どうかしたんですか？」


「え、いや……その……もう三か月なんですよね」


　千夜子が悲しそうに告げた時、健一はやっと千夜子が気にしていることがわかったような気がした。


　三か月。それは千夜子が二人が仮かりに付き合うと決めた期き限げんだった。


「まだ、あれって有ゆう効こうだったんですか？」


　だからそれを確たしかめてみる。


「……無効だと良いかなあって思ってました」


　千夜子はそれに不安そうに答える。


「ですよね。僕はとっくに無効だと思ってました」


　健一はいつからそう考えていたのか思い返す。それはきっと海に行った時だ。もうこんなことは止やめようと二人でなんとかしていこうと話して、自分は勝手にそう思っていたのだ。


「海の時のあの言葉──ですよね？」


　千夜子は健一と同じことを考えていたらしい。


「僕はそのつもりでいました。でもハッキリとは言わなかったですよね」


「……すみません。私、怖こわくて逃にげてました」


「え？」


「きっとそういう意味なんだろうなって都合よく理解して、でもそうじゃなかったらもう時間がないなあって。でもそれを気づかれないようにもしてました」


　千夜子はそれを本当に悪いことをしていたと感じていたようだった。俯うつむいた顔が健一の腕に触ふれて、なんだか涙を拭ふいているようにすら見える。


「謝あやまらなくて良いですよ。それだけ千夜子ちゃんが必死だってことはわかりましたし」


　だから健一は努つとめて明るくそんなことを言った。


「こっちこそ気づかずにいて、すみません。千夜子ちゃんが自分が決きめた期き限げんをちゃんと気にしているってことを軽く考えてたと思います」


「そうじゃないんです──」


　そして千夜子が何事か言おうとしたが、健一は千夜子の頭に手を置おいて止める。


「もう止めようと言ったじゃないですか」


　千夜子はそれで少し上を見て、それで健一と目が合う。


「……そうですよね」


「どっちが悪かったじゃなくて、どこが悪かったって話をしないとダメです」


「ですね」


　千夜子はそれで少し落ち着いてきたようだった。少し口元に笑みが戻る。


「もう、仮の付き合いじゃないんですよね？」


　そして嬉しそうに口が確認の言葉を告げる。


「そのつもりでした、僕は」


　その返事に千夜子がぎゅっと健一の腕を抱だきしめるのが伝わる。


「良かった」


　それは本当に安あん堵どの気持ちが形になったような声だった。そしていつか聞いたのと同じ言葉でもあった。


「ってことは千夜子ちゃんは一か月以上、仮のままでいたんですね」


　健一はそれほど心配をかけてしまっていたんだなと思うが、実じつ際さいはそうでもないらしい。


「えっと、その辺は、臨りん機き応おう変へんというか、自分の中では時々そうじゃなかったというかですね。不安じゃない時は仮じゃなかった気がします」


「ちょっとホッとしました」


「……すみません。お気き楽らくな頭で」


「いや、僕なんかずっとそうでしたし」


「そうでしたね」


　千夜子はくすっと笑うと、それで少し摑つかんでいた腕の力を抜ぬいたようだった。それはもう健一が逃げないと安心したようなそんな印いん象しようを与える。


「それでその……悪くとらないで欲しいんですけど」


　そして千夜子は思いきって思っていたことを言い始めたようだった。


「はい？」


「私はもうライブには行かないと思います」


「……どうしてですか？」


「あんまり好きじゃないんです。ああいうふうに皆で何か熱ねつ中ちゆうするのが。わ、悪いって思ってるわけじゃないんです。ただ、自分には向いてないなあって思ってるだけで」


「面白くなかったですか？」


「いや、その……怖こわいんです、私。自分が自分じゃなくなっちゃうのが。自信が無ないんです。自分がちゃんと自分でいられるってことに不安があるんです。健一さんのこと考えてるだけで今は手いっぱいなんです。だからシーナさんの歌に合わせて、皆で一つになるとか……ちょっと無む理りかなあって」


　千夜子はすごく真しん剣けんに一つ一つ言葉を選んでいるような印いん象しようを受けた。最初に言った通り、悪くとられないようにと必死なのだろう。


「じゃあ、いいんじゃないでしょうか」


　だから健一はあんまり深しん刻こくに受け止めないようにと思う。


「いいんですか？」


「正直言うと、千夜子ちゃんがいるとすごく緊きん張ちようするし……どうにか上う手まく断ことわれないかなって思ってたくらいで」


　まあ、そこまで深刻に考えていたということもないが、やりづらいと感じていたのは事実だった。だから思いきって言ってしまう。


「でも……すごくワガママかもしれませんけど」


「はい」


「健一さんのハーモニカはまた聴ききたいです。もっと静かなところで、ゆっくりとした気持ちの時に聴かせてくれると嬉しいです」


　千夜子は、また変なことを言ってしまったなと思ったようだった。顔を伏せてぎゅっと腕うでをつかむ手に力を入れる。


　しかし健一はそれを少しもワガママとは思わなかった。むしろ千夜子がそう言ってくれたことが意外ではあったが、すごく喜ばしいことだと感じた。


「だったら何か千夜子ちゃんのために練れん習しゆうしておきますよ。ライブでは吹ふかない曲きよくを覚えて、それを千夜子ちゃんのために吹きます」


　だからそんなことを提案する。それで千夜子は驚おどろいて顔を上げて健一の目を見る。


「本当ですか？」


「ちょっと時間がかかるかもしれないですけど、それで良ければ」


「待ちます、いくらでも。もう期限だってないんですから」


　千夜子はその言葉を嚙かみしめるように告げる。それで健一はやっぱりずっと心配してたんだなと思う。


「でも、そんなには待たせないつもりです。シーナに相談して、何か千夜子ちゃんが喜びそうな曲を選んで急いで練習しますから」


「そんなに慌あわてなくていいです。ライブを楽しみにしてる人だっているんですから」


「……そうですね」


　確かにまだまだ練習量が足りないかなあとは思っていた。まずはその辺の強きよう化かに時間を割さいた方がいいかもしれない。


「そう言えば」


　そこに千夜子がまた何かを思い出したように話を始める。


「なんですか？」


「ツバメはどうするんでしょうね」


　千夜子は自分で言いながら、ちょっと無む責せき任にんだと思ったらしい。苦にが笑わらいを浮かべた。


「……ああ。でもまあ鍵原は勝手に一人で行くんじゃないんですか？　そもそも昨日は一人で来てたみたいですし」


「ですね」


　千夜子はそれでホッとした様子を見せて、でもやっぱり居い心ごこ地ちが悪そうな顔をする。


「いいんですよ。鍵原のことをそこまで心配しなくても」


「そうは言ってもツバメは友達ですし」


「でもライブは来ないでください」


「……そうなんですよね。それがいいってさっき話したんですよね」


　千夜子はそれでもやっぱり納得できないのかあれこれと考え続ける。


「そうです。そうです」


「でも……でもなあ……」


　健一は千夜子が困ったり、良いアイデアを思いついたらしく明るくなったりを繰くり返かえす様子を見ながら、そのまま歩き続ける。


「つきましたよ」


　そうこうするうちに、健一たちは千夜子の家の前までやって来る。それで千夜子はハッと我われに返って、なんだか飛んで逃にげるように健一から離はなれた。


「お、お兄ちゃんに見られなかったですよね？」


「……多分」


　健一はそんな千夜子がおかしくて笑ってしまう。そして千夜子がいつもこうであったらいいのになとも思う。


「じゃ、また明日」


「はい。また明日。ハーモニカ、楽しみにしてますから」


　千夜子はそう言うと小さく手を振る。


「楽しみにしててください。あんまり自信はないですけど」


　健一はそれに答えて、そのまま振ふり返って公園の方へと向かった。


　そして途と中ちゆう、健一は本当はライブを止めるべきかどうか聞くべきだったのかもしれないと思う。千夜子は特に文もん句くは言わなかったし、ライブを楽しみにしている人のことも気にしていた。


　でもそれとライブに関しての思いはまた別のことだ。


「千夜子ちゃんは、俺と鍵かぎ原はらなら俺だって言ってくれたのにな」


　確かに千夜子はそう言っていた。でも自分は千夜子とシーナを選べと言われたら、きっとシーナを選んでしまうんじゃないかと思う。それは別に千夜子をどうとも思ってないという意味ではないはずだが、それはやっぱり千夜子に対して不ふ誠せい実じつな態度ではあるかもしれない。


「……こんなことだから仮かりのままだとか思われて不安にしちゃうんだよな」


　でも、だからといって千夜子のためにシーナを犠ぎ牲せいに出来るかといえば、それは無理だろうと思う。自分はシーナを助けると決めた。それは自分の境きよう遇ぐうと重ねて、勝手に期待してるだけにすぎないかもしれない。


　でもシーナには幸しあわせになって欲しかった。実じつの姉あねを好きになっても、きっと幸せになれるのだろうと信じていたかった。


「こ、こんばんは」


　そして健けん一いちは公園まで戻ってきて、そこで日ひ奈なと出会う。


「こんばんは。待っててくれたの？」


　なんて尋ねてみるが、なんだかすごく妙みような気がした。こうして日奈と話すというのにひどく違い和わ感かんがあった。話しかけた時はシーナの時の様な気持ちだったが、見ているうちにやっぱり違うと感じてしまう。


「いえ、ちょうど戻ってきたら絹川君が見えたから挨あい拶さつしようかなって」


「そうだったんですか。なんかこうしてちゃんと話すのって久ひさしぶりですよね」


「……初めてかもしれないですね」


　日奈の方も戸と惑まどっているようだった。祭りの時は他にツバメや千夜子もいたし、いつぞや廊ろう下かで話した時も綾がいた。確かに二人きりでというのは初めてだったかもしれない。


「ああ、そうですね。そうなんですよね」


　それを確かく認にんすると本当に変な関係だなと思えてきた。日奈の方でもやっぱりシーナとのことは勘かん定じように入ってないということなのだろうか。


「今日はすごく楽しかったです」


　でも日奈がそんなことを言い出した。だからやっぱり違うのかなと思い直す。


「鍵原が調子に乗ったみたいで済すみませんでした」


「いえ。あれもけっこう楽しかったです」


　日奈はそう言って小さく笑うと、急に真しん剣けんな顔になる。


「すみません。もうちょっと話してたいんですけど帰らないとですから」


「はい。引き止めちゃったようで、すみません」


「じゃあ、また明日もよろしくお願いしますね」


　そして日奈はそう言うと頭を下げて、それから足早に歩き始める。


「じゃ、また明日」


　健一はそんな日奈の後ろ姿を見送りながら、やっぱりよくわからないなあと感じる。そして考えてもわからないと思い直すと健一は日奈が来たであろう道を歩き始める。


　その先には幽ゆう霊れいマンションがあり、そしてきっと冴さえ子こが待ってくれているはずだった。





「窪くぼ塚づかさんのこと考えてるでしょ？」


　そんなことを冴子に尋ねられるのは、やっぱり意い外がいな気がした。そしてそこが１３０３だということに健一はまた不思議な気がした。


　最近、冴子は元気な様子でだからそういうことを聞く余よ裕ゆうがあったとも考えられるが、それよりは単に帰り際ぎわの日奈のことが気になっていたのが顔に出ていたのだろうと思う。


「……わかります？」


　だから素直に健一はそれを認める。


「今日は何かあったの？」


　その質問は健一と日奈の間にという意味だったかもしれない。でもきっと今日の一大イベントはそっちじゃない。


「鍵原がシーナのおっかけになったとかで」


「……本当？」


「ええ。昨日、たまたまライブに来てたとかで、俺も一緒に行こうって言うんですよ」


　健一はその時のことを思い出して笑ってしまう。そしてでもその時には笑っていなかったということに気づく。


「鍵原さんらしいエピソードね」


　冴子が笑う。それで健一は思いの外、冴子はツバメに好こう意い的てきなのかもしれないと感じる。


「で、まあ俺がバケッツの方だって言ったら、じゃあシーナに会わせてくれって話になったんですよ」


「それで窪塚さん、慌あわててたのね」


「……やっぱり慌ててました？」


　まあそうなんじゃないかなと思ってはいたので、やっぱりとしか言い様ようがない。


「なんか部屋から出てきたと思ったら、まだちゃんと服着てない状態で、どう挨あい拶さつしたらいいのかなあって」


　冴子はその時のことを思い出して笑う。それで健一は本当に最近は元気そうだなと思う。


「……何？」


　それが顔に出たのだろう。冴子が不安げな顔で尋たずねてきた。


「いや、最近、元気そうだなって思って」


「それはそうかも。中ちゆう断だんしてたけど、バイト探しを再さい開かいしようかなって思ってるの」


　冴子はそう言うが、健一はその話は確かシーナが現われた頃のことだったよなと思い出す。それは冴子にとってシーナの存在を受け入れるのに今日までかかったということなのだろうか。


「何をするかは決めたんですか？」


　でも健一はそのことには触ふれず、素直にバイトの話に乗ることにした。


「まあ出来るかどうかはわからないけど、希望らしきものは決めたかな」


「それってなんですか？」


　健一は正直、かなり興きよう味みを引かれて尋ねてしまう。


「秘ひ密みつ」


　でも冴子はそんな短い返事で健一の追つい跡せきを断たってしまう。


「なんで秘密なんですか？」


「だって恥はずかしいわ」


　冴子は妙みようにそういうところがあるよなと健一は思う。普ふ段だんというか外では何事にも動じないという態度のはずなのに、こうして話しているととてもそうとは思えない。


「恥ずかしい仕事なんですか？」


「そ、そういうわけじゃないけど……慣なれるまでは秘密」


　冴子はそう言って、もうこの話はここまでにしようと、話題を前に戻した。


「窪塚さんって、可か愛わいいわよね」


「……え？」


　だがそれがあまりに突然だったので、健一は戸と惑まどってしまう。


「窪塚さんのこと、可愛いって思ってるでしょ？」


「……どうですかねえ」


　しかし改めて聞かれると健一としては考えてしまう。もちろん、可愛いか可愛くないかと言えば可愛いと思う。きっと学校でも一、二を争う美少女と言ってもいいはずだ。


　だが健一にとっての「窪塚さん」というのは、むしろ架か空くうの人物のようですらあった。実じつ在ざいしているのはシーナの方で、日奈の方がシーナの仮の姿という感じなのだ。


　なので日奈のことを可愛いとか可愛くないとかはイマイチしっくりこない考え方だった。


「思ってないの？」


「まあ、本人を前にすると、ああ、やっぱり可愛いんだなあとか思いますけど」


「けど？」


「でも、なんて言ったらいいのか……あんまり話したことない人ってイメージなんですよ」


　というか本当にあんまり話したことが無いという気もした。


「話したことないことと可愛いって言うのは関係あるの？」


　冴子にそう尋ねられて、そう言えばそれもそうかなあと思ったりした。むしろ適てき度どに距きよ離りを置いてるくらいの方が素直に可愛いとか思うものかもしれない。


「関係ないですかねえ、やっぱり」


「その辺は絹川君の頭の中のことだし、私にはわからないわ」


「……でも、なんかそう感じるんです」


　改めて考えるにやっぱりなんか理り屈くつとしてはおかしい気もしたが、でもだからってそれで印象が変わるというわけでもなかった。


「じゃあ、そうなんでしょうね」


　冴子はそう優しく受け止めると、自分がそんなことを気にしてるのがおかしいと思ったようだった。


「とにかく別人みたいに感じるんです。シーナと窪塚さんが。だから僕にとっては窪塚さんはよくわからない人のままなんですよ」


　でも健一は二人が同一人物であることを知っていた。あの着き替がえを覗のぞいてしまった日、確かにそれを理り解かいしたはずだった。忘れろと言われたから、忘れてたとかそんなことで片づけられる問題とも思えない。


「本当に別人なんじゃないかな」


　なのに冴子はそんな不ふ思し議ぎなことを言い始める。


「……別人なんですか？」


「別に窪塚さんに限かぎった話じゃなくてね。誰だって、別人のように見えることってあるし、それを特別なことのように考える必要はないのかもしれないなって」


　健一は言われて、確かに冴子だってそうだよなあと思う。


「絹川君自身も別人みたいだって思うことあるでしょ？」


「僕は別に……」


　健一はそう言いながら、確かに別人に見える時というのもあるかなあと思い出す。


「あ……その……変な意味じゃないから……単に一いつ般ぱん論ろんよ？」


　それが言うまでもなく伝わったのか、冴子が顔を赤くするのが健一には見えた。
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　　　　○





　次の日、格かつ好こうがまずかったらしい。


「ヤバイ、ヤバイって、あれは絶対、ヤバイ」


　しかし正直に言っていいなら、ヤバイのはやっぱりそう言ってるシーナの方だった。


　もちろん綾あやの格好に落ち度がある。ここのところ、ずっとパンツ白はく衣いだったが、今日は珍めずらしくタンクトップにオーバーオールという格好だった。それがどうもシーナの脳のうみそのある部分を直ちよく撃げきしてしまったらしい。学術的に言うときっと視し床しよう下か部ぶとかその辺り。


「……そんなにヤバかったかな」


　昨日、真しん剣けんにシーナと日奈のことについて考えていたのがバカみたいな気がしてくる。冴子が今日は寝ねなくていいからなんて言ったせいで、けっこう長い間、一いつ緒しよにシーナのことを話していたのだ。なのに、当のシーナと言えば学校が終わって１３０１に来てからというもの何度ヤバイと言ったかわからないという始し末まつだ。


　その問題の格好の綾が自分の部屋に戻ってからというもの話わ題だいは全部それだった。


「ヤバイだろ、あれは。封ふう印いんされているネタを使っていいなら、ヤバイって、本当」


「……あんまり真剣に聞えないなあ、そういう言い方されると」


　健一は本当にどうしてしまったんだろうと思う。冴子がバイト探さがしなのかいないのがせめてもの救いのような気がした。これでこの場にいた日にはまた一か月くらいバイト先がみつからなくなるところだったに違ちがいない。


「とにかく！」


　しかしシーナにはそんな健一の悩なやみは無関係らしい。


「はい」


「俺は綾さんと仲良くしたいっ！　すごく仲良くしたい」


「すればいいというか、けっこうしてるじゃん」


「俺が言ってるのはそういう意味じゃあ無い。すごく仲良くしたいんだ」


「……えっと、どういう意味？」


　なんとなくわかったが、一応、聞いてみる。


「ぶっちゃけるとセックスがしたい」


　なんか視床下部に収まらず色々なところが壊こわれ始めちゃったようだった。


「……本当に？」


「本当に」


「どうしてもしたいの？」


「どうしてもしたい」


「でも、本命は別の娘こなんだよね」


「でもしたい。こっそりしたい」


「それは男としてどうかと思う」


「どうかと思うがしたい」


「だったら、素直に誘さそってみれば？」


「そんなことが出来れば苦労はしないだろ」


　そんな無む駄だなやりとりではあったが、健一はどうも今日はかなり本気なのかなあと思い直す。まあ発ほつ作さ的てきな行動であろうことは間違いないが放ほう置ちしておくと悪化しかねない。


「……まあ、セックスってのはどうかと思うけど」


　なので、健一は親友のために知ち恵えを授さずけることにする。


「思うけど？」


「その前の段階くらいならなんとかなるんじゃないかな」


「ほ、本当か？」


「女の子の振ふりをして、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りましょうって誘ってみたら？」


　健一はそうは言いながら即そつ刻こく、却きやつ下かされるものと思っていた。シーナにとって自分が女であることは秘密にしなければいけないはずで、そうなれば当然ここで強きよう烈れつなツッコミが入る──そう思ってたのだが、一向に何も飛んでこない。


　どうしたものかと思ってシーナを見てみれば感動に震ふるえて、目に涙すら溜ためていた。


「……えっと、本気で実行する気？」


「ああ、するぜ。こう見えても女じよ装そうは得意だからな」


　なんだか理屈を欲よく望ぼうが凌りよう駕がしてしまっていたらしい。よほどタンクトップ＆オーバーオールに魔ま力りよくを感じてしまったのか。


「なんかヤバイことを言ってしまったかな？」


　そして健一が自分の言動を後こう悔かいしてる間に、もうシーナは次の行動に移うつろうとしていた。





「これでどうかな？」


　１３０５から出てきたのは、もう誰だかよくわからなかった。女装したシーナということらしいが、かなり微び妙みような感じがする。


　さらしを解といたのか胸の膨ふくらみがあるのが見て取れたが、帽ぼう子しを脱ぬいだ以外は服装としてはそう変わってない気がする。


「……それ、女装なの？」


　もうツッコミどころもよくわからなくなってきた。というか着替えている間に我われに返るのを期き待たいしたのも甘あまかったらしい。


「女装だろ。俺は女おんな顔がおだからな」


「……そう言われるとそうかも」


　というか顔どころか女なわけだが、もう本人も何を言ってるのかわからなくなってしまってるらしく、ボケとかツッコミとかいう次元は遥はるかに超こえてしまっているようだ。


「よし健一、行くぞっ！」


「俺も行くの？」


「行くに決まってるだろ？　綾さんはお前が部屋に来るのを待ってるんだぜ」


「だったらなんで女装したシーナが行くんだか……」


「ん？」


「いや、まあ、いいや。わかったよ」


　健一は半ばヤケになって、１３０４のドアを叩たたく。綾の部屋の鍵かぎは常時開いているらしく、叩いただけで開いてしまった。


「これは入れってことだよな？」


「どうかな……」


　でもまあ呼んでもこなさそうなので、入るしかなさそうだ。そんな考えを見て取ったのか、すっと先にシーナが入っていく。なぜか音一つ立てようとせず忍しのび足。ハプニングを期待している気配をひしひしと感じてしまう。


「……本当に本気みたいなんですけど、この人」


　健一はその後に続き、ここで綾の名前とかを呼んだら目め茶ちや苦く茶ちや怒おこられるのかなあとか考えてみた。そしてそれはきっと目茶苦茶では済すまないだろうという想像で終わる。


「ん？」


　部屋の中は静かだった。とりあえずアトリエで金きん工こうに没ぼつ頭とうしているというわけでもなさそうだ。部屋には電でん気きがついてないが、十分な日光が差し込んでいて、そのせいで逆に部屋は自然放置されているかのような印いん象しようを受ける。


「あれ、いないのかな？」


　健一がそう呟つぶやいた時、少し前のシーナが何かに足をぶつけたらしく鈍にぶい音がした。


「ぎゃ──────────！」


　そして痛いたみが脳のうに伝わったらしく悲鳴を上げる。


「誰だれえ？」


　そしてシーナの悲鳴に反はん応のうして寝ねぼけた声が聞えた。どうやら寝ていたらしい。部屋の奥おくにあるキングサイズのベッドで綾が身を起こすのが見えた。


「誰え？」


　そしてどうも綾は裸はだかで寝ていたようだった。そう言えば、昔、裸で寝ているなんて話を聞いた覚えがある。


「…………」


　ゴクリ。生つばを飲み込む音がハッキリと聞えた。それは間ま違ちがいなくシーナが立てた音だ。


　シーナは綾が寝ぼけているのを良いことに、さらに接近する算さん段だんのようだった。健一はその様子に蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく、何も出来なくなる。


　シーナはあまりに真剣すぎた。それゆえに健一のなんとなくの指し摘てきなど受け付けない。それが肌はだで感じられた。


「蛍子ちゃん？」


　しかし綾がそんな謎なぞの疑問を発はつするとつい突っ込んでしまった。


「なんでそこでホタルが出てくるんですか？」


「あ、健ちゃんだ」


　そのせいで綾は急きゆう速そくに覚かく醒せいが進んだらしい。


「健一ぃ───────────────────！」


　その展てん開かいにシーナが激はげしく健一につかみ掛かかる。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがしたという怒いかりがそっちに向かったらしい。


「……そ、そんなに怒らなくても」


　健一は慌あわててなだめようとするが、シーナは今にも血の涙なみだを流ながさんばかりの勢いきおいだった。しかし元はといえば、足をぶつけたシーナが悪い気もする。


「というか、最初の目的を忘わすれてない？」


「お、そうだ、そうだった……別にコッソリ覗のぞきに来たわけじゃあなかったんだよな」


　少しは冷静になったらしく、シーナは再び、綾の方へと接せつ近きんする。というか別に健一の存在に気づいたが、綾は隠かくそうとかそういう意い志しはちっともないらしい。


「健一、俺は今、猛もう烈れつに感かん動どうしている！」


「……もう少しマシな感動をして欲しかったよ」


「うるさい。お前みたいなセックスマスィーンには、この感動は一いつ生しようわかるまいっ！」


　シーナは血が出そうなほど強く拳こぶしを握にぎるとわなわなと震ふるえる己おのれをアピールする。


「…………」


　かなりひどいことを言われたような気もするが、もうなんか怒る気も失せてきた。


「で、どうしたの、健ちゃん？」


　そんなやりとりにやっぱりまだぼーっとした様子の綾が尋たずねる。


「なんかシーナが頼たのみがあるって……話なんだけど」


　健一はそう言いながらシーナの方を見る。一いち応おう、まだその気なんだよねと確認しようと思ったのだが、いっそ続きも全部言ってくれと目から何かで伝つたえられてしまう。


「……それぐらい自分で言おうよ」


　健一はその眼がん力りきに抵てい抗こうして、そう告つげる。


「どうしたの？」


　それでシーナが黙だまってしまったので綾が不思議そうに尋ねる。


「お、お、お、お、お、お」


　その視し線せんにシーナが言葉にならない言葉を必死に紡つむごうとする。


「お？」


「お、お、お、お、お、お、お、お、お」


「お、お？」


　しかし一向に埒らちが明かない。綾もなんだかわからないと言う顔をして健一の方を見る。


「なんなの、健ちゃん？　おがどうかしたの？」


「いやあ、おがどうかしたりは普ふ通つうしないと思うんですけど……」


「ふーんじゃ、とりあえずはそれは置いておいて」


「うわ、置いておかれちゃった！」


「健ちゃん、またアダルトビデオ借かりに行かない？」


「……だからなんでこういうタイミングでこれまた意味不明なことを」


「いや、けっこう前から思ってたんだけど、やりたい仕事がいくつかあったから先送りにしてて今日に至いたると」


「まあ、その辺りの綾さんの都合は想そう像ぞうできる範はん囲いですけど」


「で、どうなの？　今日は忙いそがしいの？」


「まあ……そんなに忙しくないっていうかですね！」


「なに？」


「今は、シーナの提てい案あんを聞くタイミングだと思うんですけど」


「でもなんか、おしか言わないし」


「それはそうなんですけどね……」


　それで注意が逸それたせいなのかもしれない、シーナの声がさらに大きくなったかと思うと彼の思いが言葉になった。


「俺が一いつ緒しよに行きますよっ！」


　でもなんか最初言う予定だった言葉と違ちがっていた。


「どこに？」


　綾がなんのことだろうという顔をする。


「アダルトビデオです。俺は別に観たくは無いですけど、綾さんが借りに行きたくて、でも一人じゃ無理ということでしたらお供ともします」


　言い訳が混まじりつつもシーナの決死の告白だった。


「私は健ちゃんと行きたいんだけどな」


　でも綾はあっさり受け流す。


「……そ、そんなこと言わず」


「だって観たくないんでしょ？　だったら無理に来てくれなくても良いし」


「……いえ、そのそんなに無理ってことはないです」


「でもいいや。私が一緒に行きたいのは健ちゃんだし」


「ぐぐっ」


　シーナは言葉につまり、目でなんとかしろと健けん一いちに訴える。


「……というか、アダルトビデオの話じゃなかったと思うんだけど」


　健一はそして再び、シーナを初心に戻らせる。まあ、この際さい、このまま我に返ってもらってもよかったが、それはそれでさすがに不ふ憫びんな気がした。


「俺と一いつ緒しよに風呂に入ってくださいっ！」


　そんな健一の思いが通じたのか、シーナがやっとその思いを口にする。


「……それ、私に言ってるの？」


　綾がやっぱり不ふ思し議ぎそうな顔をして尋ねる。


「もち」


　シーナが短く答えて深くうなずく。


「別にいいけど」


「……やっぱりダメですか」


　ろくに聞きもせず、シーナはガックリとうなだれる。


「ん？　だからいいって言ったんだけど」


「え？」


「だから、お風呂に入るんでしょ？」


「いいんですか？」


「うん。いいよ」


　そして綾は特にシーナの行動を待つことなく、そのまま風ふ呂ろ場ばに向かう。


「綾さん、少しは隠かくすとかそういう気はないんですか？」


「え？　だってこれからお風呂だし、服着るのも変でしょ？」


「それはそうですけど……」


　健一は自じ衛えいのために目をそらすが、シーナはどうやら綾の歩くのを必死に追いかけているようだった。


「健ちゃん、お風呂を出たら、アダルトビデオを借りに行こうね」


　そして健一の耳に綾の声が届く。


「……だから、そういうことはですね」


「シーナ君が言いたいことを聞いてからって言うから、聞いてから言ったのにな」


「ぬ……なんかまた筋すじの通ったようなことを」


「なんなら健ちゃんも一緒にお風呂に入る？　一人で待ってるのも暇ひまでしょ？」


「……なお却きやつ下か」


「えー？」


「綾さんはよくても、シーナは嫌いやがると思うんですけど」


「んー、そうかあ。じゃあシーナ君とは一いつ緒しよに入らない」


　綾が自分理論を展開すると、それを吹ふき飛とばすような勢いで悲鳴が上がる。


「くわ──────────────────────！」


「……どうしたの、シーナ君？」


「ふ、風呂、入るんですよね？　一緒に入るんですよね？」


「泣くほど一緒に入りたいの？」


「安西先生。俺、一緒に入りたいです……」


「それ、誰？」


「自分でももう何を言ってるのかよくわからなくなってきてます」


「じゃあ、まあ、とりあえずお風呂入ることにするかな」


　綾は結局、気にせず、そのまま風呂場に向かったようだった。


「健一、よろしく、ＡＶ」


　そして謎なぞのセリフを残してシーナも風呂場に向かう音が聞えた。


「……なにしてるんだろ、俺」


　健一は一人その場に残っているのに気づいて、激はげしく力が抜けるのを感じた。


　何か有ゆう意い義ぎに過ごす選せん択たく肢しがいくらでもあったような気がする。千夜子に千夜子のためだけの曲をプレゼントすると言ったのだから、その練習をしててもよかったのに……本当になんでこんなことになってしまったのか。


　しかもこの後、アダルトビデオを借りに行く？　なんだそれは？　綾に近づくと意味のわからぬ展てん開かいに巻き込まれることが多いが、今回はそれの最さいたるものだった。


「でもまあ、しょうがないのかなあ……」


　それがここに来た自分のすべきこと。そんな気もする。綾に助けられた自分は、今度はシーナを助けるために頑がん張ばらねばならない。それはそう感じる義ぎ務むだからだけではなく、もっと自分の内から湧わき出る何かがそうさせた思いだったはず。はずなのだが……こんな状じよう況きようになるということは想定してなかった。


「……ん？」


　そんなことを健一が考えると、少し大きな音がして扉とびらが開ひらいた。思わず振ふり返かえると、そこにはバスタオルを巻いて顔を真まっ赤かにした日ひ奈なが立って、そしてがくがく震ふるえていた。
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　それは間違いなくシーナではなかった。その顔つきは日奈のそれだと健一は確かく信しんする。


「うわーん」


　そしてそんな泣き声を上げたかと思うと、日奈は駆かけ出した。健一はそれを啞あ然ぜんとしたまま見送る。日奈は外へと繫つながる扉に飛び込み、さらに別の扉を開ける音が聞えた。


「……えっと」


　おそらく日奈が自分の部屋である１３０５に逃げ込んだろうことは容よう易いに想像できた。問題はその前というか、自分が発見する前に何が起こったのかだ。


「どうしたんだろ？」


　でも答えを求めて風呂場の方を見ると、同じく疑ぎ問もんを抱いだいた綾が姿を見せた。もちろん綾は裸のままだった。


「……どうしたんだろうはこっちのセリフです。窪塚さんに何したんですか？」


「ちょっとオッパイを触さわっただけだけど」


「だけって……綾さん？」


「だってシーナ君が私のオッパイ触りたそうだったからさ、じゃあ触りっこしようかって言って私が触ったら……逃にげ出しちゃったんだよ？　これはもうどうしたんだろでしょ？」


「いや、むしろもう全すべての謎は解けてますけどね」


「え？　そうなの？」


「だから綾さんが胸を触ったから逃げたんでしょ？」


「逃げるようなこと？」


「実際、逃げたじゃないですか」


「まあ、それはそうなんだけど……」


　綾はそれでもなんだか納なつ得とくがいかないなあと首をかしげる。


「私は健ちゃんに触られても逃げないよ」


「……まあ、触りませんけどね」


「暗に触ってもいいと言ってみたのに」


「そういう種たね明あかしはしたら台なしです」


「そうなの？　でもせっかくだから触っておこうとか思わない？」


「……思いません」


　健一は本当、もうなんで綾はこうなんだろうと思うしかなかった。それが言外に伝わったのか、綾は方ほう針しんを転てん換かんしたようだった。


「じゃあ、アダルトビデオ借かりに行こうか？」


「なんですか、それは……」


　健一はその新しい方針もさっそく却きやつ下かしようとするが、ちょっと待てよと思い直す。


「やっぱりダメなの？」


「いや、今日はちょっとアリかもしれません」


　健一はそう言って泣いて逃げ出してしまった日奈のことを考える。まあ、こうなってはどれだけ意味があるのかはわからないが、シーナは観たがっていた。だからお詫わびに借りてきてあげるのも手かなと思ったのだ。


「アリなの？」


「でも、ちゃんと服着てくださいよ？」


　健一はそう言いながら、チラと綾の方を見る。


「うん。健ちゃんが買って来てくれたのでいいんだよね？」


　そう素す直なおに答えた綾はやっぱりとしか言いい様ようがないが、裸だった。





　　　　○





　三十分の後。三人は１３０３に集しゆう結けつしていた。なんだか三さんづくめだが、それはただの偶ぐう然ぜんで、ビデオとテレビがあるのは１３０３だけだったというのが主な理由だった。


「で、どれから観るんだ？」


　ゴクリ。またシーナのノドが鳴なるのが聞えた。


　今日、健一が綾あやと借りてきたのは、女子高生モノ、家か庭てい教きよう師しモノ、そしてレースクイーンモノの三本だった。もちろん、三本目はどうでもよかったのに、どうしても借りた方がいいと綾に説得されてしぶしぶ借りてきたものだ。


「『茶ちや髪ぱつ家庭教師にブッカケまくれっ！』がいいかな」


　綾が家庭教師モノを押す。しかしよくよく考えてみると、どうもそのタイトルはかなり意い味みがわからなかった。家庭教師モノには詳くわしくないが、茶髪というのは果たして家庭教師と相あい性しようのいい組み合わせなのだろうか。


「……最初からブッカケはキツいな。もっとソフトなのはないわけ？」


　しかしそことは違う理由でシーナがそれを遠えん慮りよする姿し勢せいを見せる。


「でも、他ほかもブッカケだよ」


「マジでっ!?」


「うん。健ちゃんのたっての希望で」


「いや、僕は希望してないですから。綾さんが響ひびきが面白いからって選んだだけで」


「そうだったっけ？」


「っていうか、意味わかってて選んでるんですか？」


「全然？」


「……まあ、いいです。そんなこと聞いた僕がバカでした」


　健一は溜ため息いきをつきながら、他の二本を見る。


『巨乳女子高生はブッカケがお好き』、『ブッカケＧＰクイーン』──正しよう直じきどれも同じような感じがしてきた。というか、なんでこんなの借かりてきちゃったんだろうと後こう悔かいしてやまない。


「綾さんが言ったのでいきましょう」


「『茶髪家庭教師にブッカケまくれっ！』だね」


「いちいち、復ふく唱しようしなくて良いです」


　そう言いながら健一はビデオを取り出し、プレイヤーにセットする。健一が小さな頃のビデオということもあり、１３０３の居い間まにあるのは上にガチャッとか開く型のものだった。


「……ふぅ」


　それを父親が買って来た時のことを思い出すと、小さな頃の思い出を凄すごい勢いきおいで踏ふみにじっているような気持ちになってきた。ちょっと涙が出そうだ。


「健ちゃん、そんなに興こう奮ふんしてると後あとがもたないよ？」


「落おち込こんでるんです。凹へこんでるんです」


「……じゃあ、落ち込んでると後がもたないってことで」


「意味わからないんですけど」


　健一は溜め息をつき、ずっと黙だまって再さい生せいが始まるのを待っているシーナを見た。その瞳ひとみにはやる気が満ちていた。キラキラと輝かがやいてると言っても良かった。


　それを見ると泣いて逃げ出した日ひ奈なが元気になったようで嬉しいと思えないことも無かったが、正しよう直じき、無理だった。やっぱり何をやってるんだろうと冷静になってしまう。


「お！」


　だが動き出したビデオは、シーナの望んでいた映えい像ぞうを浮かべ始める。


「ねね、この娘、なんとなく蛍子ちゃんに似てない」


　一人目の茶髪教師が登場するやいなや、いきなり綾がそんなことを言い始めた。


「人の姉を勝手にＡＶ女じよ優ゆうにしないでください」


「別にそんなこと言ってないじゃない。似てるなあって言っただけで、本人だなんて言ってないよぉ」


「ま、そうですけど」


　というか実に危き険けんな話題を綾は本当に平気で口にするなあとドキドキしてきた。


「健一のお姉さんってこんな人なのか？」


　なのにそれにシーナが食いついてくる。


「うん。美人でスタイル抜ばつ群ぐんの美大生」


「って言うか綾さん、もう長いこと、ホタルに会ってないはずですよね？」


「そうなんだけど、色々な情報からけっこう正しくイメージできてると思うなあ」


「……まあ、その辺は綾さんですからねえ」


　というかアダルトビデオを観みながら蛍子の話をするのは勘かん弁べんして欲しい。


「で、健一の姉は家庭教師なのか？」


　しかしシーナはまだ放してくれない。


「だから美大生だって。ついでに眼め鏡がねもかけてない」


「眼鏡は関係ないだろ、眼鏡は」


「いや、ほら、この画面に出てる人はかけてるから」


「これはあれだろ。家庭教師＝眼鏡ってことだろ？」


「そうなのかなあ。そうなんだろうなあ」


　健一はそれでじっと画面を見聞する。実に退たい屈くつな内容だった。なにせ、頭の悪そうな生徒のために勉強を教えているだけだ。


「そろそろか？　そろそろなのか？」


　流れの変わるのをシーナは敏びん感かんに感じ取ったようだった。そしてシーナの言う通り、アダルトビデオらしい展てん開かいに突とつ入にゆうする。


　本番で緊きん張ちようしないように本番をたくさんしておきましょうね──なんて、どうしようもないダジャレで健一はなんだそれなんて思ったが、シーナにとってはその辺はどうでもいいようだった。理由は関係なく、エロい展開になればそれでいいのだろう。


「おおっ。まずは口でするのか」


「……普通はしないと思うけどなあ」


「でも、してるじゃん。というか良く見えない」


「まあ、モザイクかかってるし」


「なんとかならないのかよ？」


「なんとかなったらマズいと思います、はい」


　健一は冷静にツッコむが、シーナはかなり本気で腹はらを立たてているようだった。


「くわ────────────────────────！」


　そうこうしている内に、部屋に絶ぜつ叫きようが響ひびく。


「……どうしたの？」


「まったく見えないだろ、これじゃ」


「そういうもんなんだよ」


　健一は何を期待してたんだろうと思うが、シーナは腹立たしげな顔をするだけだ。


「でも、オッパイは見えるよ、オッパイは」


　綾がモザイクで消えない見どころを指し摘てきする。


「オッパイはもういいんだよ。綾さんのオッパイの方が大きいし」


　なのにシーナはそんなのどうでもいいと憤ふん慨がいする。


「……家庭教師モノだしねえ」


　綾の言葉に健一は思わず、なんの関係があるのだろうかと思うが黙だまっておく。そうこうしている間に、家庭教師と生徒のプレイは次の段階へと進んだようだった。今まで一方的に攻せめられていた生徒の方が逆ぎやく襲しゆうに転じたのだ。


「くわ─────────！」


　だがシーナはまた不満を爆ばく発はつさせる。


「今度はどうしたの？」


「だから見えないだろ、これ」


「いや、だから別に最後まで観ても見えないから、それは期き待たいされてもねえ」


「なんだとー？」


「別に自分の見ればいいんじゃないの？」


　そんなシーナに綾がまたろくでもない知ち恵えを授さずける。


「自分についているものはどうでもいいんだよ」


　だがシーナの興きよう味みは綾の指摘のその斜ななめ上を行っていたらしい。


「ああ……だったら、健ちゃんに見せてもらえばいいんじゃない」


　そしてその追い風を受けて、綾がさらに斜め上へと飛ぶ。


「……あのですね」


　健一は綾に軽く突っ込もうとする。しかし聞きなれた怪あやしい音が聞えた。


　ゴクリ。それはシーナのノドが鳴る音だった。


「シーナ？」


　健一が見ると、もうシーナは画面など見ていなかった。怪しげな光を発する瞳ひとみで、まばたき一つせず健一の方を見ている。もっと正確には顔ではなく、もっと下の方。


「……うわ、なんか正しよう気き失ってる目つき」


　健一は他人事のように目の前の状況を描びよう写しやしてみたものの状況が好転するわけもなく。


　というか、実は最初から自分には逆ぎやく風ふうが吹ふいていたということに気づくだけだった。綾がシーナの怪しい目つきに気づいて、にっこりと笑うのが見えた。


「ね、健ちゃん」


「却きやつ下かします」


「一応、提てい案あんは聞いてみようよ。シーナ君は喜ぶかもしれないし」


「だから聞きたくないんです」


　健一は必死に抵抗しようとするが、シーナがずいっと顔を近づけてくるのを見ると、言葉が続かなくなってしまう。


「せっかくだからさあ、実じつ演えんって言うのはどうかなあ」


　その隙すきをついて綾が恐ろしいことを言い始める。


「いいわけないですっ！」


　健一は声を振ふり絞しぼるが、そこに低く不気味な声が重かさなる。


「いいねーいいねー」


「……シーナ？　さっきの声はシーナの声？」


　健一は声の出所を求めて右左と見るが、よくわからない。


「シーナ君も賛さん成せいしてるみたいだし」


「だから、誰が賛成しても僕が賛成しないとダメです」


「えー！　私もちょっと恥ずかしいけど、シーナ君のために頑がん張ばろうって思ってるんだから、健ちゃんも少しは頑張ってよ」


「……だから何をどう頑張るんですかっ!?」


「だからあ、シーナ君が知りたいことを私たちで教えるために頑張るんだよ」


「そんなことを聞いてるわけじゃあないんですってば！」


　健一は反論しようと試こころみるが、また低く不ぶ気き味みな声が。


「いいねーいいねー」


「ほら、シーナ君も賛成してることだし、ね？」


「ね？　──じゃないです！　じゃないですからー！」


　健一は声を張はり上あげるが、シーナの目は相変わらずどこか別のところを見ているようで、その耳にはきっと助けは届かなそうだった。


「くわ──────────────────────！」
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　それを理り解かいした時、健一の咽のどからシーナと同じ絶ぜつ叫きようが漏もれた。もちろん、そんなことでシーナが目を覚ましてくれるはずもなかったのだが……。





「シーナがあんなヤツだとは思わなかったよ」


　酷ひどい目にあった。というか本当に理り不ふ尽じんだろうと思う。


　自分はシーナのために頑張ろうと思った。そして綾はそれを応おう援えんしてくれると言ってた。なのにシーナは綾と手を組んで自分を襲おそおうとしたのだ。


　正確にはシーナはただあっちの世界を見ちゃってただけかもしれないが、綾の側がわに回ったというのは間違いない。


「……悪かったよ。俺もちょっとどうかしてた」


　健一とシーナはもう暗くなった道を歩きながら、どんよりとした気持ちでいた。これからライブの時間なのだが、とてもそんな気分ではなかった。それでも足が駅前に向かっているのは、現場に行けばなんとかなるかもしれないという小さな望のぞみに期き待たいしてのことだ。


「ちょっと？」


「かなり、かな？」


「相当だったよ」


　健一は本当になんであんなことになったんだろうと不ふ貞て腐くされた気持ちになる。結けつ局きよく、あわやというところで冴子が帰ってきてくれたおかげで事無きを得たが……。


「そうだな、悪かった。本当にどうかしてたよな、俺」


　シーナは珍めずらしくちっとも反論する気もなく、健一の文もん句くを受け入れていた。


「もう二度とあんなことないよね？」


　それに気づいて健一は最終確認だけして、もう終わらせようと思う。怒いかりが収おさまったわけじゃないが、これ以上シーナを責せめてもしょうがないという気分にはなっていた。


「わからない」


　だが、シーナはそう言って悲しそうな顔をする。


「わからないって……」


「自信がない。こと、セックスのことになると……もうしないって自信がない」


　ひどく弱気に、そして悔くやしそうにシーナはそう告つげる。


「健一のことを親友だって思ってるけど、でも、もうしないって約束はできない」


「……シーナ」


　それでやっと健一は色いろ々いろなことが繫つながってくるのを感じた。


「俺にはわからないよ。そりゃ健一には彼女がいるのは知ってるし、その娘こを大だい事じにしてるのも知ってる。でも綾さんみたいに素す敵てきな人があんなにも求めてるのに、そこまでして拒こばむって理由がわからない」


「そんなこと言われても……綾さんとはしないってもう決めたんだから」


「俺はしたいんだよ。セックスをしたい。本当に好きな人としたいし、そうでもない人ともしたい。夢にだって見るんだぜ。なのに目を覚ますと、それが出来ないって思い出すんだ」


　シーナはぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみしめる。


「男なのに、体が男じゃない。だから人を好きになったって堂どう々どうと告白なんて出来ない」


「……だからシーナ＆バケッツを始めたの？」


「そうだよ。こっちから好きだって言ったって理解してもらえるわけがない。だったら向こうから好きになってもらうしかないだろ？」


　シーナはそう言ってしまってから、健一が何も言わないのに不ふ安あんを感じて口をつぐむ。


「ごめん。いきなりのことでよくわからなかっただけで、怒おこったとかじゃないから」


　そして健一はそんなシーナに対してもう怒ってはいられなかった。わかっていたはずのことなのに、やっぱり自分は本当にそれを理解しようとしていなかったんだなと思う。


「女の子なんだよね、シーナの好きな娘こって」


　それがどういう意味をシーナにとって持つか。そこまではわからないだろうと思う。でもその事実だけは確認しておきたかった。


「そうだよ。普ふ通つうに男の子が好きで、普通にアイドルとかおっかけちゃう女の子だよ」


「……よく知ってる人なんだよね、それって」


　そしてそれはもう確かく認にんするまでもないと思いながら、健一はあえてそれを口にした。


「ああ。だからわかってる。健一みたいに俺が変なやつだってわかっても普通に付き合ってくれるような娘じゃないって」


　シーナはそれを辛つらそうに、ゆっくりと語った。一つ一つの言葉が傷きずを引きずるような痛みを伴ともなってるように健一には見えた。


　そして健一は確信する。シーナの好きな女の子というのが、姉の佳か奈なであることを。


「すぐには無理かもしれないけど……いつかその人がシーナのことを受け入れてくれたらいいなって思うよ」


　それはやっぱりシーナのためというよりは自分のための言葉だったのかもしれない。


　蛍子と自分をそこに重ねて、うまくいってくれればと願っているだけかもしれない。


　でも、それがシーナのための力になるならそれでもいいんじゃないかと思う。


「……ありがと」


　シーナは感謝の言葉を口にした。でもその顔は決して笑ってはいなかった。


「前も言ったけど、応おう援えんするよ。絶対に、絶対に応援するよ」


　だから健一は自分くらいは笑おうと思う。それは決して不可能なことじゃないと、自分くらいは信じるために。


「たとえ、それが誰だれであっても。周まわりの誰もが認みとめないような関係であっても」


　でも笑おうとすればするほど涙が出そうになる。


　自分でもわかっていた。それがどんなにか絶ぜつ望ぼう的てきな戦いなのかを。だから、安あん易いに笑うことなど出来るはずがなかった。


　だから健一はまた心の中で例の言葉を繰くり返かえす。


　僕に恋れん愛あいは向いてない──。


　そんな自分に人の恋を応援するなんて出来るわけがない。でも、それでも願わずにはいられなかった。


　日ひ奈なが心の底から笑える日が遠とおからず来たらいいのに──と。






　エピローグ　妹は男に恋こいしてる







　お風ふ呂ろを上がっても、日ひ奈なちゃんは帰ってないみたいだった。


　学校が始まれば、元通りになるかなって思ってたけど、そういうわけにはいかなかった。段々、帰って来る時間が遅おそくなってる。


　しかもそれだけじゃなくて、出かける時間も早くなってる。学校から帰るとすぐにどこかに行って、帰って来ると夕ご飯を食べてまた出かけて行ってしまう。


　好きな男の子が出来たわけじゃない。そうは言ってたけど、だったら何をしているのかと聞いても教えてはくれない。


　心配だった。とにかく心配だった。だって、そんなこと今までなかったんだから。


「ほう、そう来たか」


　なのに、お母さんはソファに座すわって、テレビのドラマに夢む中ちゆうだった。確かにお母さんは昔むかしから火曜サスペンス劇げき場じようがとにかく好きだった。他ほかに見たい番組があるって私が言ったら、だったらと部屋にテレビを買ってくれたほどだ。だから、それだけはどうしても外はずせない習しゆう慣かんなんだろうとも思うけど、それにしたって日奈ちゃんを心配しなさすぎなんじゃないかと思う。


「…………」


　私はそれでテレビに夢中になっているお母さんの隣となりにそっと座った。それから本当に楽しんでるらしいその横よこ顔がおをじっと見つめる。


「佳か奈なちゃんも食べる？」


　お母さんは私の行動を別の意味にとったようだった。お母さんが食べていた水ようかんを欲ほしがってると思ったらしい。


「いらないよ、そんな年よりっぽい食べ物」


「……あら、おいしいのに」


　お母さんは私の言葉に少し驚おどろいただけで、やっぱりテレビの方が大だい事じらしく視し線せんをそっちに戻もどす。


「…………」


　お母さんは私が見ている前で、水ようかんを器き用ように食べる。画面からは目を離はなさず、ようかんを切り取っては口に運ぶ。どうしてそんなことができるのか私には想そう像ぞうがつかなかったが、これもお母さんの火曜サスペンスへの情じよう熱ねつのなせる技わざなのかもしれない。


「やっぱり食べたいの？」


　そんな様子を見ていたせいで、お母さんはまた同じことを尋たずねる。


「だからいらないって言ってるでしょ？」


　私はお母さんがすごく不真面目な気がして、次し第だいにイライラしてきた。なのでちょっと口く調ちようがきつくなってしまったかもしれない。


「少しなら太ふとらないし、気分も落ち着くわよ」


「……いらない」


　お母さんは太るのを気にしているから食べないと思っているらしい。まあ、太るのは嫌いやだけど、そういう話じゃないのをなんでわかってくれないんだろうと思う。


「まあ、そう言わず、食べれば？」


　そう言いながら、お母さんは立ち上がって台所の方へと歩き出す。テレビを観みるのを諦あきらめたのかと思ったらＣＭの最さい中ちゆうだった。


「いらないって言ってるのに」


　お母さんはいつも甘あまいものばっかり食べているけど、すごく瘦やせていた。背もちょっと私や日奈ちゃんより高いのに、体重はひょっとしなくても私たちより下っぽい。


　お母さんは子供を産うんだら、たっぷりと太りたかったという。釣つり鐘がね体形というのに憧あこがれていて、それがロシア人っぽくて素す敵てきだと思っていたらしい。そういうところはやっぱりちょっと変かなと思うけど、学校の娘たちから見ると明るくて奇き麗れいで素敵なお母さんということになっている。まあ、そういう意味ではお母さんには悪いけど、その憧れは憧れのままでよかったんだけど……。


「食べたいだけ、食べて。残りは私が食べるから」


　そんなことを思っていると、お皿さらに盛もった水ようかんを持ってお母さんは戻ってきた。嬉うれしそうにしているお母さんを見ると、なんだか娘を口実に水ようかんをお代わりできるのを楽しみにしているみたいに思えてしまう。


「……だから、そういうことじゃなくってね」


　それでハッキリと言わないとわからないと私は思って、思いきって日奈ちゃんのことをお母さんに相談することにする。


「日奈ちゃんの帰りが遅くて心しん配ぱいなんでしょ？」


　でも話す前にお母さんは、そんなことわかってるわよという顔をする。


「わかってたの？」


「そりゃあ、私の娘のことだし」


「だったら、呑のん気きに火曜サスペンスを観てる場合じゃないと思うんだけど」


「お母さんの楽しみは、毎週の火曜サスペンスと年末のご近所さん旅行なの。そりゃ、日奈ちゃんのことは心配だけど、もういつものことみたいなもんだしいいんじゃないの？」


　お母さんはそんなことを言うとまた視し線せんをテレビの方へ戻した。


　ちなみに、ご近所さん旅行というのはお母さんが毎年ヘソクリを貯ためて、ご近所の人たちと出かける旅行のことだ。家事でたまった疲つかれを洗い落とすとか言って、年末になると温泉に泊とまって帰ってくる。


「いつものことだから心配なんじゃない」


　でも私の考えはお母さんとは違った。ずっと心配だったけど、もうそろそろ限げん界かいだ。


「どうして？」


　なのに、お母さんは呑気そうに尋たずねる。


「どうしてって……こう毎日、毎日、どこかに出かけてて心配じゃあないの？」


「うーん。遅くはなってもちゃんと帰ってきてるし、日に日に日奈ちゃんがやつれてるってわけでもないでしょ？」


「……それはそうだけど」


「だったら、日奈ちゃんがそういう生活をするようになったってだけじゃない？」


「でも、なんでそういう生活をしているのかわからないし……」


　私は話しているうちに、自分が心配し過すぎなのかなあと思えてきた。確かにこれだけ毎日、遅く帰って来るにしては何か問題が起こってるみたいな気にはならない。


「やっぱり好きな男の子でも出来たのかしらね」


　そしてお母さんはすごく普通にそんなことを言い始める。


「……そうなのかな？」


「まあ、そう考えるのが妥だ当とうよねえ」


「でも日奈は男の子の免めん疫えきとかなさそうだし……」


　もしそうなら悪い男に騙だまされてるのかもなんて心配してしまう。


「まあ、そうよねえ。でもまあ、好きな男の子が出来ればなんとかなっちゃうんじゃない？」


「って、言うか、お母さんは日奈が毎日、男の子のところに行ってるとしても心配じゃあないの？　こんなに夜遅くまで男の子と一いつ緒しよにいるってことでしょ？」


「……いけないの？」


「いけなくないの？」


「日奈ちゃんだって、今時の女の子なんだし、好きな人が出来たらもうエッチくらいしてるでしょ？」


　私が想像するだけして受け入れられなかったことを、お母さんはあっさり口にした。


「……そういうことでいいの？」


「いいんじゃない？　佳奈ちゃんだって彼かれ氏しとしてたんでしょ？」


　そしてお母さんはさらにとんでもないことを言い始める。


「してないってば。誰だれがあんな女なら誰でもいいようなヤツと……」


「あ、そうなの？　でもまあ、もう高校生だし、今時はそういうものなんでしょ？」


「本当に心配じゃないの？　日奈ちゃんが男の子といつも一緒だとしても」


「そういう意味で言ったら、一日だけ遅かったとかの方が心配よねえ。毎日、毎日出かけて行ってるってことは、上う手まくいってるってことでしょ？」


「……そうなるのかな？」


　言われてみて、そうかもしれないと思い直す。


「だから、そんなに心配しなくてもいいかなって思ってるんだけど？」


「でも、悪い男に騙だまされてるかもしれないし」


「うーん。でもまあ、二、三回くらいは騙されてみるのも人生経けい験けんかも」


「お母さん？」


「ま、それは軽い冗じよう談だんだけど」


「うー！」


　お母さんはどうしてこういう時までこんな調ちよう子しなんだろうと思うとまたイライラしてきた。


「でもまあ、若いうちに失敗するのは悪いことじゃないと思うのよ。大人になってからだと本当にシャレにならないことになったりするし」


「じゃあお母さんは日奈が悪い男に騙されててもいいって言うの？」


「そこまでは言わないけど。それにもう一か月くらいでしょ？」


「それくらいになるかな」


「だったら騙されてるって線もないんじゃない？　騙すだけならもう終わってるわよね」


「……かな」


　私はお母さんの話しぶりに、やっぱり心配し過ぎなのかもって気になってくる。


「アルバイトをしてるって説せつはどうかしらね」


「アルバイト？」


「何か欲しいものがあって、それを買うためにお金を稼かせいでる」


「……お母さんの知らないところで、そんなことできるものなの？」


　アルバイトなんてしたことはないけど、未成年だと親の承しよう諾だくとか必要な気がする。


「うーん。まあ、正式なものは難むずかしいかもしれないけど、友達のお家の手伝いをしておこづかいをもらうくらいなら出来そうよね？」


「そうか。でも、なんでそんなことしてるの？」


「さあ？　何か欲しいものでもあるんじゃない？」


「……欲しいもの？」


「たとえば、そうねえ、ＭＤコンポとか」


「……それは私の部屋にあるし」


「まあ、そうだけど、自分だけのが欲しいのかもしれないし」


「そうかな」


「日奈ちゃんは時々、お父さんの部屋に忍しのび込こんでるみたいよ」


「なんで？」


「さあ？　佳奈ちゃんのところで聴くのは気が引けるんじゃないの？」


「……なんでだろ？」


　全然、そんな心当たりがなかった。


「ま、それも想像だけどねえ」


　お母さんはそれで笑って、いずれにせよ心配するようなことじゃないだろうと思ってるという態たい度どを示す。


「やっぱり気にし過ぎなのかな」


「にしても、もしそうなら日奈ちゃんももう少しくらいはお母さんに頼たよってくれてもいいかなあって思うかなあ」


「……うーん」


「こういう時のためにヘソクリ貯ためてるんだから、言ってくれれば買ってあげるのに」


「そうなの？」


「佳奈ちゃんにもちゃんと貯めてるけど、何でも欲ほしがるから買ってあげません」


「えー！」


「本当に困こまった時のためのものなの。そうねえ、たとえば図はからずも妊にん娠しんしちゃった時とか」


「……そんな時は来ないし」


「ま、それくらいのお金はちゃんと用意してあるってだけよ」


「じゃあ、たとえばパソコンが本当に欲しかったら買ってくれるの？」


「本当に必要ならお父さんに言えば買ってくれるんじゃない？」


「……じゃあお母さんのヘソクリはいつ使うの？」


「お父さんに知られたくないことってのもあるでしょ？　そういう時よ」


　それが具体的になんのことなのかはわからなかったけど、お母さんは案あん外がい、ちゃんと自分たちのことを考えてくれてるんだなって気はした。


「ま、とにかく」


「ん？」


「佳奈ちゃんが味方の限かぎり、日奈ちゃんは大だい丈じよう夫ぶよ。何があってもね」


「……そうかな」


　私はそんなお母さんの言葉にはピンと来なかった。むしろ日奈ちゃんはやっぱり私とは別の道を歩いていくんだろうなあと思ってたくらいだし。


　でもお母さんはそれを信じているらしく、私の方をしっかり見て言葉を続けた。


「だから佳奈ちゃんはずっと日奈ちゃんの味方でいてあげてね」


「……うん」


　私はなんでわざわざそんなことを言うんだろうと思った。私はずっと日奈ちゃんの味方だったし、これからだって味方に決まってる。だって日奈ちゃんは私の双ふた子ごの妹なんだもの。私は頼たよりないかもしれないけどお姉さんなんだもの。


「それが佳奈ちゃんの望まない日奈ちゃんになってしまってもよ？」


「うん。当たり前じゃない、そんなの」


　私はそう答えてから、お母さんは何を言ってるのかなと改あらためて考えてしまった。


　でも、私にはその「私の望まない日奈ちゃん」というのがちっとも想像できなかった。日奈ちゃんはいつも私の側そばにいて、私の味方でいてくれた。


「そうね」


　でもお母さんは私の返事に納なつ得とくしたみたいだった。ニッコリと笑うと、慌あわててテレビに視線を戻した。


「た、ただいま」


　そして私がそれに呆あきれた時、ちょうど日奈ちゃんが帰ってきたみたいだった。





　　　　○





　それでも次の日になるとやっぱり心配になってしまった。


「ちょっと、捜してくるね」


　だから日奈ちゃんが出ていって一時間くらいしてから私はお母さんにそう言って家を出た。


　でも、捜す当あてなんてなかった。出かけた日奈ちゃんの足取りを摑つかめたと言えるのは、随ずい分ぶん前に絹きぬ川がわ君くんに会った時くらいだった。あれ以外は本当にどこで何をしてるのかわからない。


「……絹川君ともどういう関係なんだろう？」


　日奈ちゃんだって、絹川君に彼女がいることは知っているだろうし、それに絹川君を好きという風な感じはしなかった。家でも別に絹川君の話をしないし、学校で絹川君のことを気にしているわけでもないし。


「アルバイト？」


　そう言えば、お母さんが昨日、そんなことを言ってたなと思い出した。


「絹川君にアルバイトを紹しよう介かいしてもらったのかも……ってのも変かな」


　それなら絹川君が日奈ちゃんのハーモニカを持っていたというのも筋すじが通るかなと思ったけど、それならもう少し仲良くしてても良さそうな気もする。


「なんかしっくりこないんだけど……絹川君が何か関係あるのかなあ」


　改めて考えると、ちょっと日奈ちゃんの態たい度どは変だったかもしれない。お祭りの時だって、すごく熱ねつ心しんに私に謝あやまるように言ってたし。もちろん悪いとは思ってたから謝るのは自然なことだと思うけど……日奈ちゃんがあそこまでこだわったのは珍めずらしいことだったかもしれない。


「……好きになっちゃったけど本人には隠かくしてるとか？」


　それなら絹川君と仲良くしてるように見えないってのはわかる。でも、いつも出かけていることに関してはわからない。


「ここでアルバイトの話と混まぜてみたらいいのかな？」


　そして私はその辺あたりを軸じくに仮か説せつを立ててみた。


　日奈ちゃんは欲しいものがあった。それはお母さんの説によるとＭＤコンポ。


　でもお金もないしどうしようと思ってたところで、絹川君がアルバイトをしているところを発見。その縁えんで一いつ緒しよにアルバイトをすることに。


　日奈ちゃんはそれに恩おん義ぎを感じて、ハーモニカが好きという絹川君に余あまっていたハーモニカをプレゼント。


　それから毎日のようにアルバイトをしているうちに、絹川君のことが好きになってしまった。でも彼女がいるのも知ってるし、言い出すこともできず、側にいれればそれでいいやって感じでお金が十分貯たまった今もアルバイトを続けている。


「……筋すじは通ってる？」


　そこまで考えて私は自分が数学とかそういう理り屈くつっぽいのは苦にが手てだって思い出した。


「でも、そうだとすると……好きな男の子はいないって日奈ちゃんの言葉も違ちがった意味になるのかも……」


　いるけど、好きだと言えない。だから言わない。日奈ちゃんは優やさしすぎるから十分考えられることだなって思う。


　こうやって改めて考えるとまだ冷れい静せいでいられるけど、日奈ちゃんが帰ってきたところで尋ねて「実は絹川君が好きになっちゃって」なんて言われたら……きっと、すごい勢いきおいで反対して日奈ちゃんをしょんぼりさせていただろうなと思う。


「だから佳奈ちゃんはずっと日奈ちゃんの味方でいてあげてね──か」


　そしてお母さんの言葉を思い出して、私は溜ため息いきをついた。


　本当に危あぶないところだったのかもしれない。そう思えた。


　もう少し日奈ちゃんがせっぱ詰つまっていたら、きっと相談されていた。でも、そうであったなら私は反対してしまっただろうし、その結果、日奈ちゃんはすごいショックを受けることになってた気がする。


「そういうときこそ、私くらいは日奈ちゃんの味方になってあげないといけないのに！」


　そう呟つぶやいて、私は心の中に勇気が湧わいてくるのを感じた。そしてお母さんに感かん謝しやする。


　私はお姉さんとして、日奈ちゃんの味方になるんだ。絹川君には大おお海うみさんって彼女がいるけど、だからって止やめろなんて言うのは日奈ちゃんへの裏うら切ぎりだ。


　日奈ちゃんが好きになった相手なんだから、信じてないといけないんだ。大海さんには悪いけど、私は日奈ちゃんと絹川君が仲良くなれるように協力する。


「それに日奈ちゃんの方が可か愛わいいし、絹川君だってそっちの方が幸せに決まってる」


　そこまでわかれば私はもう何も不安は感じなかった。具体的な方法は決まってないけど、方ほう針しんは決まった。後は頃ころ合あいを見計らって、『前から気づいていたよ』って安心させてあげよう。


「となると、問題は大海さんか」


　大海さんはいい娘こだ。何も悪くない。


　でも、日奈ちゃんにとって邪じや魔まなら消えてもらうしかない。もちろん殺したりはしないけど……その辺へんもなんとかしないと。


「あれ？」


　そんなことを考えているうちに私は随ずい分ぶんと歩いてしまっていたみたいだった。気づくと駅前の辺りに来ていた。


　こっちの方にはあまり来ていなかったなと思いながら、アルバイトということであればより正解に近いかもなんて思う。


「あれ……なんだろ？」


　駅前から公園の方を見ると、なんだか人が集まっていた。じっと見てみても遠いし暗くらいしよくわからない。


「これだよ、これ」


　そんな私の行動が変だと思ったらしく、駅から出てきた女の子が答えを教えてくれた。彼女の指ゆび差さしたところに、手作りらしいポスターが貼はってあった。


「せえええな＆ぶっくけっつ？」


　英語で書いてるので読みづらい。


「シーナ＆バケッツよ」


「……わ、わざとよ」


「はは。私もね、最初はそう読んで笑われたよ」


　でもその娘は明るく笑って、私の間ま違ちがいなんて気にしてないって顔をする。


「二人組のバンドなの。ヴォーカルとハーモニカだけってのがクール」


「へえ……バンドなんだ」


　私はそれで改めて公園の方を見た。なるほどそう言われてみると、人だかりはつまり観かん客きやくだというのがわかった。しかしそう考えるとけっこうな人気バンドみたいな気がしてくる。


「時間あるなら、一緒に聴きいてかない？　もうちょっと近づけばシーナのヴォーカルが響ひびいてくるよ？」


　そしてその娘は別にどっちでもいいけどと、そのまま歩き出した。


「えっと……」


　それで私は考えてしまった。でもすぐに答えは出た。


「ごめん、今日は人ひと捜さがしてるから」


　興きよう味みはあったけど、日奈ちゃんの味方になるって心に決めたばかりだった。自分だけ楽しんじゃうわけにはいかない。


「……そっか、じゃ明日来ればいいよ。シーナ＆バケッツは毎日あそこで演やってるから」


「ありがと。明日は無む理りかもしれないけど、今度、来てみるよ」


「うん、じゃあね」


「じゃあね」


　私はそう言って手を振ふると、その娘に別れを告つげてまた歩き始めた。


　日奈ちゃんがどこにいるかなんてわからずに。でも、捜すのが私の仕事だって信じて。
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　あとがき







　まず、ご挨あい拶さつより先に、とてもおめでたいニュースを一つ。


　すでにご存ぞん知じの方も多い事と思いますが、あざの耕こう平へい先生の最新作『BLACK BLOOD』の二巻が富士見ファンタジア文庫から発売されております。


　あざの耕平先生と言えば、富士見ミステリー文庫の名を世に知らしめた傑けつ作さくシリーズ『Ｄクラッカーズ』の作者。口コミで50万部を突とつ破ぱしたというその人気シリーズ。続いての新作となれば期待するなと言うのが無む理りというものです。


　そして期待に震ふるえながら読んだ私の感想と言えば、それはもう帯に記しるしてあった文字の通り。


　最・強・傑・作!!　の四文字です。


　まったく新しい吸きゆう血けつ鬼きの物語がそこには待ち受けていました！


　もしまだ読んでないという方がおられましたら、急いで本屋へ行く事をお勧すすめします。


　もしこれを本屋で立ち読みしているのであれば、いますぐ『BLACK BLOOD BROTHERS』を探してください。そこには新しん鮮せんな感動が待っています。


　でも、ご注意を。『BLACK BLOOD BROTHERS』は富士見ファンタジア文庫です。


　あざの耕平先生は新たなる地平に旅立ったのです！　そう、新たなる地平へ……




あの、うらぎりものめ。




鈴璃　「全く同じネタだしっ！」


新井輝「……あれ、そうだっけ？」


鈴璃　「そうだっけじゃないでしょ！　三巻で全く同じネタを使ってたわよ」


　新井輝、三巻を取り出して、あとがきを確認する。


新井輝「あ、本当だ」


鈴璃　「本当だじゃないわよ。なにやってるのよ、まったく」


新井輝「……俺おれ、三人目だから」


鈴璃　「うわ！　なんか死ぬたびに劣れつ化かしてるっ!?」


新井輝「それはそれとして、二巻の宣せん伝でんになってるから全く同じではない」


鈴璃　「二巻が出たのは去年の十二月。今は？」


新井輝「今年の三月かそれ以い降こう」


鈴璃　「宣伝としても遅おそ過すぎでしょうがっ！」


新井輝「……言われてみるとそうだね」


鈴璃　「そうだねじゃないでしょうが！　それに二巻の帯には『最・強・傑・作』なんて書いてないでしょ？」


新井輝「じゃあ君はＢＢＢが取るに足らんほどつまらんとでも言えと？」


鈴璃　「どうしてそう極きよく端たんなのよ？　なんで『最・強・傑・作』と『最・弱・駄だ・作さく』の二種類しか選せん択たく肢しがないわけ？」


新井輝「何事も極端な方が面おも白しろいって担たん当とうのＫ藤さんが俺を責せめるんだよ。俺のことを放っておくと地味になるからって、繰くり返し繰り返し、それこそ〆しめ切きりが来てるのをすっとぼけて寝ねてても起こしてまで、そう言うんだよ……」


鈴璃　「前半はともかく、後半は明らかに自じ業ごう自じ得とくっぽいんだけど」


新井輝「そうか、君もそう思うんだな……」


鈴璃　「もう、んなことはどうでもいいのよ！」


新井輝「どうでもいいっていうのも乱らん暴ぼうですね、随ずい分ぶん」


鈴璃　「もっとやる気を見せなさいよ。あとがき＝素すの作者って思ってる人も多いんだから」


新井輝「これが素の人間がいたら死んで欲しいなあ」


鈴璃　「だ───────！　うっとうしいっ！」


新井輝「そうは言ってもねえ」


鈴璃　「とにかく、もっと面白いあとがきにしなさいよ。皆、読んでるんだから」


新井輝「でもさあ正直言っちゃうと、あとがきを面白くしてもどうかって思うよ？」


鈴璃　「何言ってるのよ、面白い方がいいに決まってるじゃない」


新井輝「そういうわけでもない。『忙いそがしいからあとがきだけ読みましたけど、傑作ですね』とか言われてみろ、目め茶ちや苦く茶ちや凹へこむぞ」


鈴璃　「誉ほめ言葉なんだから喜よろこんでおけばいいじゃない」


新井輝「でも、その後、本編を読んだとは言われないんだよ……」


鈴璃　「うっ！　それは凹むかも……」


新井輝「そうそう、『食しよく卓たくにビールを』のイラスト描かいてる剣康之さんっているだろ？」


鈴璃　「あの可か愛わいい絵を描く人ね」


新井輝「あの人のＨＰの日記でさ、四巻の感想が書かれてたんだけど」


鈴璃　「なんか変なこと書いてあったの？」


新井輝「『…あいかわらず飛ばしてるなぁ……あとがき。』と……」


鈴璃　「うわっ」


新井輝「めっさ凹んだから『中身もけっこう飛ばしてますよ、お腹なかの上とかに（下ネタ）』ってコメントつけておいたよ」


鈴璃　「全然、凹んでないしっ!?　むっちゃ嬉き々きとして下ネタ書いてるじゃないのよ？」


新井輝「まあ、それはそれとして」


鈴璃　「あ、誤ご魔ま化かした」


新井輝「今回は随分と刺し激げき的てきな格かつ好こうですね、九条さん」


鈴璃　「……どこが？　いつもと同じ格好だけど」


新井輝「いやいや、今回は体たい操そう着ぎで下はブルマというマニアックな格好をされています」


鈴璃　「してないって。幻げん覚かくでも見てる訳？」


新井輝「ははは。いくら言葉で否定してみたところで挿さし絵えがないから真実は藪やぶの中。そして人間というのは自分に都合よく解かい釈しやくする生き物なのです。ということは君がいくら否定したところで今回、君はブルマをはいてたことになるのだっ！」


鈴璃　「急にハイテンションになったかと思ったら、妙みようなこと言い出すとは……」


新井輝「ははは。妙なことを言い出すのは、いつものことだ」


鈴璃　「それはそうだけど、自分で言うなっ！」


新井輝「ついでに私のことは『ししょー』と呼べ！」


鈴璃　「意味わからないし！」


新井輝「ははは。さっちさんが薦すすめてくれた美少女ゲームのネタだ」


鈴璃　「知らないわよ、そんなのっ！」


新井輝「まあ、それはそうだな。それはそれとして」


鈴璃　「あ、また誤魔化した」


新井輝「今回は随分と刺激的な格好ですね、九条さん」


鈴璃　「って言うか時間が戻ってるっ？」


新井輝「まさか、あとがきに水着姿で出てくるとは全く予想してませんでした」


鈴璃　「いや、予想も何も実現してないし、あんた作者だし」


新井輝「さらに水着といっても、ただの水着にあらず。スクール水着。しかも旧きゆう型がたのもの。いわゆる、旧スクというヤツですね？」


鈴璃　「だから着てないし、そんなの知らないわよ！」


新井輝「しかしやはり旧スクの魅み力りよくは貧ひん乳にゆうとの組み合わせでこそ活いきると思うのだが」


鈴璃　「だから、着てないって言ってるでしょうがっ！」


新井輝「ははは。この際さい、実じつ際さいに着てるかどうかなど関係ないのだよ。そう！　たとえば、私が全ぜん裸らでも読者にはわからないというわけさ」


鈴璃　「もし全裸だったら、すでに確実に死なしてるわよ！」


新井輝「じゃあ半裸だったら？　たとえばパンいち」


鈴璃　「パンいち？」


新井輝「パンツ一丁の略りやく」


鈴璃　「そんなマニアックな世界の話をなんの前ぜん提ていもせずにしないでよ！」


新井輝「さっきからずっとマニアックな話をしてたと思うんだが」


鈴璃　「……確かにそうだけど、それはまたちょっと違う世界って言うか」


新井輝「まあ、そうかもしれんね。じゃあ君はハワイのことも知らんのだね」


鈴璃　「ハワイくらい知ってるわよ。観かん光こう地ちで有名じゃない」


新井輝「……ぷっ」


鈴璃　「なによ、その顔は」


新井輝「いや、まあ普ふ通つうはそうですよねえ、普通は。いやあ、九条さんは常じよう識しき人じんでいらっしゃる。ぷぷっ」


鈴璃　「何勝ち誇ほこってんのよ？　つか、キモ！　まじキモ！」


新井輝「ちなみにハワイというのは、裸はだかにＹシャツのことだ」


鈴璃　「うわっ！　聞いてもいない気味の悪いことをさらっと言ったっ!?」


新井輝「でも、きっとパンツはいてる」


鈴璃　「……まあ、もうどっちでもいい」


新井輝「そうか。じゃあ、君は今からハワイ（withoutパンツ）ということにしよう」


鈴璃　「勝手にすれば？　どうせもう終わりだし」


新井輝「むぅ。嫌いやがってくれんことにはネタが成立しないじゃないか」


鈴璃　「で、質問があるんだけど？」


新井輝「あっさり無む視ししたね？」


鈴璃　「次は私も出るのよね？」


新井輝「え？」


鈴璃　「今回、また出番がなかったことは特別に大目に見るから、次には出すわよね？」


新井輝「出ますよ、ちゃんと」


鈴璃　「ほ、本当にっ？」


新井輝「うん。次は本編と関係ない短たん編ぺん集しゆうだからバッチリ！」


鈴璃　「……あん？」


新井輝「あれ？　何かいけないことを言いました？」


鈴璃　「それはつまりあれか？　本編と関係ないから出るってことかぁああ？」


新井輝「……そうなるんですかね、あはは」


鈴璃　「きええ───────────────────！」


新井輝「ぐぎゃ────────────────────────！」


　新井、鈴璃の攻撃で絶ぜつ命めい。





担当Ｋ「──次こそ、あとがきは短くしようね」


新井輝「じゃあ、それで（って、前にも言った気が……）」










二〇〇五年　一月　　新井　輝
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